
｢
東
山
法
門｣

の
人
々
の
傳
記
に
つ
い
て

(

中)

伊

吹

敦

三

神
秀

神
秀
の
傳
記
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
先
ず
基
づ
く
べ
き
は
、
張
説

(

六
六
七-

七
三
〇)

撰
の

｢

唐
國
師
玉
泉
寺
大
通
禪
師
碑｣

(

七
二
二
年
。
以
下
、｢

大
通
禪
師
碑｣
と
略
稱)

で
あ
る
。『

舊
唐
書』

に
據
る
と
、
張
説
の
外
に
も
、
岐
王
範

(

？-

七
二
六)

、
盧
鴻
一

(

生
歿
年
未
詳)

ら
が
神
秀
の
碑
文
を
撰
し
た
と
い
う
が

(

１)

、
い
ず
れ
も
傳
わ
ら
な
い
。
ま
た
、『

傳
法
寶
紀』

の
末
尾
に
も
撰
者
未
詳
の

碑
文
が
附
載
さ
れ
て
い
る
が

(

２)

、
傳
記
的
な
事
項
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
ず
、
そ
の
生
涯
を
知
る
上
で
は
益
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
っ
て
よ

い
。唐

代
に
撰
述
さ
れ
た
神
秀
の
傳
記
と
し
て
は
、『

傳
法
寶
紀』

や

『

楞
伽
師
資
記』

所
載
の
も
の
が
あ
る
。
前
者
は

｢

大
通
禪
師
碑｣

を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
致
し
な
い
點
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
の
由
來
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

一
方
、
後
者
に
は
、
神
秀
に
關
す
る
敕
命
な
ど
が
收
め
ら
れ
て
お
り
、｢

大
通
禪
師
碑｣

の
記
述
を
確
認
し
、
ま
た
そ
れ
を
補
い
う
る

と
い
う
點
で
極
め
て
高
い
資
料
價
値
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
參
照
す
べ
き
も
の
に
、
弟
子
た
ち
の
碑
銘
・
塔
銘
が
あ
り
、
神
秀
の

布
教
活
動
を
窺
う
う
え
で
大
い
に
參
考
に
な
る

(

３)

。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、｢

大
通
禪
師
碑｣

を
中
心
に
他
の
資
料
を
交
え
る
こ

と
で
、
そ
の
傳
記
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
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１.

生
歿
と
受
具

先
ず
、
神
秀
の
生
歿
年
を
確
認
し
て
お
く
と
、｢

大
通
禪
師
碑｣

に
、

｢

神
龍
二
年
二
月
二
十
八
日
夜
中
。
顧
命
趺
坐
。
泊
如
化
滅
。
禪
師
武
�
八
年
乙
酉
受
具
於
天
宮
。
至
是
年
丙
午
復
終
於
此
寺
。

蓋
僧
臘
八
十
矣
。
生
於
隋
末
。
百
有
餘
歳
。
未
甞
自
言
故
。
人
莫
審
其
數
也

(

４)

。｣

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
龍
二
年

(

七
〇
六)

二
月
二
十
八
日
に
洛
陽
の
天
宮
寺
で
入
寂
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、

そ
の
時
の
年
齡
に
つ
い
て
は
、
自
身
が
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
誰
も
知
ら
ず
、
百
歳
を
超
え
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
に
止
ま
る

(

５)

。

從
っ
て
、｢

大
通
禪
師
碑｣

に
よ
る
限
り
、
生
年
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『

傳
法
寶
紀』

の

｢

神
秀
章｣

に
は
、｢

二
十
受
具
戒

(

６)｣

と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

｢

大
通
禪
師
碑｣

の
文
に
い
う
よ
う
に
、
神
秀
の
受
具
が
武
�
八
年

(

六
二
五)

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば

(

恐
ら
く
、
こ
れ
に
は
、｢
戒
牒｣

等
何
か
據
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
ま
ま
信
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う)

、

自
ず
と
、
そ
の
生
年
は
大
業
二
年

(

六
〇
六)

と
な
り
、
神
龍
二
年
に
入
寂
し
た
時
の
年
齡
は
百
一
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
大
業
二
年
生
誕
で
よ
い
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
か
な
り
疑
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『

傳
法
寶
紀』

の

｢

神
秀
章｣

の

記
述
の
多
く
は
、
明
ら
か
に

｢

大
通
禪
師
碑｣

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
現
に
、
神
秀
の
生
歿
に
つ
い
て
も
、

｢

神
龍
二
年
二
月
二
十
八
日
。
端
坐
怡
然
。
遷
化
於
洛
陽
天
宮
寺
。
歸
於
玉
泉
建
塔
焉
。
而
導
師
重
道
。
禮
不
問
年
。
既
隋
季
出

家
。
當
壽
過
百
歳
矣

(

７)

。｣
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と
、
そ
れ
に
從
っ
た
記
述
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
著
者
の
杜
朏
が
神
秀
の
傳
記
に
關
し
て
獨
自
の
資
料
を
何
ら
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
は
、
法
如
の
場
合
と
は
異
な
り
、
杜
朏
と
神
秀
の
關
係
は
、
弟
子
の
義
福
を
介
す
る

間
接
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
杜
朏
は
義
福
か
ら
神
秀
に
關
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
義
福
の
み
が
神
秀
の
受
具
の
時
の
年
齡

を
知
り
得
た
と
は
思
え
な
い
。
從
っ
て
、
こ
の
場
合
、
杜
朏
は
、
さ
し
た
る
根
據
も
な
く
、
單
に
受
具
は
二
十
歳
で
あ
る
べ
き
だ
と
し

て
、
こ
の
よ
う
に
書
き
添
え
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
神
秀
の
生
年
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
傳
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
入
寂
時
、
百
歳
を
超
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
大
業
三
年

(

六
〇
七)

以
前
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
な
ろ
う
。

こ
れ
と
は
別
に
、｢

武
�
八
年｣
と
さ
れ
る
受
具
の
年
に
つ
い
て
も
、
疑
問
と
す
べ
き
點
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
同
じ

｢

大
通
禪

師
碑｣

に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

｢

儀
鳳
中
。
始
隸
玉
泉
。
名
在
僧
録

(

８)

。｣

こ
の
時
代
に
は
、｢

僧
録｣

と
い
う
僧
官
は
ま
だ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら

(

９)

、
こ
れ
を

｢

以
前
、
名
前
を
他
の
寺
に
隸
し
て
い
た

の
を
、
儀
鳳
年
間
に
な
っ
て
玉
泉
寺
に
移
し
、
僧
官
を
拜
命
し
た｣

の
意
に
解
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
文
章
か
ら

す
れ
ば
、
あ
た
か
も
、
儀
鳳
年
間

(

六
七
六-

六
七
九)

に
初
め
て
正
式
の
僧
と
な
っ
て
籍
を
玉
泉
寺
に
置
い
た
か
の
ご
と
く
見
う
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
武
�
八
年
受
具
と
い
う
先
の
記
述
と
は
明
確
に
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
は
、
神
秀
の
受
具
は
二
回
行
わ
れ
た
と
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
武
�
八
年
に
受
具
し
た

後
、
弘
忍
に
參
じ
、
得
法
の
後
に
一
旦
還
俗
し
、
儀
鳳
年
間
に
再
び
受
具
し
て
玉
泉
寺
に
入
っ
た
と
見
る
の
で
あ
る

(

�)

。
そ
し
て
、
氏
の
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説
に
よ
れ
ば
、『

宋
高
僧
傳』

所
載
の
二
つ
の
神
秀
傳
の
う
ち
の
一
つ
、｢

惠
秀
傳｣

に
、
惠
秀
が
祖
師
に
參
問
し
て
悟
っ
た
後
に
入
っ

た
寺
を
、
荊
州
玉
泉
寺
で
は
な
く
、
洛
陽
天
宮
寺
と
し
て
い
る
の
は
、
受
具
が
二
度
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
混
亂
で
あ
る
と
い
う

(

�)

。
し

か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
儀
鳳
年
間
に
玉
泉
寺
に
住
し
て
注
目
を
浴
び
た
と
い
う
記
述
そ
の
も
の
が
、
宗
教
的
な
要
請
に
基
づ
く

創
作
と
見
做
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

既
に

｢

弘
忍｣
の
項
で
觸
れ
た
よ
う
に
、
慧
能
に
つ
い
て
も
、
長
い
隱
遁
生
活
の
末
に
、
突
然
、
儀
鳳
元
年

(

六
七
六)

に
な
っ
て

世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
受
具
を
遂
げ
た
と
い
う
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
後
世
、
弘
忍
の
弟
子
を
代
表
す
る
と
目
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
二
人
が
、
同
じ
時
期
に
世
に
出
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
に
は
、
疑
い
な
く
宗
教
的

意
圖
に
基
づ
く
創
作
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
慧
能
の
儀
鳳
元
年
出
世
説
に
關
し
て
は
、
筆
者
は
、
か
つ
て

｢『

曹
溪
大
師
傳』

の
成
立
を
め
ぐ
っ
て｣

と
題
す
る
拙
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が

(

�)

、
要
す
る
に
こ
れ
は
、
弘
忍
の
入
寂
の
翌
年
に
慧
能
の
出
世
の
時
期

を
置
く
こ
と
で
、
祖
師
と
し
て
の
地
位
が
、
弘
忍
か
ら
慧
能
へ
と
委
讓
さ
れ
た
こ
と
を
示
さ
ん
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
説
は
印
順
氏
が

『

中
國
禪
宗
史』

に
お
い
て
展
開
し
た
説

(

�)

を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
印
順
氏
の
説
に
對
し
て
葛
兆
光
氏
は
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

慧
能
が
十
六
年
間
に
わ
た
っ
て
隱
遁
し
た
と
い
う
説
は
、
元
來
、
弘
忍
入
寂
の
咸
亨
五
年

(

六
七
四)

か
ら
、
法
如
が
亡
く
な
っ

た
永
昌
元
年

(

六
八
九)

ま
で
の
間
を
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
に
、
こ
の
十
六
年
間
の
隱
遁
期
間

を
そ
の
ま
ま
認
め
た
う
え
で
、
そ
の
出
世
の
時
期
を
弘
忍
入
滅
の
翌
年
に
す
る
よ
う
に
改
め
た
。
そ
の
た
め
、
慧
能
が
弘
忍
の
も

と
を
去
っ
た
時
期
も
、
自
ず
と
龍
朔
元
年

(

六
六
一)

に
繰
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
從
っ
て
、
印
順
氏
の
説
は
正
し
い

が
、
そ
れ
に
は
大
し
た
意
味
は
な
く
、
當
初
、
慧
能
の
出
世
を
法
如
の
入
寂
の
時
期
に
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
に
こ
そ
、
大
き
な
意
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味
が
あ
る
の
で
あ
る

(

�)

。

つ
ま
り
、
慧
能
の
弟
子
た
ち
も
、
法
如
が
弘
忍
の
後
繼
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
た
め
、
當
初
、
慧
能
の
出
世
の
時
期
は
、
法

如
の
入
寂
の
次
年
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
後
に
、
法
如
の
地
位
を
否
定
し
、
慧
能
を
弘
忍
の
直
接
の
後
繼
者
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た

た
め
、
慧
能
の
出
世
の
時
期
が
弘
忍
の
入
寂
の
次
年
に
移
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
法
如
の
影
響
力
は
限
定
的
で
あ
っ
て
、
誰
も
が
東
山
法
門
を
代
表
す
る
存
在
と
認
め
る
ほ
ど
で
は

決
し
て
な
か
っ
た
し
、
慧
能
が

｢

法
如
の
弟
子｣

、
あ
る
い
は

｢

七
祖｣

で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
も
皆
無
で

あ
る

(

慧
能
自
身
、
弘
忍
の
弟
子
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
當
然
で
あ
る)

。
ま
た
、
既
に
觸
れ
た
よ
う
に
、｢

六
代
の
傳
記｣

等
か
ら
判

斷
す
れ
ば
、
弘
忍
の
入
寂
の
年
に
關
し
て
慧
能
の
周
圍
で
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、｢

上
元
二
年
入
寂
説｣

と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、｢

咸

亨
五
年
入
寂
説｣

で
は
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
弘
忍
の
入
寂
と
法
如
の
入
寂
の
間
は
十
五
年
で
あ
っ
て
十
六
年
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
に
葛
兆
光
氏
の
説
に
は
種
々
の
問
題
が
あ
る
か
ら
、
と
て
も
從
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
慧
能
の
傳
記
が
儀
鳳
元
年
出
世
説
を
採
る
の
は
、
弘
忍
の
入
寂
を
上
元
二
年

(

六
七
五)

と
見
た
う
え

で
、
そ
の
次
年
に
慧
能
の
出
世
を
置
こ
う
と
し
た
意
圖
に
出
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
神
秀
の
傳
記
に
つ
い

て
も
、
同
樣
の
意
圖
が
働
い
て
い
る
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
否
、
む
し
ろ
、
先
ず
、
神
秀
の
傳
記
に
關
し
て
、
こ
の
作
爲
が
行
わ

れ
、
慧
能
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
踏
襲
す
る
形
で
繰
り
返
さ
れ
た
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(

�)

。｢

大
通
禪
師
碑｣

に
見
る
よ
う
に
、
神
秀

に
關
し
て
は
、
そ
の
入
寂
の
直
後
、
即
ち
、
慧
能
の
在
世
中
に
は
、
こ
の
説
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
慧
能
よ
り

早
い
。
慧
能
の
傳
記
を
創
造
す
る
に
當
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
荷
澤
神
會
と
そ
の
弟
子
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
後
に
論
ず

る
よ
う
に
、
神
會
は
、
自
身
、
弱
年
の
頃
、
神
秀
に
師
事
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
從
っ
て
、
神
秀
の
傳
記
に
含
ま
れ
て
い
る
宗
教
的
意
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圖
を
充
分
に
理
解
し
、
そ
れ
を
師
の
慧
能
の
傳
記
に
も
應
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
論
じ
た
よ
う
に
、
儀
鳳
年
間
の
得
度
が
宗
教
的
な
創
作
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
神
秀
は
、
武
�
八
年
に
若
く
し
て
天
宮
寺
で
受

具
し
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
僧
籍
を
保
持
し
續
け
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
點
で
、
東
山
法
門
で
得
法
し
た
後
に
初
め
て
受
具

し
た
法
如
や
慧
能
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

２.

出
自
と
修
學

上
に
論
じ
た
よ
う
に
、
神
秀
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
出
自
に
つ
い
て
は
、｢

大
通
禪
師
碑｣

に
、

｢

禪
師
尊
稱
大
通
。
諱
神
秀
。
本
姓
李
。
陳
留
尉
氏
人
也

(

�)

。｣

と
説
く
よ
う
に
、
尉
氏

(

河
南
省
開
封
市)

の
李
氏
と
い
う
こ
と
で
諸
傳
は
一
致
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
出
身
地
に
つ
い
て

『

傳
法

寶
紀』

は

｢

大
梁｣

と
す
る
が
、
こ
れ
は
、
尉
氏
を
含
む
地
域
を
古
名
で
呼
ん
だ
も
の
で
異
説
で
は
な
い
。

｢

大
通
禪
師
碑｣

は
、
出
自
に
續
い
て
、
修
學
過
程
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

｢

少
爲
諸
生
。
遊
問
江
表
。
老
莊
玄
旨
。
書
易
大
義
。
三
乘
經
論
。
四
分
律
義
。
説
通
訓
詁
。
音
參
呉
晉
。
爛
乎
如
襲
孔
翠
。
玲

然
如
振
金
玉
。
既
而
獨
鑒
潛
發
。
多
聞
旁
施

(

�)

。｣

江
表
に
遊
ん
で
、
初
め
道
家
思
想
や

『

書
經』

『

易
經』

を
學
び
、
後
に
佛
教
に
轉
じ
て
經
律
論
に
通
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
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こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
佛
教
も
南
地
で
學
ん
だ
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
神
秀
は
武
�
八
年

(

六
二
五)

に

洛
陽
の
天
宮
寺
で
受
戒
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
北
地
に
歸
還
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
に
關
し
て
、『

傳
法
寶
紀』

は
、
次
の
よ
う
に
極
め
て
具
體
的
な
記
述
を
し
て
い
る
。

｢

年
十
三
。
屬
隋
季
王
世
充
擾
亂
。
河
南
山
東
飢
疫
。
因
至
�
陽
義
倉
請
粮
。
遇
善
知
識
出
家
。
便
遊
東
呉
。
轉
至
�
。
遊
羅
浮

東
蒙
台
廬
諸
名
山
。
嘉
遁
無
不
畢
造
。
學
究
精
博
。
採
易
道
。
味
黄
老
。
及
諸
經
傳
。
自
三
古
微
�
靡
不
洞
習
。
二
十
受
具
戒
。

而
鋭
志
律
儀
。
漸
修
定
惠

(

�)

。｣

つ
ま
り
、
神
秀
は
、
十
三
歳
の
時
、
王
世
充
の
亂
で
人
々
が
食
料
に
困
っ
て
い
た
の
で
、
�
陽

(

河
南
省
�
陽
市)

に
赴
い
て
義
倉

の
食
糧
の
供
出
を
求
め
た
が
、
そ
の
際
に
善
知
識
に
出
逢
っ
て
出
家
し
、
南
遷
し
て
羅
浮
山
、
東
山
、
蒙
山
、
天
台
山
、
廬
山
等
の
名

山
を
巡
り
つ
つ
學
問
を
積
み
、
易
、
黄
老
、
佛
教
の
全
て
に
通
じ
、
そ
の
後
、
二
十
歳
で
受
具
し
た
と
い
う
の
で
あ
る

(

こ
こ
で

｢

出

家｣

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
家
を
捨
て
て
僧
形
に
な
っ
た
、
即
ち
、
私
度
僧
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
正
式
に
得
度
し
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う)

。

楊
曾
文
氏
は
、
こ
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
王
世
充
の
亂
に
遭
遇
し
た
の
を
武
�
二
年

(

六
一
九)

と
し
、
神
秀
の
生
年
を
大
業
三
年

(

六
〇
七)

に
置
こ
う
と
し
て
い
る

(

�)

。
確
か
に
、
王
世
充
が
皇
帝
を
稱
し
た
の
は
武
�
二
年
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
、
前
年
に
煬
帝
が

殺
害
さ
れ
る
と
直
ち
に
越
王
を
擁
立
し
、
鄭
國
公
と
し
て
專
権
を
振
っ
た
の
で
あ
る
し
、
こ
の
亂
自
體
、
翌
武
�
三
年
に
王
世
充
が
唐

に
降
る
ま
で
續
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
神
秀
の
十
三
歳
を
武
�
二
年
に
限
定
す
る
理
由
は
な
い

(

�)

。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
、
こ
れ
ら
の

記
述
は
果
た
し
て
信
用
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『

傳
法
寶
紀』

の
内
容
は
、
こ
こ
で
も

｢

大
通
禪
師
碑｣

に
近
く
、
そ
れ
に
基
づ
く
と
判
斷
で
き
る
。
し
か
し
、
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１.

王
世
充
の
亂
に
際
し
て
、
十
三
歳
の
神
秀
が
義
倉
に
赴
き
、
食
糧
の
供
出
を
願
い
出
た
。

２.

神
秀
が
南
方
で
學
ん
だ
の
は
、
羅
浮
山
、
東
山
、
蒙
山
、
天
台
山
、
廬
山
等
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

と
い
う
二
點
は
、｢

大
通
禪
師
碑｣

に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
先
ず
、
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
古
來
、
南
方
で
有
名
な
靈
山
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
さ
し
た
る
根
據
も
な
く
修
行
に
ふ
さ
わ
し
い
山
の
名
を
擧
げ
た
に
過
ぎ

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
見
て
、
前
者
に
關
し
て
も
必
ず
し
も
信
憑
性
は
高
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
洛
陽
の
天
宮
寺
で
の
受
戒
は
、
二
十
歳
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
少
し
過
ぎ
た
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
以
前

に
南
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
學
問
を
極
め
た
と
す
れ
ば
、
非
常
な
早
熟
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。『

傳
法
寶
紀』

が
、
上
の
文
に
先
だ
っ
て
、

｢

在
童
稚
時
。
清
惠
敏
晤
。
特
不
好
弄
。
即
有
成
�

(

�)

。｣

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
正
に
、
そ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
、
神
秀
の
功
成
っ
た
後
の
記
述
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
一
々
眞
に
受
け
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
若
く
し
て
南
地
に

遊
び
、
色
々
な
知
識
に
觸
れ
た
後
、
佛
教
に
歸
依
し
、
北
地
に
戻
っ
て
後
、
洛
陽
の
天
宮
寺
で
得
度
出
家
を
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
だ
け

掴
ん
で
お
け
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。

３.

入
門
と
得
法

受
戒
の
後
の
神
秀
の
動
向
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。｢

大
通
禪
師
碑｣
の
記
述
は
、
そ
の
後
、
一
氣
に
知
命
の
年
、
即
ち
、
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五
十
歳
で
弘
忍
に
師
事
し
た
と
き
の
話
に
移
っ
て
い
る
。

｢
逮
知
天
命
之
年
。
自
拔
人
間
之
世
。
企
聞
�
州
有
忍
禪
師
。
禪
門
之
法
胤
也
。
自
菩
提
達
磨
天
竺
東
來
。
以
法
傳
惠
可
。
惠
可

傳
僧
�
。
僧
�
傳
道
信
。
道
信
傳
弘
忍
。
繼
明
重
跡
。
相
承
五
光
。
乃
不
遠
遐
阻
。
飜
飛
謁
詣
。
虚
受
與
沃
心
懸
會
。
高
悟
與
真

乘
同
徹
。
盡
捐
妄
識
。
湛
見
本
心
。
住
寂
滅
境
。
行
無
是
處
。
有
師
而
成
。
即
燃
燈
佛
所
。
無
依
而
説
。
是
空
王
法
門
。
服
勤
六

年
。
不
捨
晝
夜
。
大
師
歎
曰
。
東
山
之
法
。
盡
在
秀
矣
。
命
之
洗
足
。
引
之
竝
坐
。
於
是
涕
辭
而
去
。
退
藏
於
密

(

�)

。｣

五
十
歳
で
�
州
の
弘
忍
に
參
じ
、
六
年
の
眞
摯
な
修
行
の
後
、
弘
忍
に
後
繼
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、
神
秀
は
、
こ
れ
を
涙
な
が

ら
に
辭
し
、
姿
を
隱
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
行
文
が
必
ず
し
も
自
然
で
は
な
い
た
め
、
種
々
の
憶
測
を
呼
ん
で
い
る
。

即
ち
、
後
繼
者
と
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
ど
う
し
て
神
秀
は
泣
く
泣
く
弘
忍
の
も
と
を
辭
去
し
、
隱
遁
生
活
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
點
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宇
井
伯
壽
、
松
田
文
雄
、
印
順
ら
の
各
氏
は
、
こ
れ
を
慧
能
の
得
法
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
。
彼
ら
は
、
先
ず
、
神
秀
の
生
誕
を

大
業
二
年

(

六
〇
六)

、
弘
忍
に
參
じ
た
の
を
永
徽
六
年

(
五
六
六)

、
得
法
と
辭
去
を
龍
朔
元
年

(

六
六
一)

の
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
、

慧
能
が
二
十
四
歳
で
弘
忍
に
參
じ
、
八
箇
月
後
に
得
法
し
た
と
す
る
説
を
採
用
す
る
と
、
慧
能
の
得
法
も
龍
朔
元
年
中
に
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
慧
能
の
得
法
の
時
期
と
神
秀
の
辭
去
の
時
期
が
一
致
し
、
兩
者
に
相
關
關
係
が
想
定
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ

る

(

�)

。
つ
ま
り
、
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
弘
忍
は
、
い
っ
た
ん
は
神
秀
に
付
法
を
行
お
う
と
し
た
も
の
の
、
門
下
の
中
に
神
秀
よ
り
遙
か
に
優

れ
た
慧
能
を
見
出
し
、
結
局
は
慧
能
に
付
囑
を
行
っ
た
。
後
輩
で
教
養
も
な
い
慧
能
が
弘
忍
の
衣
鉢
を
得
た
こ
と
に
對
す
る
失
意
が
神

秀
を
辭
去
と
隱
遁
と
に
導
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
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神
秀
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
う
る
餘
地
は
充
分
に
あ
る
。
し
か
し
、
慧
能
が
二
十
四
歳
で
弘
忍
に
參
じ
た
と
す
る

説
は
、｢

略
序｣

以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
も
の
で
、
採
用
し
が
た
い
。
宇
井
氏
は
、
慧
能
關
係
の
資
料
で
は
、
こ
れ
を

｢

�
髪

塔
記｣
に
次
ぐ
古
い
も
の
と
見
做
す
が
、
實
際
に
は
、
�
異
本

『

壇
經』
(

一
二
九
〇
年)

以
前
に
は
、
そ
の
存
在
を
辿
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
り

(

�)

、
そ
れ
ほ
ど
古
い
來
歴
の
も
の
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、｢

�
髪
塔
記｣

も
、
別
に
論
じ
た
よ
う
に
、
後
世
の
僞
撰

と
見
做
す
べ
き
で
あ
る

(

�)

。

三
氏
は
、｢

略
序｣
と
神
秀
の
傳
記
と
の
一
致
を
も
っ
て
、『

六
祖
壇
經』

等
に
説
か
れ
る
神
秀
と
慧
能
の
呈
偈
、
竝
び
に
そ
の
結
果

と
し
て
の
慧
能
へ
の
付
囑
を
史
實
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
思
う
に
、
實
際
の
と
こ
ろ
は
む
し
ろ
逆
で
、
神
秀
の
傳
記
に
合
わ
せ
る
た
め

に
、｢

略
序｣

の
二
十
四
歳
參
問
説
が
唱
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
は
別
に
、
何
ら
か
の
事
件
に
卷
き
込
ま
れ
た
た
め
、
神
秀
は
身
を
隱
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
だ
と
す
る
見
方
も
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
支
持
す
る
の
が

『

傳
法
寶
紀』

｢

神
秀
章｣

の
次
の
記
述
で
あ
る
。

｢

至
年
四
十
六
。
往
東
山
歸
忍
禪
師
。
一
見
重
之
。
開
指
累
年
。
道
入
眞
境
。
自
所
證
莫
有
知
者
。
後
隨
遷
謫
。
潛
爲
白
衣
。
或

在
荊
州
天
居
寺
十
所
年
。
時
人
不
能
測

(

�)

。｣

｢

大
通
禪
師
碑｣

が
參
問
時
の
神
秀
の
年
齡
を
五
〇
歳
と
す
る
に
對
し
て
、『

傳
法
寶
紀』

が
四
十
六
歳
と
す
る
理
由
は
明
ら
か
で
は

な
い
。『

傳
法
寶
紀』

の
想
定
す
る
神
秀
の
生
歿
年
か
ら
す
れ
ば
、
神
秀
の
四
十
六
歳
は
永
徽
二
年

(

六
五
一)

と
な
っ
て
、
道
信
の

入
寂
の
次
年
に
當
た
る
か
ら
、
あ
る
い
は
、
弘
忍
が
東
山
法
門
を
主
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
當
初
か
ら
師
事
し
た
と
い
う
形
に
す
る
た

め
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、｢

大
通
禪
師
碑｣

が
明
示
し
な
い
隱
遁
の
理
由
を
、『

傳
法
寶
紀』

は

｢

後
隨
遷
謫
。
潛
爲
白
衣｣

と
述
べ
て
、
罪
に
問
わ
れ
て
還
俗
し
た
た
め
と
し
て
い
る
點
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
レ
ー
氏
は
、『

宋
高
僧
傳』

の
卷
十
六
に
傳
の
あ
る

｢

大
莊
嚴
寺
威
秀｣

を
神
秀
と
同
一
人
物
と
見
做
し
た
う
え
で
、
神
秀
が
罪
に
問
わ
れ
た
理
由
、
竝
び
に
同
一

人
物
が
別
人
と
し
て

『

宋
高
僧
傳』

に
重
複
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

１.

神
秀
は
、
も
と
威
秀
と
い
い
、
弘
忍
に
學
ん
だ
後
、
長
安
の
大
莊
嚴
寺
に
住
し
、
布
教
を
行
っ
た
。

２.

威
秀
は
、
佛
教
教
團
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
て
目
立
っ
た
活
動
を
行
っ
た
た
め
、
都
を
追
わ
れ
、
荊
州
で
雌
伏
し
た
。

３.

や
が
て
、
名
を
神
秀
と
改
め
、
か
つ
て
の
行
動
を
祕
し
て
公
的
活
動
に
復
歸
し
た
。

そ
し
て
、
神
秀
が
則
天
武
后
に
重
ん
じ
ら
れ
た
の
は
、
威
秀
と
し
て
の
活
動
も
關
係
し
て
お
り
、
武
后
は
、
佛
教
を
重
ん
じ
る
自
ら

の
立
場
を
明
示
す
る
の
に
利
用
し
た
の
だ
と
い
う

(

�)

。『

宋
高
僧
傳』

に
よ
る
と
、
威
秀
の
活
動
は
、
龍
朔
二
年

(

六
六
二)

に
敕
命
で

僧
侶
・
道
士
に
俗
拜
を
命
じ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
的
に
は
よ
く
合
う
が
、
た
だ
、
神
秀
と
威
秀
を
同
一
人
物
と

す
る
積
極
的
な
根
據
は
皆
無
で
あ
る
。
從
っ
て
、
話
と
し
て
は
面
白
い
が
、
既
に
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
が
批
判
す
る
よ
う
に

(

�)

、

こ
の
説
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
れ
と
は
別
に
、
杜
繼
文
・
魏
道
儒
兩
氏
は
、『

傳
法
寶
紀』
に
從
っ
て
、
神
秀
が
弘
忍
に
參
じ
た
の
を
永
徽
二
年

(

六
五
一)

と

し
、
こ
の
隱
遁
は
、
永
徽
四
年

(

六
五
三)

に
發
生
し
た
陳
碩
眞
の
亂
に
關
わ
る
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
説
を
立
て
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、

『

傳
法
寶
紀』

の
永
徽
二
年
參
問
説
の
信
憑
性
も
疑
問
で
あ
る
し
、
浙
江
で
起
き
た
陳
碩
眞
の
亂
が
ど
の
よ
う
に
神
秀
と
關
わ
る
の
か

も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
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こ
れ
ら
の
説
は
、
罪
を
得
た
と
す
る

『

傳
法
寶
紀』

の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、『

傳

法
寶
紀』

の
記
述
は
、
果
た
し
て
基
づ
く
と
こ
ろ
の
あ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
は
、｢

大

通
禪
師
碑｣
の
記
述
が
不
自
然
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
と
見
て
、
杜
朏
が
自
分
な
り
に
そ
の
内
容
を
推

測
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『

傳
法
寶
紀』

の
記
述
は

｢

大
通
禪
師
碑｣

に
對
す
る
一
つ
の
解
釋
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
我
々
は
、｢

大
通
禪
師
碑｣

そ
の
も
の
に
立
ち
返
っ
て
、
そ
の
意
味
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
立
場
に
立
つ
と
き
、
こ
の
文
章
に
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
隱
さ
れ
て
い
る
と
は
と
て
も

思
え
な
い
の
で
あ
る
。

既
に
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
氏
に
よ
れ
ば
、｢

悟
り｣

を
得
た
喜

び
の
餘
り
泣
き
出
し
、
精
神
的
状
況
の
激
變
に
よ
っ
て
教
團
か
ら
去
る
と
い
っ
た
こ
と
は
禪
僧
の
傳
記
で
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
と

し
、
こ
の
記
述
に
特
別
の
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る

(

�)

。

特
別
の
意
味
が
な
い
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
は
同
意
で
き
る
が
、
辭
去
の
理
由
を

｢

悟
り｣

の
喜
び
と
精
神
的
な
大
轉
換
に
求
め
る

の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。｢

大
通
禪
師
碑｣

の
行
文
に
よ
れ
ば
、
神
秀
が
泣
き
な
が
ら
去
っ
た
の
は
、
後
繼
者
に
指
名
さ
れ
た
か
ら
で

あ
っ
て
、｢

悟
り｣

を
開
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
れ
は
神
秀
の
謙
讓
の
�
を
強
調
す
る
た
め
の
文
飾
に

過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
神
秀
が
得
法
後
に
隱
遁
生
活
に
入
っ
た
こ
と
も
決
し
て
不
自
然
な
行
爲
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
東
山
法
門
の
人
々
に
あ
っ
て

は
一
般
化
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
同
門
の
慧
能
に
も
同
樣
の
傳
承
が
あ
る
し
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
神
秀

の
弟
子
の
普
寂
に
つ
い
て
も
、
得
法
の
後
に
阿
蘭
若
行
を
行
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
師
か
ら
嵩
山
に
入
る
よ
う
に
勸
め
ら
れ
、
そ
れ
に

從
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
東
山
法
門
で
は
、
得
法
の
後
も
、
人
知
れ
ず
頭
陀
行
な
ど
の
修
行
を
積
ん
で
境
地
を
高
め
る
こ
と
が
通
念
と
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し
て
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
し
、
一
面
で
は
、
東
山
法
門
の
人
々
は
、
得
度
や
受
具
す
る
こ
と
な
く
得
法
し
た
場
合
が
多
か
っ
た

か
ら
、
現
實
問
題
と
し
て
、
得
法
し
て
も
す
ぐ
に
世
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

神
秀
は
、
例
外
的
に
早
く
に
受
具
し
て
い
る
が
、
還
俗
し
な
い
ま
で
も
、
東
山
法
門
の
傳
統
に
沿
っ
て
、
得
法
後
、
し
ば
ら
く
頭
陀

行
者
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
も
っ
と
も
神
秀
は
早
く
に
受
具
し
た
だ
け
で
な
く
、
既
に
か
な
り
の
年

齡
に
達
し
て
い
た
。
從
っ
て
、
ど
こ
か
の
寺
に
入
っ
て
一
般
の
僧
侶
に
紛
れ
つ
つ
、
獨
自
の
修
行
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
眞
實
に

近
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
で
、
次
第
に
周
圍
の
人
々
に
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
世
に
出
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

『

傳
法
寶
紀』

は
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
神
秀
の
所
在
に
關
し
て
、
荊
州
の
天
居
寺
等
に
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
こ
の
後
、
儀
鳳
年
間
に
荊
楚
の
大
�
た
ち
の
推
擧
に
よ
っ
て
得
度
を
遂
げ
、
荊
州
の
玉
泉
寺
に
住
し
た
と
説
く
伏
線
と
し
て
、

當
地
の
有
名
な
寺
を
擧
げ
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
天
居
寺
に
い
た
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
積
極
的

に
そ
れ
を
支
持
す
る
こ
と
も
困
難
と
思
わ
れ
る
。

４.

出
世

神
秀
の
出
世
に
つ
い
て
、｢

大
通
禪
師
碑｣

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

｢

儀
鳳
中
。
始
隸
玉
泉
。
名
在
僧
録
。
寺
東
七
里
。
地
坦
山
雄
。
目
之
曰
。
此
正
楞
伽
孤
峯
。
度
門
蘭
若
。
蔭
松
藉
草
。
吾
將
老

焉
。
雲
從
龍
。
風
從
虎
。
大
道
出
。
賢
人
覩
。
岐
陽
之
地
。
就
去
成
都
。
華
陰
之
山
。
學
來
如
市
。
未
云
多
也
。
後
進
辱
以
拂
三

有
超
四
禪
。
昇
堂
七
十
。
味
道
三
千
。
不
是
過
也

(

�)

。｣
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儀
鳳
年
間

(

六
七
六-

六
七
九)

に
な
っ
て
に
わ
か
に
世
の
注
目
を
集
め
、
荊
州

(

湖
北
省)

の
玉
泉
寺
に
名
を
隸
し
た
。
そ
こ
で
、

玉
泉
寺
の
東
方
に
適
當
な
土
地
を
見
つ
け
て

｢

度
門
蘭
若｣

を
營
ん
で
住
し
た
と
こ
ろ
、
學
徒
が
雲
集
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。｢

儀

鳳
中
。
始
隸
玉
泉
。
名
在
僧
�｣

は
、
確
か
に
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
新
た
に
出
家
し
た
の
意
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
、

そ
う
で
は
な
く
、
神
秀
の
出
世
を
印
象
づ
け
る
た
め
の
單
な
る
文
�
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う

(

補
注)

。
と
こ
ろ
が
、『

傳
法
寶
紀』

は
、
こ
れ

を
そ
の
ま
ま
眞
に
受
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

儀
鳳
中
。
荊
楚
大
�
數
十
人
。
共
擧
度
住
當
陽
玉
泉
寺
。
及
忍
禪
師
臨
遷
化
。
又
曰
。
先
有
付
囑
。
然
十
餘
年
間
。
尚
未
傳
法
。

自
如
禪
師
滅
後
。
學
徒
不
遠
萬
里
。
歸
我
法
壇
。
遂
開
善
誘
。
隨
機
弘
濟
。
天
下
志
學
。
莫
不
望
會

(

�)

。｣

恐
ら
く
杜
朏
は
、
二
度
の
出
家
に
言
及
す
る

｢

大
通
禪
師
碑｣

の
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
、
神
秀
は
罪
を
得
て
、
い
っ
た
ん
還

俗
し
た
後
に
、
儀
鳳
年
間
に
再
び
出
家
し
た
と
無
理
に
解
釋
し
た
の
で
あ
ろ
う

(

杜
朏
が
、
神
秀
が
儀
鳳
年
間
に
玉
泉
寺
に
住
し
た
後
に
、

弘
忍
が
入
寂
し
た
か
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
の
は
、
儀
鳳
元
年
が
弘
忍
の
入
寂
の
翌
年
に
當
た
る
こ
と
の
意
味
に
氣
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示

し
て
い
る)

。
し
か
し
、
實
際
に
は

｢

大
通
禪
師
碑｣
に
説
く
儀
鳳
年
間
の
出
世
そ
の
も
の
が
、
神
秀
が
弘
忍
の
後
繼
者
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
た
め
の
作
爲
に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、『

傳
法
寶
紀』

は
、
神
秀
も
弘
忍
の
付
囑
を
得
て
い
た
が
、
儀
鳳
年
間
に
玉
泉
寺
に
入
っ
て
か
ら
も
沈
默
を
守
り
、
法
如
の

入
寂
を
待
っ
て
初
め
て
開
法
を
行
っ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
杜
朏
の
立
場
の
反
映
に
外
な
ら
ず

(｢

歸
我�

法
壇｣

と
い
う
言
葉
に
注
目
す

べ
き
で
あ
る)

、
事
實
と
は
認
め
難
い
こ
と
も
既
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

神
秀
が
玉
泉
寺
に
名
を
隸
し
、
度
門
蘭
若
を
置
い
て
布
教
に
努
め
た
こ
と
は
、
弟
子
た
ち
の
碑
銘
等
か
ら
も
事
實
と
認
め
ら
れ
る
が
、
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上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
い
つ
玉
泉
寺
に
入
り
、
い
つ
度
門
蘭
若
を
營
ん
で
布
教
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
得
法
の
後
、
し
ば
ら
く
遊
行
生
活
を
し
て
荊
州
付
近
の
寺
に
入
り
、
や
が
て
、
そ
の
力

量
が
認
め
ら
れ
て
信
奉
者
を
集
め
て
玉
泉
寺
に
名
を
隸
し
、
度
門
蘭
若
を
營
む
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

｢

大
通
禪
師
碑｣
に
い
う
よ
う
に
、
五
十
六
歳
の
時
に
得
法
し
た
と
す
れ
ば
、
麟
�
年
間

(

六
六
四-

六
六
五)

の
頃
に
は
荊
州
に
入
り
、

そ
の
後
、
數
年
し
て
度
門
蘭
若
の
落
成
と
な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
の
開
法
は
、
垂
拱
二
年

(

六
八
六)

の
法
如
の

開
法
に
先
だ
つ
は
ず
で
あ
る
。
法
如
が
、
入
寂
に
際
し
て
、
弟
子
た
ち
に
荊
州
の
神
秀
の
も
と
で
修
行
を
續
け
る
よ
う
に
遺
命
し
た
の

は
、
既
に
神
秀
が
指
導
者
と
し
て
名
高
か
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
如
の
開
法
が
三
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
神
秀
の
開
法
の
方
が
早
か
っ
た
こ
と
は
十
分
に
推
知
さ
れ
る
。
弘
忍
門
下
に
お
け
る
神
秀
の
地
位
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
當

然
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
開
法
の
地
が
都
を
遠
く
隔
た
る
荊
州
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
貴
顯
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の

點
で
は
、
法
如
の
後
塵
を
拜
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ど
う
し
て
神
秀
が
荊
州
に
入
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
山
法
門
で
學
ん
だ
人
々

の
多
く
は
得
法
の
後
、
故
郷
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
地
域
で
開
法
を
行
う
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
神

秀
は
、
尉
氏

(

河
南
省)

の
出
身
で
、
も
と
も
と
荊
州
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、

『

續
高
僧
傳』

所
收
の
傳
記
で
、
道
信
に
學
ん
だ
こ
と
を
明
記
す
る
も
の
に

｢

法
顯
傳｣

｢

玄
爽
傳｣

｢

善
伏
傳｣

の
三
篇
が
あ
る
が

(

�)

、

そ
の
内
、
法
顯
と
玄
爽
の
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、｢

荊
州
四
層
寺
釋
法
顯｣

｢

荊
州
神
山
寺
釋
玄
爽｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
荊
州

で
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
ま
た
、
神
秀
の
同
學
で
あ
る
慧
安
も
、
そ
の
碑
文
、｢

大
唐
嵩
山
會
善
寺
故
大
�
道
安
禪
師

碑
并
序｣

(

七
二
七
年
、
以
下

｢

道
安
禪
師
碑｣

と
略
稱)

に

｢

荊
人
也｣

と
し

(
�)

、
ま
た
、『

宋
高
僧
傳』

の

｢

唐
嵩
嶽
少
林
寺
慧
安
傳｣

(

以
下
、｢

慧
安
傳｣

と
略
稱)

に

｢

釋
慧
安
。
姓
衞
氏
。
荊
州
支
江
人
也｣

と
い
う
よ
う
に

(

�)

、
荊
州
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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こ
う
し
た
事
實
は
、
長
江
の
水
上
交
通
路
を
通
じ
て
、
荊
州
が
早
く
か
ら
東
山
法
門
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
東
山
法
門
に
と
っ
て
荊
州
は
布
教
上
の
重
要
な
要
衝
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
神
秀
が
こ
こ
に
住
し
た
の
は
、
教
團
内
に
お

け
る
そ
の
地
位
を
反
映
す
る
も
の
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。

な
お
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
慧
安
と
同
じ
く
荊
州
出
身
と
さ
れ
る
道
俊

(

生
歿
年
未
詳)

の
こ
と
で
あ
る
。『

宋
高
僧
傳』

の

｢

唐
荊
州
碧
澗
寺
道
俊
傳｣

に
は
、

｢

釋
道
俊
。
江
陵
人
也
。
住
枝
江
碧
澗
精
舍
。
修
東
山
無
生
法
門
。
即
信
忍
二
祖
號
其
所
化
之
法
也
。
勤
潔
苦
行
跡
不
出
寺
經
四

十
餘
載
。
室
邇
人
遠
。
莫
敢
請
謁
者
。
唯
事
杜
默
。
如
是
聲
聞
于
天
。
天
后
中
宗
二
朝
崇
重
高
行
之
僧
。
俊
同
恆
景
應
詔
入
内
供

養
。
至
景
龍
中
求
還
故
郷
。
帝
賜
御
製
詩
。
并
奘
景
同
歸
枝
江
。
卒
于
本
寺
焉

(

�)

。｣

と
記
さ
れ
て
お
り
、｢

江
陵｣

は
荊
州
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
道
俊
も
荊
州
の
出
身
で
、
郷
里
の
枝
江
に
碧
澗
精
舍
を
建
て
、
東
山
法

門
の
教
え
を
修
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

宇
井
伯
壽
氏
は
、
こ
の

『

宋
高
僧
傳』

の
記
述
を
承
け
て
、

｢

そ
し
て
道
俊
の
此
入
内
よ
り
四
十
餘
年
以
前
は
、
道
信
の
寂
後
十
年
を
經
て
居
る
時
に
當
り
、
ま
た
慧
能
の
傳
法
は
四
十
六
年

以
前
に
當
る
か
ら
、
道
俊
が
實
際
從
う
た
と
す
れ
ば
、
弘
忍
に
從
う
た
の
で
あ
る
し
、
而
も
慧
能
の
傳
法
以
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

…
…
然
し
東
山
無
生
の
法
門
を
修
し
た
と
い
は
れ
る
以
上
は
、
必
ず
や
其
指
導
者
が
あ
つ
た
に
相
違
な
い
か
ら
、
道
俊
は
、
實
際
、

弘
忍
に
會
う
て
、
法
要
を
親
受
し
た
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

(

�)

。｣
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と
論
じ
、
道
俊
を
弘
忍
の
弟
子
と
認
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
從
え
ば
、
奇
し
く
も
弘
忍
の
弟
子
に
は
、
荊
州
出
身
者
が
二
人
お
り
、
い

ず
れ
も
枝
江
と
密
接
な
關
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
レ
ー
氏
は
、
こ
の
點
に
着
目
し
て
、
兩
者
の
間

に
密
接
な
關
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
、
道
俊
の
入
内
を
慧
安
の
入
寂
と
關
聯
づ
け
よ
う
と
ま
で
し
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、
こ
の

道
俊
に
つ
い
て
は
、
疑
問
と
す
べ
き
點
が
極
め
て
多
い
。

先
ず
、
禪
宗
文
獻
の
中
に
、
道
俊
へ
の
言
及
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
は
、
い
か
に
も
不
可
解
で
あ
る
。
も
し
、『

宋
高
僧
傳』

の
記

述
が
眞
實
で
あ
る
の
な
ら
、
道
俊
は
、
天
台
・
律
の
大
家
と
し
て
名
高
か
っ
た
玉
泉
寺
弘
景

(｢

宏
景｣

と
も
書
か
れ
る
。
六
三
四-

七

一
二)

ら
と
と
も
に
入
内
供
養
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
禪
宗
に
と
っ
て
大
變
名
譽
な
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

も
っ
と
顯
彰
さ
れ
て
よ
い
し
、
淨
覺
や
宗
密
に
よ
っ
て

｢

十
大
弟
子｣

に
加
え
ら
れ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
同
郷
の
慧

安
と
の
交
流
が
全
く
傳
え
ら
れ
て
い
な
い
の
も
不
自
然
で
あ
る
。

思
う
に
、
こ
こ
に
は

『

宋
高
僧
傳』
の
混
亂
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。『

宋
高
僧
傳』

の

｢

慧
安
傳｣

に
問
題
が
多
く
、
法
如
と
の
混

同
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
論
じ
た
が
、
そ
の
出
身
を

｢

荊
州
支
江
人
也｣

と
す
る
の
は
、
恐
ら
く
は
、
道
俊
の
事
跡
と
の
混
同
に
他

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
荊
州
の
枝
江
の
出
身
で
あ
っ
た
道
俊
が
、
景
龍
年
間

(

七
〇
七-

七
一
〇)

に
弘
景
ら
と
共
に
入
内
し
た
と
い

う
の
は
事
實
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
慧
安
の
入
内
と
混
同
さ
れ
、
慧
安
が
枝
江
の
人
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
道
俊
が
東
山
法
門
の
繼
承

者
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
道
俊
は
、
本
來
、
東
山
法
門
と
は
關
係
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。

從
っ
て
、
道
俊
に
つ
い
て
は
無
視
し
て
よ
い
が
、
慧
安
が
荊
州
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
神
秀
が
荊
州

に
入
っ
た
こ
と
に
慧
安
が
何
ら
か
の
形
で
關
與
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
充
分
に
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
慧

安
の
開
法
も
故
郷
で
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
慧
安
は
、
弘
忍
の
も
と
で
法
を
得
た
後
、
先
ず
、

滑
臺

(

河
南
省
安
陽
市)

に
居
を
定
め
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
は
神
秀
の
故
郷
、
尉
氏
か
ら
も
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
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二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
相
手
の
故
郷
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
地
域
で
布
教
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な

い
の
で
あ
っ
て
、
二
人
が
極
め
て
緊
密
な
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
い
え
る
。

次
に
論
ず
べ
き
は
、
上
に
も
名
前
を
擧
げ
た
玉
泉
寺
弘
景
と
の
關
係
で
あ
る
。
玉
泉
寺
は
天
台
智
�(

五
三
八-

五
九
七)

が
自
ら

の
生
家
を
寺
に
改
め
た
も
の
で
あ
り
、
智
�
の
入
寂
後
に
煬
帝
が
建
て
た
天
台
山
國
清
寺
と
と
も
に
天
台
宗
の
中
心
地
で
あ
り
、
當
時
、

弘
景
が
そ
れ
を
承
け
繼
い
で
活
躍
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
從
來
か
ら
、
し
ば
し
ば
二
人
の
間
の
關
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

關
口
眞
大
氏
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

｢

然
ら
ば
神
秀
に
は
、
道
信
、
弘
忍
ら
か
ら
の
傳
承
の
面
か
ら
見
て
も
、
ま
た
は
彼
自
身
の
地
位
環
境
か
ら
見
て
も
、
天
台
止
觀

法
門
と
の
何
ら
か
の
關
係
を
想
定
し
て
も
よ
い
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

(

�)

。｣

更
に
、
楊
曾
文
氏
に
至
っ
て
は
、
神
秀
が
弘
景
に
學
ん
だ
可
能
性
に
ま
で
言
及
す
る
が

(

�)

、
當
時
、
神
秀
は
弘
景
よ
り
三
十
歳
近
く
年

長
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
説
が
唱
え
ら
れ
る
の
は
、
神
秀
が
玉
泉
寺
に
名
を
隸
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
天
台
教
學
の
影
響
を
逃

れ
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
、
神
秀
は
、
玉
泉
寺
の
東
、
七
里
の
と
こ
ろ
に
度
門
蘭
若
を
營
ん
で

學
徒
の
指
導
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
て

(

�)

、
玉
泉
寺
に
住
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
既
に
拙
稿
で
論
じ
た
が

(

�)

、
要
す
る
に
、
東

山
法
門
に
お
け
る
修
行
生
活
は
極
め
て
獨
創
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
般
の
寺
で
他
の
僧
侶
と
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
神
秀
自
身
は
、
玉
泉
寺
に
名
を
隸
し
て
以
後
も
、
東
山
法
門
以
來
の
思
想
と
修
行
法
を
そ
の
ま
ま
維
持

す
る
こ
と
に
務
め
た
は
ず
で
あ
り
、
單
に
、
玉
泉
寺
に
名
を
隸
し
た
と
い
う
こ
と
の
み
か
ら
神
秀
へ
の
天
台
の
影
響
を
云
云
す
る
の
は
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間
違
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

(

た
だ
し
、
弟
子
の
普
寂
に
つ
い
て
は
、
弘
景
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(

�))

。

荊
州
に
お
け
る
神
秀
の
教
化
活
動
は
、
法
如
の
入
寂
に
よ
っ
て
、
い
よ
い
よ
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
二
大
弟
子
と
さ
れ

る
普
寂
と
義
福
が
參
じ
た
だ
け
で
な
く
、
法
如
の
一
番
弟
子
と
も
い
う
べ
き
元
珪
も
、
一
時
、
神
秀
に
師
事
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た

ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
景
賢
や
大
福
ら
が
神
秀
に
師
事
し
た
の
も
玉
泉
寺
で
あ
っ
た
し
、
後
に
慧
能
の
弟
子

と
な
る
荷
澤
神
會
が
、
弱
年
に
し
て
神
秀
に
參
じ
た
の
も
玉
泉
寺
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

５.

入
京

荊
州
に
お
け
る
布
教
活
動
に
よ
っ
て
注
目
を
集
め
た
神
秀
は
、
や
が
て
都
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
敕
命
に
よ
っ
て
入
京
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
の
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
宋
之
問
の

｢

爲
洛
下
諸
僧
請
法
事
迎
秀
禪
師
表｣

に
よ
っ
て
窺
い
う
る
。

｢

僧
某
等
言
。
某
聞
住
持
眞
教
。
先
憑
帝
力
。
導
誘
將
來
。
遠
屬
能
者
。
伏
見
月
日
敕
。
遣
使
迎
玉
泉
寺
僧
道
秀
。
陛
下
載
宏
佛

事
。
夢
寐
斯
人
。
語
程
指
期
。
朝
夕
詣
闕
。
此
僧
契
無
生
至
理
。
傳
東
山
妙
法
。
開
室
巖
居
。
年
過
九
十
。
形
彩
日
茂
。
宏
益
愈

深
。
兩
京
學
徒
。
羣
方
信
士
。
不
遠
千
里
。
同
赴
五
門
。
衣
�
魚
頡
於
草
堂
。
菴
廬
鴈
行
於
邱
阜
。
雲
集
霧
委
。
虚
往
實
歸
。
隱

三
楚
之
窮
林
。
繼
一
佛
而
揚
化
。
栖
山
好
遠
。
久
在
荊
南
。
與
國
有
縁
。
今
還
豫
北
。
九
江
道
俗
。
戀
之
如
父
母
。
三
河
士
女
。

仰
之
猶
山
嶽
。
謂
宜
緇
徒
野
宿
。
法
事
郊
迎
。
若
使
輕
來
赴
都
。
遐
邇
失
望
。
威
儀
俗
尚
。
道
秀
所
忘
。
崇
敬
異
人
。
和
衆
之
願
。

�
得
焚
香
以
遵
法
王
。
散
花
而
入
道
場
。
則
四
部
銜
恩
。
萬
人
生
喜
。
無
任
懇
款
之
至
。
謹
詣
闕
奉
表
。
請
與
都
城
徒
衆
。
將
法

事
往
龍
門
。
迎
道
秀
以
聞
。
輕
觸
天
威
。
伏
深
戰
越

(

�)

。｣
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
荊
州
で
久
し
く
布
教
を
行
い
、
人
々
の
尊
崇
を
集
め
て
い
た
神
秀
が
郷
里
の

｢

豫
北｣

に
還
っ
た
際
に
、
洛
陽
の

道
俗
の
要
望
に
よ
っ
て
敕
命
が
發
せ
ら
れ
、
龍
門
に
神
秀
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。｢

豫
北｣

は
河
南
省
の
北
部
を
指
す

と
見
て
よ
い
か
ら
、
神
秀
が
生
ま
れ
育
っ
た
尉
氏
を
指
す
と
も
、
盟
友
で
あ
っ
た
慧
安
が
以
前
に
住
し
て
い
た
滑
臺
を
指
す
と
も
解
し

う
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
慧
安
は
こ
れ
以
前
に
嵩
山
に
入
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
盟
友
の
慧
安
に
代
わ
っ
て
滑
臺
に
入
っ
た

と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
章
か
ら
だ
け
で
は
、
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
い
が
、
前
者
で
あ
れ
ば
、
晩
年
を
迎
え
、
最
後
に
故
郷
を
一
目
見
て
お
こ
う
と

思
っ
た
か
、
餘
生
を
そ
こ
で
送
ろ
う
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
入
京
は
神
秀
に
と
っ
て
想
定
外
の
事
件
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
ろ
う
。
一
方
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
中
原
へ
の
布
教
の
足
が
か
り
と
し
て
滑
臺
に
入
っ
た
こ
と
と
な
り
、
入
京
は
そ
の
成
果
と
い
う

こ
と
と
な
ろ
う
。
た
だ
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
そ
の
入
内
に
慧
安
が
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
後
に
見
る

よ
う
に
、
神
秀
に
先
だ
っ
て
既
に
慧
安
が
入
内
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。｢

道
安
禪
師
碑｣

の
、

｢

上
因
數
徴
請
之
。
以
師
受
禪
要
。
禪
師
順
退
避
位
。
推
美
于
玉
泉
大
通
也

(

�)

。｣

と
い
う
記
述
は
、
こ
れ
を
指
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

入
京
し
た
神
秀
は
、
入
内
し
て
法
を
説
い
た
が
、
そ
れ
に
際
し
て
は
前
代
未
聞
の
破
格
の
扱
い
を
受
け
た
。｢

大
通
禪
師
碑｣

は
次

の
よ
う
に
い
う
。

｢

久
視
年
中
。
禪
師
春
秋
高
矣
。
詔
請
而
來
。
趺
坐
覲
君
。
肩
輿
上
殿
。
屈
萬
乘
而
稽
首
。
灑
九
重
而
宴
居
。
傳
聖
道
者
不
北
面
。
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有
盛
�
者
無
臣
禮
。
遂
推
爲
兩
京
法
主
。
三
帝
國
師
。
仰
佛
日
之
再
中
。
慶
優
曇
之
一
現
。
然
處
都
邑
。
婉
其
祕
旨
。
毎
帝
王
分

座
。
后
妃
臨
席
。
�
鷺
四
匝
。
龍
象
三
繞
。
時
熾
炭
待
礦
。
故
對
默
而
心
降
。
時
診
饑
投
味
。
故
告
約
而
義
領
。
一
雨
溥
霑
於
衆

縁
。
萬
籟
各
吹
於
本
分
。
非
夫
安
住
無
畏
。
應
變
無
方
者
。
孰
能
至
爾
乎

(

�)

。｣

即
ち
、
久
視
年
間

(

七
〇
〇-

七
〇
一)

に
敕
命
で
入
内
し
た
が
、
そ
の
際
、
高
齡
で
あ
っ
た
た
め
、
輿
に
乘
っ
た
ま
ま
宮
殿
に
上

が
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
天
子
自
ら
稽
首
を
し
、
家
臣
と
し
て
の
振
る
舞
い
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、｢

兩
京
法
主
。
三
帝
國
師｣

に
推
さ
れ
、
帝
王
や
后
妃
の
臨
席
の
も
と
に
法
を
説
き
、
皆
な
を
敬
服
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。こ

の
重
大
な
事
件
は
多
く
の
初
期
禪
宗
文
獻
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
何
時
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
。｢

大

通
禪
師
碑｣

は
上
掲
の
ご
と
く

｢

久
視
年
中｣

と
し
、『

傳
法
寶
紀』

や

『

南
宗
菩
提
達
摩
定
是
非
論』

(

以
下
、『

定
是
非
論』

と
略
稱)

も
同
じ
く

｢

久
視
中｣

と
す
る
が

(

�)

、『

楞
伽
師
資
記』

は
、

｢

大
足
元
年
。
召
入
東
都
。
隨
駕
往
來
。
兩
京
教
授
。
躬
爲
帝
師

(

�)

。｣

と
述
べ
て
、
こ
れ
を

｢

大
足
元
年｣

の
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
久
視
二
年
の
正
月
五
日
に

｢

大
足｣

と
改
元
さ
れ
た
か
ら
、

｢

久
視
年
中｣

｢

久
視
中｣

と
は
久
視
元
年

(

七
〇
〇)

を
指
す
と
考
え
る
の
が
當
然
で
あ
り
、
從
っ
て
、『

楞
伽
師
資
記』

は
、
入
内

の
年
を
一
年
後
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

『

楞
伽
師
資
記』

の
こ
の
部
分
は

『

楞
伽
人
法
志』

の
引
用
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
に
信
憑
性
が
高
い
と
見
做
さ
れ
て
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お
り
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
な
ど
は
こ
の
説
を
採
用
し
て
い
る

(

�)

。
ま
た
、
宇
井
伯
壽
氏
は
、
兩
者
の
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
し

て
、
久
視
元
年
に
敕
召
が
あ
り
、
翌
年
、
洛
陽
に
行
き
、
入
内
し
て
則
天
に
見
え
た
と
し
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、
同
じ

『

楞
伽
師
資
記』

に
、｢

去
大
足
元
年
。
在
於
東
都
。
遇
大
通
和
上
諱
秀
。
蒙
授
禪
法
。
開
示
悟
入
。
似
得
少
分
。
毎
呈
心
地
。
皆
云
努
力
。
豈
其
福
薄
。

忠
孝
無
誠
。
和
尚
隨
順
世
間
。
奄
從
化
往
。
所
以
有
疑
惑
。
無
處
呈
印

(

�)

。｣

と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
神
秀
の
入
内
は
實
際
に
は
久
視
元
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
淨
覺
が
、
自
身
、
大
足
元
年
に
直
接
神
秀
に

會
っ
た
時
の
經
驗
が
強
い
印
象
と
な
っ
て
、
入
内
も
そ
れ
と
同
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
誤
認
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

久
視
元
年
に
入
京
が
實
現
し
た
と
す
る
と
、
荊
州
か
ら

｢

豫
北｣

に
移
っ
た
の
は
、
何
年
か
そ
れ
に
先
立
つ
頃
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、｢

普
寂
塔
銘｣
に
、
神
秀
に
師
事
す
る
こ
と
七
年
、
修
行
を
終
え
た
普
寂
が
頭
陀
行
を
行
う
た
め
に
門

下
を
離
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
神
秀
は
、
そ
れ
を
止
め
、
嵩
山
に
往
く
よ
う
勸
め
た
と
し
て
、

｢

人
未
之
蘭
若
。
今
將
自
之
。
大
通
止
曰
。
嵩
山
亦
好
。
至
於
再
。
諾
而
居
焉
。
長
安
年
度
編
岳
寺

(

�)

。｣

と
述
べ
て
い
る
が
、
普
寂
は
、
法
如
の
入
寂

(

六
八
九
年)

を
知
っ
て
直
ち
に
神
秀
に
參
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
七
年
目
で

あ
れ
ば
、
萬
歳
通
天
元
年

(

六
九
六)

頃
の
こ
と
と
な
る
。
こ
の
頃
に
は
、
神
秀
は
ま
だ
荊
州
の
玉
泉
寺
に
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
圭
峯
宗
密
の
所
傳
に
よ
る
と
、
荷
澤
神
會

(

六
八
四-

七
五
八)

は
十
四
歳
で
慧
能
に
師
事
し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
三
年
間
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は
、
神
秀
の
も
と
で
學
ん
で
い
た
と
い
う
。
即
ち
、『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

卷
第
三
之
下
に
、

｢
有
襄
州
神
會
。
姓
嵩

(

高)

。
年
十
四
往
謂

(

謁)

。
因
答
無
位
爲
本
。
見
即
是
性
。
�
試
諸
難
。
夜
喚
審
問
。
兩
心
既
契
。
師
資
道
合
。｣

(｢

慧
能
第
六｣

の
項

(

�))

｢

大
師
承
南
宗
能
和
尚
後
於
東
京
荷
溪

(

澤)

寺
。
時
人
皆
云
荷
澤
和
上
。
和
上
姓
萬

(

高)

。
頂
異
凡
相
。
如
孔
丘
也
。
骨
氣
殊
衆
。
總
辨
難

測
。
先
事
北
宗
秀
三
年
。
秀
奉
敕
追
入
。
和
上
遂
往
嶺
南
和
尚
。
…
…｣

(｢

神
會
第
七｣

の
項

(

�))

等
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
よ
う
に
、
神
會
は
襄
州

(

湖
北
省)

の
人
で
あ
る
か
ら
、
荊
州
の
玉
泉
寺
に
神
秀
を
訪

ね
た
と
い
う
の
は
自
然
で
あ
る
。

十
一
歳
で
神
秀
に
入
門
し
、
十
四
歳
で
慧
能
の
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
現
代
人
の
感
覺
で
は
、
い
か
に
も
若
す

ぎ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
ェ
ン
セ
ン
氏
は
、
神
會
が
十
四
歳
で
慧
能
に
參
じ
た
と
い
う
の
は
、
時
間

的
に

(

つ
ま
り
、
若
す
ぎ
て)

ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
と
し
、
神
秀
の
晩
年
で
あ
れ
ば
、
荊
州
か
長
安
で
師
事
し
た
可
能
性
は
あ
る
と
論

じ
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、
神
會
は
、
石
井
本

『

神
會
語
録』
に
附
さ
れ
た

｢

大
乘
頓
教
頌
并
序｣

に
、

｢

昔
年
九
歳
。
已
發
弘
願
。
我
著
悟
解
。
誓
當
顯
説
。
今
來
傳
授
。
遂
過
先
心

(

�)

。｣

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
驚
く
べ
き
早
熟
で
あ
っ
た
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
弘
忍
が
道
信
に
參
じ
た
の
も
七
歳
、
あ
る
い
は
十
二
・
三
歳

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
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神
會
が
神
秀
の
も
と
を
去
っ
て
慧
能
に
入
門
し
た
理
由
は
、
神
秀
が
荊
州
を
去
っ
て

｢

豫
北｣

に
移
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『

定
是

非
論』
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

｢

久
視
年
。
則
天
召
秀
和
上
入
内
。
臨
發
之
時
。
所
是
道
俗
頂
禮
和
上
。
借
問
。
和
尚
入
内
去
後
。
所
是
門
徒
。
若
爲
修
道
。
依

止
何
處
。
秀
和
上
云
。
韶
州
有
大
善
知
識
。
元
是
東
山
忍
大
師
付
囑
。
佛
法
盡
在
彼
處
。
汝
等
諸
人
如
有
不
自
決
了
者
。
向
彼
決

疑
。
必
是
不
可
思
議
。
即
知
佛
法
宗
旨

(

�)

。｣

宇
井
伯
壽
氏
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
事
實
と
し
、
神
會
が
慧
能
に
參
じ
た
の
は
神
秀
の
指
示
に
よ
る
と
し
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、
こ
の

記
述
に
は
明
ら
か
に
神
會
の
立
場
の
反
映
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
に
は
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
神
秀
が
荊

州
を
去
っ
た
の
も
、
入
内
の
た
め
で
は
な
く
、｢

豫
北｣

に
往
く
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
會
が
、
つ
ね
づ
ね
神
秀
の
口

か
ら
面
識
の
あ
っ
た
慧
能
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
充
分
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
し
、
神
秀
の
移
住
が
契
機
と
な
っ
て
、

兄
弟
弟
子
の
慧
能
の
も
と
を
訪
れ
た
と
い
う
の
は
自
然
で
あ
る
。
神
會
の
十
四
歳
は
、
神
功
元
年

(

六
九
七)

に
當
た
る
か
ら
、
こ
れ

に
よ
る
と
、
神
秀
が
荊
州
を
後
に
し
た
の
は
、
普
寂
が
神
秀
の
も
と
を
去
っ
た
翌
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
、
普
寂
に
嵩
山
に

往
く
よ
う
に
勸
め
た
の
は
、
そ
の
時
點
で
、
神
秀
自
ら
が
既
に
北
上
の
意
圖
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

(

�)

。

な
お
、
多
く
の
人
が
、
上
の

『

定
是
非
論』

の
文
章
に
基
づ
い
て
、
神
會
が
神
秀
に
師
事
し
た
期
間
を
神
秀
入
内
の
直
前
の
三
年
間

と
し
て
い
る
が

(

�)

、
神
秀
が
荊
州
を
跡
に
し
た
の
は
、
豫
北
に
行
く
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
入
内
に
先
立
つ
こ
と
を
見
逃
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
荷
澤
宗
で
傳
え
ら
れ
て
い
た
神
會
が
十
四
歳
で
慧
能
に
參
じ
た
と
い
う
説
は
信
憑
性
が
高
く
、
ま
た
、
他
の
資
料
と
の
齟
齬

も
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
、
當
然
、
こ
れ
に
從
う
べ
き
で
あ
る
。
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６.

兩
京
で
の
活
動

｢
大
通
禪
師
碑｣

は
、
先
の
記
述
に
續
い
て
、
そ
の
後
も
皇
帝
の
崇
敬
が
尋
常
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

｢

聖
敬
日
崇
。
朝
恩
代
積
。
當
陽
初
會
之
所
。
置
寺
曰
度
門
。
尉
氏
先
人
之
宅
。
置
寺
曰
報
恩
。
軾
閭
名
郷
。
比
�
非
�
。
局
厭

諠
輦
。
長
懷
虚
壑
。
累
乞
還
山
。
既
聽
中
駐

(

�)

。
久
矣
衰
憊
。
無
他
患
苦
。
魄
散
�
全
。
形
遺
力
謝
。｣

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
二
點
で
あ
る
。

ａ.

敕
命
に
よ
っ
て
荊
州
の
度
門
蘭
若
を
正
式
な
寺
と
し
、
ま
た
、
尉
氏
の
生
家
に
報
恩
寺
を
置
い
た
。

ｂ.

神
秀
を
身
近
に
置
き
た
か
っ
た
た
め
に
、
都
の
喧
噪
か
ら
離
れ
た
い
と
す
る
神
秀
の
申
し
出
も
認
め
な
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
ａ
に
關
し
て
は
、『

楞
伽
師
資
記』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が

(

�)

、
度
門
寺
の
設
置
は
神
秀
の
寂
後
、｢

大
通
禪
師｣

の
稱
號

を
賜
っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
い
る

(

�)

。『

楞
伽
師
資
記』
に
は
、
そ
の
際
の
敕
命
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
し
、『

傳
法
寶
紀』

も
、
神
秀
の
塔

所
に
度
門
寺
を
置
い
た
と
同
樣
の
記
述
を
し
て
い
る
か
ら

(

�)

、
こ
れ
に
從
う
べ
き
で
あ
る
。

ｂ
に
つ
い
て
も
、『

楞
伽
師
資
記』

に
、
次
の
よ
う
な
神
龍
元
年

(
七
〇
五)

三
月
十
三
日
の
敕
命
を
載
せ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
年
の
出
來
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

｢

敕
。
禪
師
迹
遠
俗
塵
。
神
遊
物
外
。
契
無
相
之
妙
理
。
化
有
結
之
迷
途
。
定
水
内
澄
。
戒
珠
外
徹
。
弟
子
歸
心
釋
教
。
載
佇
津
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梁
。
冀
啓
法
門
。
思
逢
道
首
。
禪
師
昨
欲
歸
本
州
者
。
不
須
。
幸
副
翹
仰
之
懷
。
勿
滯
枌
楡
之
恋
。
遣
書
示
意
。
指
不
多
云

(

�)

。｣
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
神
秀
は
荊
州
で
は
な
く
、｢

本
州｣

、
即
ち
、
郷
里
の
尉
氏
に
歸
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

『

傳
法

寶
紀』

は
、
こ
の
時
、
神
秀
は
既
に
體
調
が
優
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

累
求
還
出
。
主
上
固
請
。
既
不
遂
歸
事
。
諸
弟
子
因
竊
視
。
知
欲
現
滅
。
或
時
密
有
委
矚

(

�)

。｣

神
秀
の
入
寂
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
翌
年
の
二
月
二
十
八
日
、
洛
陽
の
天
宮
寺
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
弟
子
、
義
福
の

｢

大

智
碑
銘｣

に
、

｢

後
大
師
應
召
至
東
都
。
天
宮
寺
現
疾
。
因
廣
明
有
身
之
患
。
惟
禪
師
親
在
左
右
。
密
有
傳
付
。
人
莫
能
知

(

�)

。｣

と
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
、
か
な
り
の
間
、
病
氣
を
患
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
杜
朏
は
、
か
つ
て
義
福
の
師
で
あ
っ
た
の
だ
か

ら
、
そ
の
言
う
と
こ
ろ
は
信
ず
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
に
關
聯
し
て
考
え
る
べ
き
は
、
宗
密
の
所
傳
に
よ
る
と
、
慧
能
が
神
龍
元
年
に
二
度
に
亙
っ
て
敕
命
で
招
か
れ
た
が
、

赴
か
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
點
で
あ
る
。『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

卷
第
三
之
下
に
、

｢

神
龍
元
年
。
敕
請
不
入
兩
度
。
敕
書
云
云

(

�)

。｣
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と
説
く
の
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
年
に
既
に
神
秀
の
體
調
が
優
れ
ず
、
退
出
を
再
三
に
わ
た
っ
て
願
い
出
て
い
た
と
す
る
と
、
皇
帝

に
自
身
に
替
え
て
慧
能
を
薦
め
た
と
い
う
こ
と
は
充
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
年
に
、
慧
能
に
對
し
て
敕
召
が
あ
っ
た
と
い

う
の
は
、
恐
ら
く
は
、
事
實
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
詳
細
は
、｢

慧
能｣

の
項
に
讓
る
こ
と
と
し
た
い
。

神
秀
は

｢
兩
京
法
主｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
長
安
で
も
法
を
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
傳
え
ら
れ
る
事
跡
の
多
く
は
洛
陽
で
の

こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。『

定
是
非
論』

に
は
、
長
安
雲
花
寺
で
の
こ
と
と
し
て
、

｢

長
安
三
年
。
秀
和
上
在
京
城
内
登
雲
花
戒
壇
上
。
有
綱
律
師
大
儀
律
師
。
於
大
衆
中
借
問
秀
和
上
。
承
聞
達
摩
有
一
領
袈
裟
。

相
傳
付
囑
。
今
在
大
禪
師
處
不
。
秀
和
上
云
。
黄
梅
忍
大
師
傳
法
袈
裟
。
今
見
在
韶
州
能
禪
師
處

(

�)

。｣

と
説
く
が
、
内
容
か
ら
見
て
事
實
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ

｢

雲
花
寺｣

の
名
前
が
擧
げ
ら
れ
る
の
は
、

神
秀
と
何
ら
か
の
關
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
弟
子
の
普
寂
が
、
洛
陽
郊
外
の
嵩
山
に
入
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
神
秀
の
盟
友
で
あ
る
慧
安
も
嵩
山
會
善
寺
に
住
し

た
か
ら
、
神
秀
が
こ
こ
を
訪
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
た
だ
、｢

嵩
岳
寺
碑｣

に
は
、
神
秀
が
こ
こ
に
止
住
し
た
と
す
る
記
述
は

見
ら
れ
な
い
か
ら
、
訪
れ
た
と
し
て
も
長
く
止
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

７.

滅
後
の
こ
と

｢

大
通
禪
師
碑｣

は
、
神
秀
の
寂
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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｢

詔
使
弔
哀
。
侯
王
歸
�
。
三
月
二
日
。
冊
謚
大
通
。
展
飾
終
之
義
。
禮
也
。
時
厥
五
日
。
假
安
闕
塞
。
緩
反
葬
之
期
。
懷
也
。

宸
駕
臨
訣
至
午
橋
。
王
公
悲
送
至
伊
水
。
羽
儀
陳
設
至
山
龕
。
仲
秋
既
望
。
還
詔
乃
下
。
帝
諾
先
許
。
冥
遂
宿
心
。
太
常
卿
鼓
吹

導
引
。
城
門
郎
護
監
喪
葬
。
是
日
。
天
子
出
龍
門
�
金
襯
。
登
高
停
蹕
。
目
盡
迴
輿
。
自
伊
及
江
。
�
道
哀
候
。
幡
花
百
輦
。
香

雲
千
里
。
維
十
月
哉
生
魄
明
。
即
舊
居
後
岡
。
安
神
啓
塔
。
國
錢
嚴
飾
。
賜
逾
百
萬
。
巨
鐘
是
先
帝
所
鑄
。
羣
經
是
後
皇
所
錫
。

金
�
御
題
。
華
幡
内
造
。
塔
寺
尊
重
。
遠
稱
標
絶
。
初
禪
師
形
解
東
洛
。
相
見
南
荊
。
白
霧
積
晦
於
禪
山
。
素
蓮
寄
生
於
坐
樹
。

則
雙
林
變
色
。
泗
水
逆
流
。
至
人
違
代
。
同
符
異
感
。
百
日
卒
哭
也
。
在
龍
華
寺
。
設
大
會
八
千
人
。
度
二
七
人
。
二
祥
練
縞
也
。

成
就
西
明
道
場
。
數
如
前
會
。
萬
迴
菩
薩
乞
施
後
宮
。
寶
衣
盈
箱
。
珍
價
敵
國
。
親
與
寵
貴
。
侑
供
巡
香
。
其
廣
福
博
因
。
存
沒

如
此

(

�)

。｣

こ
れ
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ａ.

神
龍
二
年
の
三
月
二
日
に

｢

大
通｣

と
い
う
諡
號
を
賜
り
、
三
月
五
日
に
闕
塞

(

龍
門)

に
神
秀
の
遺
體
を
安
置
し
た
。
そ

の
際
、
皇
帝
は
自
ら
午
橋
ま
で
出
向
き
、
王
公
は
、
伊
水
ま
で
行
っ
て
見
送
っ
た
。

ｂ.

八
月
十
五
日
に
敕
命
が
出
さ
れ
て
、
神
秀
の
生
前
の
希
望
に
添
っ
て
、
荊
州
に
葬
る
こ
と
と
な
っ
た
。
遺
體
を
送
る
際
に
は
、

皇
帝
は
龍
門
に
出
向
き
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

ｃ.

遺
體
は
、
そ
の
後
、
伊
河
・
黄
河
・
大
運
河
・
長
江
を
經
て
、
は
る
ば
る
荊
州
に
運
ば
れ
、
十
月
十
六
日
、
舊
居
の
度
門
蘭

若
の
後
方
の
丘
に
塔
が
建
て
ら
れ
た
。

ｄ.

度
門
蘭
若
は
國
費
に
よ
っ
て
莊
嚴
さ
れ
て
寺
と
な
り
、
先
帝

(

睿
宗)
に
よ
っ
て
梵
鐘
が
、
ま
た
、
現
皇
帝

(

中
宗)

に
よ
っ
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て
一
切
經
が
下
賜
さ
れ
、
中
宗
自
筆
の
額
が
掲
げ
ら
れ
た
。

ｅ.

こ
の
と
き
、
荊
州
で
は
、
種
々
の
奇
瑞
が
認
め
ら
れ
た
。

ｆ.
寂
後
、
百
日
目
に
龍
華
寺
で
大
會
が
設
け
ら
れ
、
八
千
人
が
招
か
れ
、
十
四
人
の
得
度
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
周
忌
や

二
周
忌
に
も
、
西
明
寺
で
同
樣
の
法
會
が
營
ま
れ
た
。

ｇ.

神
異
の
僧
、
萬
迴
は
、
後
宮
で
莫
大
な
布
施
を
集
め
て
、
そ
れ
を
佛
事
の
費
用
に
充
て
た
。

こ
の
う
ち
、
中
宗
が

｢
大
通｣

と
い
う
禪
師
號
を
賜
っ
た
こ
と

(

ａ)

、
度
門
寺
に
神
秀
の
遺
體
が
安
置
さ
れ
て
額
を
賜
っ
た
こ
と

(

ｃ
、
ｄ)

等
に
つ
い
て
は
、『
楞
伽
師
資
記』

(『

楞
伽
人
法
志』

か
ら
の
引
用)

に
、
そ
の
際
の
敕
命
を
載
せ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
確

認
で
き
る

(

�)

。
そ
し
て
、｢

大
通
禪
師
碑｣
の
撰
者
で
も
あ
る
張
説
の

｢

謝
賜
御
書
大
通
禪
師
碑
額
状｣

に
、

｢

右
。
内
侍
尹
鳳
翔
宣
示
御
書
大
通
禪
師
碑
額
六
字
。
畫
起
平
雲
。
點
蹲
芒
玉
。
戈
矛
�
倚
。
鸞
鶴
交
飛
。
神
功
發
於
至
想
。
睿

思
成
於
元
�
。
實
謂
天
龍
捧
持
。
虚
空
稱
贊
。
逝
者
如
在
。
薦
福
知
歸
。
臣
棲
志
禪
門
。
撰
碑
靈
塔
。
幸
遇
聖
情
崇
道
。
御
書
假

貸
。
刻
星
辰
於
嘉
石
。
爛
日
月
於
封
邱
。
感
極
悲
生
。
恩
深
無
荅
。
臣
無
任
望
外
殊
澤
之
至

(

�)

。｣

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
額
が
張
説
の
依
頼
に
依
る
も
の
で
、｢
大
通
禪
師
碑
額｣

の
六
字
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
。神

秀
の
遺
體
が
、
一
時
、
龍
門
に
葬
ら
れ
た
こ
と

(

ａ)

は

『

楞
伽
師
資
記』

に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、『

楞
伽
師
資
記』

に
よ

れ
ば
、
そ
の
際
、
公
主
と
そ
の
婿
が
祭
文
を
作
っ
た
と
い
う

(

�)

。
ま
た
、『

楞
伽
師
資
記』

は
、
敕
命
を
受
け
て
神
秀
の
遺
體
と
額
を
荊
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州
に
送
り
届
け
た
人
物
を
盧
正
權
で
あ
る
と
す
る
が

(

�)

、
彼
と
妻
に
は
墓
碑
銘
が
殘
さ
れ
て
お
り
、
夫
妻
と
も
神
秀
に
歸
依
し
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る

(

�)

。

な
お
、『
傳
法
寶
紀』

に
も
、
中
宗
が

｢

大
通｣

の
號
を
賜
っ
た
こ
と

(

ａ)

、
荊
州
に
葬
る
こ
と
が
神
秀
の
か
ね
て
の
願
い
で
あ
っ

た
こ
と

(

ｂ)
、
中
宗
に
よ
っ
て
度
門
寺
が
置
か
れ
、
睿
宗
も
そ
の
造
營
に
盡
力
し
た
こ
と

(

ｄ)

、
荊
州
で
種
々
の
奇
瑞
が
見
ら
れ
た

こ
と

(

ｅ)

等
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
が

(

�)

、
特
に
、
睿
宗
が
度
門
寺
の
た
め
に
三
十
萬
錢
を
據
出
し
た
と
す
る
の
は
他
に
見
え
な

い
記
述
で
あ
る
。
梵
鐘
の
鑄
造
は
、
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
滅
後
の
事
跡
で
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
嵩
山
に
神
秀
の
塔
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。｢

嵩

岳
寺
碑｣

に
、

｢

南
有
輔
山
者
。
古
之
靈
臺
也
。
中
宗
孝
和
皇
帝
詔
。
於
其
頂
追
爲
大
通
秀
禪
師
造
十
三
級
浮
圖
。
及
有
提
靈
廟
。
極
地
之
峻
。

因
山
之
雄
。
華
夷
聞
傳
。
時
序
瞻
仰
。
毎
至
獻
春
仲
月
諱
日
齋
辰
。
鴈
陣
長
空
。
雲
臨
層
嶺
。
委
鬱
貞
柏
。
掩
映
天
楡
。
迢
進
寶

階
。
騰
乘
星
閣
。
作
禮
者
便
登
師
子
。
圍
遶
者
更
攝
蜂
王
。
其
所
由
焉
。
所
以
然
矣

(

�)

。｣

と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
塔
が
建
立
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が

(

�)

、
張
説
の
詩

｢

送
武
員
外
郎
中
春
赴
秀
師
嵩
山
塔
下
舍
利｣

に
よ
っ
て

(

�)

、
武
平
一
が
敕
命
で
建
塔
を
取
り
仕
切
り
、
塔
内
に
神
秀
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

｢

嵩
岳
寺
碑｣

の
文
に
よ
る
と
、
二
月
の
神
秀
の
諱
日
に
は
、
後
々
ま
で
法
會
が
營
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
神
秀
に
對
す
る
帝
室
の
尊
崇
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
背
後
に
、
張
説
や
武
平
一
、
盧
正
權
ら
の
貴
顯
の

支
持
が
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
否
、
む
し
ろ
、
彼
ら
の
支
持
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
結
果
と
し
て
帝
室
の
尊
崇
が
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あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
神
秀
の
入
京
を
契
機
と
し
て
、
東
山
法
門
は
、
一
躍
、
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
事
件
が
禪
宗
史
に
與
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

８.
弟
子

神
秀
に
は
多
く
の
弟
子
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
代
表
が
普
寂

(

六
五
一-

七
三
九)

と
義
福

(

六
五
八-

七
三
六)

の
二
人
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
こ
の
二
人
の
傳
記
の
詳
細
は
別
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
神
秀
と
の
關
聯
に
つ
い
て
だ
け
述
べ
て

お
く
。

先
ず
、
普
寂
で
あ
る
が
、
彼
が
神
秀
に
入
門
す
る
に
至
っ
た
經
緯
や
、
神
秀
に
勸
め
ら
れ
て
嵩
山
に
入
っ
た
經
緯
に
つ
い
て
は
既
に

述
べ
た
。
し
か
し
、
神
秀
が
入
京
し
た
後
の
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
は
全
く
傳
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
普
寂

の
嵩
山
入
山
が
神
秀
の
中
原
へ
の
足
が
か
り
を
築
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
入
京
の
前
に
も
後
に
も
密
接
な
交
流
が
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

｢

普
寂
塔
銘｣

は
、
神
秀
が
入
滅
し
た
後
、
皆
な
が
普
寂
に
開
法
を
請
う
た
が
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
遂
に
中
宗
は
、

普
寂
に
神
秀
の
後
を
繼
い
で
教
え
を
説
く
よ
う
敕
命
を
下
し
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

神
龍
歳
。
請
不
哭
泣
而
不
言
。
緇
素
墜
心
。
棟
梁
落
構
。
以
爲
四
害
騰
口
。
誰
者
能
緘
。
五
欲
亂
繩
。
誰
者
能
截
。
乃
合
謀
悉

意
。
聞
香
求
花
。
如
鳥
隨
風
。
如
輪
隨
跡
。
咸
請
和
上
一
開
法
縁
。
使
四
園
可
遊
。
八
池
可
浴
。
則
僧
非
聚
食
。
人
異
散
心
。
願

聞
樂
器
之
音
。
用
滋
毛
孔
之
潤
。
和
上
曰
。
夫
淨
燈
可
以
照
勝
宅
。
助
風
可
以
持
寶
城
。
今
何
爲
乎
。
且
千
車
之
聲
。
不
入
於
耳
。

萬
人
之
請
。
誰
聽
其
言
。
神
龍
中
。
孝
和
皇
帝
詔
曰
。
大
通
禪
師
降
迹
閻
浮
。
情
存
汲
引
。
戒
珠
圓
�
。
流
洞
鑒
於
心
臺
。
定
水
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方
澄
。
結
清
虚
於
意
府
。
原
其
行
也
。
既
無
人
而
無
我
。
測
其
理
也
。
亦
非
斷
而
非
常
。
然
而
示
彼
同
凡
。
奄
隨
運
往
。
形
雖
已

謝
。
教
乃
恆
傳
。
其
弟
子
僧
普
寂
。
夙
參
梵
侶
。
早
�
法
筵
。
得
彼
髻
珠
。
獲
茲
心
寶
。
但
釋
迦
流
通
之
分
。
終
寄
於
阿
難
。
禪

師
開
示
之
門
。
爰
資
於
普
寂
。
宜
令
統
領
徒
衆
。
宣
揚
教
迹
。
俾
夫
聾
俗
。
咸
悟
法
音
。
考
功
員
外
郎
武
平
一
奉
宣
聖
旨
。
慰
喩

敦
勸
。
和
上
猶
逡
巡
辭
避
。
不
獲
已
仍
曰
。
廣
大
者
莫
極
於
虚
空
。
我
性
相
能
遍
。
元
妙
者
莫
深
於
開
示
。
我
定
慧
能
傳
。
未
或

不
從
應
身
。
而
建
四
生
法
主
。
未
或
不
登
正
覺
。
而
啓
一
佛
度
門
。
曷
敢
當
仁
。
以
膺
求
我
。
且
正
見
了
見
。
轉
次
既
殊
。
浣
家

鍛
家
。
習
性
亦
別
。
草
席
遇
水
而
緊
。
草
繩
遇
水
而
舒
。
地
水
火
風
。
青
赤
白
�
。
八
萬
煩
惱
。
八
萬
解
脱
。
翳
�
慢
之
山
。
金

椎
難
碎
。
貪
恚
之
毒
。
龍
珠
不
消
。
諸
生
當
誦
戒
經
。
以
傳
正
受

(

�)

。｣

あ
た
か
も
、
普
寂
が
す
ぐ
に
神
秀
の
後
繼
者
と
認
め
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
書
き
よ
う
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
、
こ
の
後
、
慧
安
や
玄

�
の
入
内
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
普
寂
が
直
ち
に
國
師
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
の
指
摘
す
る
よ
う

に

(

�)

、
普
寂
や
義
福
が
都
に
居
を
定
め
る
の
は
、
神
秀
の
入
滅
か
ら
二
十
年
を
經
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
、

神
秀
の
弟
子
の
代
表
と
し
て
扱
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

一
方
の
義
福
で
あ
る
が
、
彼
が
玉
泉
寺
に
あ
っ
た
神
秀
に
入
門
し
た
經
緯
に
つ
い
て
は
既
に
言
及
し
た
。
そ
の
後
の
關
係
に
つ
い
て

は
、｢

大
智
碑
銘｣

に
次
の
よ
う
に
い
う
。

｢

大
師
乃
應
根
會
識
。
垢
散
惱
除
。
既
而
攝
念
慮
。
棲
榛
林
。
練
五
門
。
入
七
淨
。
毀
譽
不
關
於
視
聽
。
榮
辱
豈
繋
於
人
我
。
或

處
雪
霜
。
衣
食
�
匱
。
未
嘗
見
於
顏
色
。
有
厭
苦
之
容
。
積
年
鑽
求
。
確
然
大
悟
。
造
微
而
内
外
無
寄
。
適
用
而
威
儀
不
捨
。
大

師
乃
授
以
空
藏
。
印
以
總
持
。
周
旋
十
年
。
不
失
一
念
。
雖
大
法
未
備
。
其
超
歩
之
迹
。
固
以
遠
矣
。
後
大
師
應
召
至
東
都
。
天
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宮
寺
現
疾
。
因
廣
明
有
身
之
患
。
惟
禪
師
親
在
左
右
。
密
有
傳
付
。
人
莫
能
知
。
後
聖
僧
萬
迴
遇
見
禪
師
。
謂
衆
人
曰
。
宏
通
正

法
。
必
此
人
也
。
神
龍
歳
。
自
嵩
山
嶽
寺
爲
羣
公
所
請
。
邀
至
京
師
。
遊
於
終
南
化
感
寺
。
棲
置
法
堂
。
濱
際
林
水
。
外
示
離
俗
。

内
得
安
神
。
宴
居
寥
廓
廿
年
所

(

�)

。｣

即
ち
、
神
秀
の
も
と
で
十
年
間
に
亙
っ
て
修
行
し
て
大
い
に
進
境
を
見
、
そ
の
後
、
神
秀
が
洛
陽
に
召
さ
れ
、
天
宮
寺
で
病
に
罹
っ

た
際
も
、
左
右
に
あ
っ
て
看
病
に
あ
た
り
、
付
囑
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
神
秀
の
入
寂
後
は
、
嵩
山
の
嵩
岳
寺
か
ら
長
安
に
招

か
れ
、
終
南
山
の
化
感
寺

(
藍
田
に
あ
り)

に
法
堂
を
構
え
て
住
す
る
こ
と
二
十
年
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
恐
ら
く
、

神
秀
の
入
京
の
際
に
、
義
福
も
荊
州
か
ら
付
き
從
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
王
維

(

七
〇
一-

七
六
一)

に

｢

遊
化
感
寺｣

と
い
う
詩
が
あ
り
、
そ
の
中
に

｢

誓
陪
清
梵
末
。
端
坐
學
無
生｣

と
言
っ

て
い
る
の
は

(

�)

、
い
つ
か
義
福
に
學
び
た
い
と
い
う
願
望
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
王
維
に
は

｢

過
福
禪
師
蘭
若｣

と
い
う
詩
も
あ

る
が
、
こ
の

｢

福
禪
師｣

も
義
福
を
指
す
と
見
る
べ
き
で
あ
る

(

�)

。
後
に
見
る
よ
う
に
、
大
福
も
藍
田
に
住
し
た
が
、
そ
の
時
期
は
か
な

り
遅
く
、
ま
た
、
彼
の
場
合
、
化
感
寺
と
の
關
係
も
知
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

義
福
と
普
寂
が
神
秀
の
二
大
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、『

楞
伽
師
資
記』

に
、

｢

第
八
唐
朝
洛
州
嵩
高
山
普
寂
禪
師
。
嵩
山
敬
賢
禪
師
。
長
安
蘭
山
義
福
禪
師
。
藍
田
玉
山
惠
福
禪
師
。
竝
同
一
師
學
。
法
侶
雁

行
。
倶
承
大
通
和
上
後
。
少
小
出
家
。
清
淨
戒
行
。
尋
師
問
道
。
遠
訪
禪
門
。
行
至
荊
州
玉
泉
寺
。
遇
大
通
和
上
諱
秀
。
蒙
授
禪

法
。
諸
師
等
奉
事
大
師
十
有
餘
年
。
豁
然
自
證
。
禪
珠
獨
照
。
大
師
付
囑
普
寂
敬
賢
義
福
惠
福
等
。
照
世
炬
燈
。
傳
頗
梨
大
鏡
。

天
下
坐
禪
人
。
歎
四
箇
禪
師
曰
。
法
山
淨
。
法
海
清
。
法
鏡
朗
。
法
燈
明
。
宴
坐
名
山
。
澄
神
邃
谷
。
�
冥
性
海
。
行
茂
禪
林
。
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清
淨
無
爲
。
蕭
然
獨
歩
。
禪
燈
默
照
。
學
者
皆
證
佛
心
也
。
自
宋
朝
以
來
。
大
�
禪
師
。
代
代
相
承
。
起
自
宋
求
那
跋
陀
羅
三
藏
。

歴
代
傳
燈
。
至
于
唐
朝
。
惣
當
八
代
。
得
道
獲
果
。
有
二
十
四
人
也

(

�)

。｣

と
い
う
の
に
よ
れ
ば
、
景
賢

(

敬
賢
、
六
六
〇-

七
二
三)

と
惠
福
が
こ
れ
に
繼
ぐ
評
價
を
得
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
、
景
賢
の
塔
銘
、
羊
愉

(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

嵩
山
會
善
寺
故
景
賢
大
師
身
塔
石
記｣

(

七
三
五
年
。
以
下
、｢

景
賢
身
塔
石
記｣

と
略
稱)

に
、

｢

始
先
祖
師
達
摩
西
來
。
歴
五
葉
而
授
大
通
。
赫
赫
大
通
。
濟
濟
多
士
。
寂
成
福
藏
。
爛
其
□
門
。
同
波
派
流
。
分
景
竝
照
。
亦

東
□
之
盛
也

(

�)

。｣

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
秀
の
門
下
が

｢

寂
成
福
藏｣

と
景
賢
の
五
人
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、｢

成｣

が
誰
か
は
不
明
で
あ
る
が
、｢
寂｣

｢

福｣
｢

藏｣

が
、
そ
れ
ぞ
れ
普
寂
、
義
福
、
降
魔
藏

(

生
歿
年
未
詳)

を
指
す

こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
降
魔
藏
も
重
要
な
弟
子
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
普
寂
、
義
福
以
外
で
は
、
景
賢
、
惠
福
、
降
魔
藏
の
三
人
が
重
要
な
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、
こ
の

う
ち
、
惠
福
に
つ
い
て
は
、
陸
海

(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

大
唐
空
寂
寺
故
大
福
和
上
碑｣

(

七
六
三
年
、
以
下
、｢

大
福
碑｣

と
略
稱)

に

い
う

｢

大
福｣

(

六
五
五-

七
四
三)

、
摩
訶
衍

(

生
歿
年
未
詳)

撰

『
頓
悟
大
乘
正
理
決』

や

『

景
徳
傳
燈
録』

に
い
う

｢

小
福｣

と
の

同
異
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
た
め
、
節
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
他
の
二
人
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

先
ず
、
景
賢
で
あ
る
が
、
彼
が
神
秀
に
師
事
し
た
經
緯
に
つ
い
て
、｢

景
賢
身
塔
石
記｣

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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｢

弱
冠
投
心
大
覺
。
宿
好
都
遣
。
問
道
於
□
陽
智
寶
禪
師
。
師
言
。
法
王
大
寶
。
世
傳
其
人
。
今
運
鍾
江
陵
玉
泉
。
次
一
佛
出
世
。

亦
難
遭
矣
。
則
星
馳
駿
邁
。
而
得
大
通
。
發
言
求
哀
。
揮
汗
成
血
。
大
通
照
彼
精
懇
。
喩
以
方
便
。
一
見
悟
入
。
冏
然
昭
洗
。
屬

世
議
迫
隘
。
遠
迹
幽
絶
。
客
居
巴
峽
三
抗
山
中
。
山
尋
霓
。
谷
無
景
。
豺
虎
搏
噬
。
毒
癘
蒸
鬱
。
而
我
歳
時
宴
居
。
初
無
惱
害
。

豈
□
爲
之
守
而
神
靈
保
綏
。
良
可
知
也
。
久
之
。
廣
大
圓
極
。
悉
心
以
獻
。
大
通
怡
然
。
克
荷
相
許
。
付
寶
藏
。
傳
明
燈
。
爲
不

讓
矣
。
時
神
龍
□
歳
也

(

�)

。｣

初
め
、
當
陽

(

湖
北
省
宜
昌
市)

の
智
寶
禪
師
に
師
事
し
た
が
、
そ
の
勸
め
に
よ
っ
て
、
玉
泉
寺
に
神
秀
を
訪
ね
て
弟
子
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
た
ま
た
ま

｢

世
議
迫
隘｣

で
あ
っ
た
た
め
、
巴
峽

(

湖
北
省
巴
東
県)

の
三
抗
山
に
隱
れ
た
が
、
後
に
神
龍
年
間
に
神
秀
の

印
可
を
得
た
と
い
う
の
で
あ
る

(｢
世
議
迫
隘｣

は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
私
度
僧
の
整
理
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か)

。
神
秀
の
入
寂
は

神
龍
二
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
直
前
に
天
宮
寺
で
印
可
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

神
秀
の
弟
子
の
中
で
、
い
ち
早
く
入
内
し
た
の
が
彼
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、｢

景
賢
身
塔
石
記｣

に
次
の

よ
う
に
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

｢

中
宗
聞
風
。
詔
請
内
度
。
法
衆
仰
�
。
乞
留
都
下
。
大
師
雅
尚
山
林
。
迫
以
祈
懇
、
或
出
或
處
。
存
乎
利
濟
。
化
自
南
國
。
被

乎
東
京
。
向
風
靡
然
。
一
變
於
代

(

�)

。｣

中
宗
に
招
か
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
中
宗
が
崩
じ
た
景
龍
四
年

(
七
一
〇)

以
前
の
は
ず
で
、
神
秀
入
寂
後
、
ま
も
な
く
し

て
入
内
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
彼
は
、
神
秀
の
大
弟
子
の
中
で
も
比
較
的
若
い
部
類
に
屬
し
た
か
ら
、
恐
ら
く
、
こ
れ
に
は
、
彼
が
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汾
陰

(

山
西
省
運
城
市)

の
薛
氏
と
い
う
名
家
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
關
係
し
た
の
で
あ
ろ
う

(｢

景
賢
身
塔
石
記｣

そ
の
も
の
が
、
そ

の
出
自
を

｢

世
爲
著
族｣

と
し
て
い
る)

。
そ
の
後
、
僧
衆
に
都
に
止
ま
る
よ
う
に
請
わ
れ
た
が
、
山
林
を
好
み
、
都
を
出
入
し
つ
つ
教

化
を
行
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で

｢
山
林｣

と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
彼
の
住
し
た
嵩
山
會
善
寺
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
寺
は
、
以
前
、
慧
安
が
住
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
慧
安
は
、
久
視
元
年

(

七
〇
一)

の
神
秀
の
入
内
を
機
に
嵩
山
會
善
寺
に
戻
り
、
翌
大
足

元
年

(

七
〇
一)

頃
、
そ
こ
を
後
に
し
て
荊
州
玉
泉
寺
に
移
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
神
龍
二
年

(

七
〇
六)

に
神
秀
が
入
寂
す
る

と
、
再
び
敕
命
で
洛
陽
に
入
り
、
二
年
後
の
景
龍
二
年

(

七
〇
八)

に
會
善
寺
で
入
寂
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
景
賢
は
慧
安
の
後
を
襲
っ

て
會
善
寺
に
居
を
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
慧
安
と
神
秀
の
弟
子
た
ち
の
親
密
な
關
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

景
賢
は
、『

無
畏
三
蔵
禪
要』

の
冒
頭
に
、

｢

中
天
竺
摩
伽
陀
國
王
舍
城
那
爛
陀
竹
林
寺
三
藏
沙
門
諱
輸
波
迦
羅
。
唐
言
善
無
畏
。
刹
利
種
豪
貴
族
。
共
嵩
岳
會
善
寺
大
徳
禪

師
敬
賢
和
上
。
對
論
佛
法
。
略
敍
大
乘
旨
要
。
頓
開
衆
生
心
地
令
速
悟
道
。
及
受
菩
薩
戒
。
羯
磨
儀
軌
。
序
之
如
左

(

�)

。｣

と
名
が
擧
が
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
善
無
畏
は
、
開
元
四
年

(

七
一
六)

に
長
安
に
入
り
、
洛
陽
に
移
っ
た
の
は
景
賢
が
寂

し
た
翌
年
の
開
元
十
二
年

(

七
二
四)

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
善
無
畏
と
の
對
論
が
事
實
と
し
て
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
開
元
四
年
か
ら
開
元
十
一
年
の
間
の
あ
る
日
、
景
賢
が
長
安
に
出
向
い
た
際
の
こ
と
と
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
景
賢
が
兩
京
で
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
神
秀
の
弟
子
の
中
で
は
普
寂
と
と
も
に
最
も
早
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『

楞
伽
師
資
記』

が
義
福
よ
り
先
に
若
い
景
賢
を
擧
げ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
が
關
係
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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一
方
、
降
魔
藏
に
つ
い
て
は
、『

宋
高
僧
傳』

卷
八
に

｢

唐
�
州
東
嶽
降
魔
藏
師
傳｣

が
あ
り
、
趙
郡

(

河
北
省)

の
王
氏
の
出
身

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
名
の
由
來
、
初
め
明
讚
禪
師
に
師
事
し
、
律
や
南
宗
論
を
學
ん
だ
こ
と
、
後
に
神
秀
の
門
下
と
な
り
、
泰
山
に
住

ん
だ
こ
と
、
九
十
一
歳
で
入
寂
し
た
こ
と
等
を
傳
え
る
が
、
そ
の
信
憑
性
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
彼
が
非
常
に
名

高
か
っ
た
こ
と
は
、
荷
澤
神
會
の

『

定
是
非
論』

に
、

｢

見
中
岳
普
寂
禪
師
。
東
岳
降
魔
藏
禪
師
。
此
二
大
�
。
口
稱
秀
禪
師
是
第
六
代
。
未
審
秀
禪
師
將
何
爲
信
。
充
爲
第
六
代

(

�)

。｣

と
、
普
寂
と
と
も
に
批
判
對
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。『

定
是
非
論』

の
成
立
は
、
開
元
二
十
年

(

七
三
二)

を
一

應
の
目
途
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、｢
景
賢
塔
石
記｣

の
成
立
時
期
も
こ
れ
に
近
い
。
七
三
〇
年
頃
に
は
、
降
魔
藏
は
義
福
を
し
の

ぐ
ほ
ど
に
有
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
義
福
は
既
に
晩
年
に
あ
っ
た
が
、
降
魔
藏
は
な
お
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
た
め
で

あ
ろ
う
。

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
、
摩
訶
衍
の
師
と
し
て
降
魔
藏
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
る

｢

小
福｣

を

｢

大
福｣

(

六
五
五-

七
四
三)

と
同
一
人
物
と
見
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
小
福
の
入
寂
は
普
寂
や
義
福
よ
り
數
年
遲
い
。
恐
ら
く
、
降
魔
藏
も
彼
ら
よ
り
後
ま
で
活
動

を
續
け
て
い
た
た
め
、
摩
訶
衍
が
師
事
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

降
魔
藏
に
關
し
て
注
目
さ
れ
る
は
、
茶
が
一
般
に
廣
ま
る
契
機
を
な
し
た
と
さ
れ
る
點
で
あ
る
。
即
ち
、
封
演

(

生
歿
年
未
詳)

の

『

封
氏
聞
見
記』

卷
六
に
、

｢

茶
早
採
者
爲
茶
。
晩
採
者
爲
茗
。
本
草
云
。
止
渇
令
人
不
眠
。
南
人
好
飲
之
。
北
人
初
不
多
飲
。
開
元
中
泰
山
靈
巖
寺
有
降
魔
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師
。
大
興
禪
教
。
學
禪
務
於
不
寐
。
又
不
夕
食
。
皆
許
其
飲
茶
。
人
自
懷
挾
。
到
處
煮
飲
。
從
此
轉
相
倣
效
。
遂
成
風
俗
。
自
鄒

齊
滄
棣
浙
至
京
邑
。
城
市
多
開
店
舖
。
煎
茶
賣
之
。
不
問
道
俗
。
投
錢
取
飲
。
其
茶
自
江
淮
而
来
。
舟
車
相
繼
。
所
在
山
積
。
色

額
甚
多
。
楚
人
陸
鴻
漸
爲
茶
論
。
説
茶
之
功
效
并
煎
茶
炙
茶
之
法
。
造
茶
具
二
十
四
事
。
以
都
統
籠
貯
之
。
遠
近
敬
慕
。
好
事
者

家
藏
一
副
。
有
常
伯
熊
者
。
又
因
鴻
漸
之
論
広
潤
色
之
。
於
是
茶
道
大
行
。
王
公
朝
士
無
不
飲
者

(

�)

。｣

と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
降
魔
藏
が
後
々
ま
で
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

神
秀
の
弟
子
と
し
て
は
、
外
に
撰
者
未
詳

(

�)

の

｢

唐
思
恆
律
師
誌
銘｣

(

七
二
六
年
。
以
下
、｢

思
恆
誌
銘｣

と
略
稱)

に
、

｢

詣
秀
禪
師
。
受
微
妙
理
。
一
悟
眞
諦
。
果
符
宿
心
。
寂
爾
無
生
。
而
法
身
常
在
。
湛
然
不
動
。
而
至
化
滂
流
。
於
是
能
事
畢
矣

(

�)

。｣

と
さ
れ
る
思
恆

(

六
五
一-

七
二
六)

の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
彼
は
律
の
大
家
で
あ
り
な
が
ら
晩
年
に
神
秀
に
師
事
し
た
の
で
あ
っ
て
、

門
下
を
代
表
す
る
弟
子
と
は
い
え
な
い
が
、
北
宗
禪
に
お
け
る
禪
律
一
致
思
想
の
先
驅
を
成
す
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

更
に
、『

楞
伽
師
資
記』

の
編
者
で
あ
る
淨
覺
や
、
非
僧
非
俗
の
生
活
を
送
っ
た
侯
莫
陳
�
も
そ
の
弟
子
に
數
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
玄
�
と
慧
安
の
傳
記
を
述
べ
る
際
に
讓
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、『

定
是
非
論』

に
、

｢

又
普
寂
禪
師
同
學
。
西
京
清
禪
寺
廣
濟
。
景
龍
三
年
十
一
月
至
韶
州
。
經
十
餘
日
。
遂
於
夜
半
入
和
上
房
内
。
偸
所
傳
袈
裟
。

和
上
喝
出

(

�)

。｣
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と
い
う
廣
濟

(

生
歿
年
未
詳)

も
神
秀
の
弟
子
で
あ
ろ
う
が
、
明
か
に
創
作
と
見
え
る
、
こ
の
文
章
以
外
に
は
何
ら
の
言
及
も
知
ら
れ

な
い
ご
と
く
で
あ
る
。

以
上
、
神
秀
の
主
要
な
弟
子
た
ち
に
つ
い
て
一
瞥
し
た
が
、
そ
の
全
て
が
河
北

(

普
寂
・
降
魔
藏)

、
山
西

(

義
福
・
景
賢)

、
陝
西

(

大
福
＝
惠
福
＝
小
福)

と
い
っ
た
北
地
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
荊
州
の
玉
泉
寺
に
神
秀
を
訪
ね
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
た

(

降
魔
藏
に
つ
い
て
は
ど
こ
で
師
事
し
た
か
不
明)

。
玉
泉
寺
に
お
け
る
神
秀
の
名
聲
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
を
窺
わ
せ
る
が
、
神
秀

自
身
、
河
南
省
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
考
え
方
や
素
養
に
は
弟
子
た
ち
と
共
通
す
る
點
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、

こ
れ
ら
の
弟
子
た
ち
を
呼
び
寄
せ
た
と
も
い
え
る
し
、
ま
た
、
そ
う
し
た
素
養
が
、
こ
の
一
派
の
性
格
に
影
響
を
與
え
た
で
あ
ろ
う
こ

と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

９.

惠
福
・
大
福
・
小
福
の
關
係
と

『

楞
伽
師
資
記』

の
成
立

最
後
に
、｢

惠
福｣

、｢

大
福｣
｢

小
福｣

の
異
同
に
つ
い
て
論
じ
て
お
こ
う
。
こ
の
點
は
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が

(

�)

、
い
く
つ
か

の
點
を
補
足
し
つ
つ
、
こ
こ
で
再
び
私
見
を
述
べ
て
お
く
。

先
ず
、
最
も
詳
細
に
傳
記
の
知
ら
れ
る

｢

大
福｣

に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。｢

大
福
碑｣

に

｢

師
族
于
張
。
家
于
豐｣

と
あ
る
こ
と
か

ら
見
て
、
京
兆
新
豐

(

陝
西
省
西
安
市)

の
張
氏
の
出
身
で
あ
る
。
初
め
、
西
明
寺
で
五
分
律
を
學
ん
だ
後
、
荊
州
に
行
き
、
神
秀
の

弟
子
と
な
り
、
そ
の
法
を
得
た
後
、
郷
里
に
歸
っ
た
。
そ
の
後
、
神
秀
が
東
都
に
入
っ
た
の
を
聞
き
、
馳
せ
參
じ
よ
う
と
し
た
が
、
神

秀
の
勸
め
で
長
安
に
止
ま
っ
て
布
教
す
る
こ
と
に
決
め
た
と
い
う
。｢
大
福
碑｣

は
、
そ
の
後
、
景
龍
年
間

(

七
〇
七-

七
一
〇)

に
、

敕
に
よ
っ
て
塗
山
寺
の
上
座
と
な
っ
た
と
し
て
、
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｢

景
龍
歳
。
敕
護
塗
山
寺
上
座
。
嘗
有
神
僧
宴
居
曰
。
後
四
十
年
間
。
當
有
勝
士
。
繼
體
是
處
。
事
由
冥
契
。
因
以
宿
感
。
我
師

應
焉

(

�)

。｣

と
述
べ
る
が
、｢
思
恆
誌
銘｣

に
は
、
神
秀
に
參
ず
る
以
前
に
思
恆
が
塗
山
寺
を
建
て
た
と
し
て
、

｢

造
菩
提
像
一
鋪
。
施
者
不
能
愛
其
寶
。
建
塗
山
寺
一
所
。
仁
者
於
是
子
而
來
。
洗
僧
乞
食
。
以
生
爲
限
。
寫
經
設
齋
。
惟
財
所

極

(

�)

。｣

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、｢

大
福
碑｣
に
い
う
｢

神
僧｣

と
は
、
あ
る
い
は
思
恆
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
思
恆
は
、
そ
の
後
、

洛
陽
で
神
秀
に
師
事
し
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
神
秀
入
寂
後
に
大
福
が
塗
山
寺
に
入
っ
た
の
は
、
そ
の
縁
に
據
る
も
の
と
み
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、｢

思
恆
誌
銘｣

に

｢
葬
神
禾
原
塗
山
寺
東｣

と
あ
る
か
ら
、
塗
山
寺
が
長
安
南
郊
の
神
禾
原
に
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
後
、
大
福
は
、
詔
に
よ
っ
て
長
安
の
薦
福
・
慶
山
・
龍
興
の
三
寺
の
上
座
を
歴
任
し
た
後
、
浮
東
山
に
住
し
た
が
、
開
元
二
十

八
年

(

七
四
〇)

、
果
た
し
て
玄
宗
は
敕
命
で
そ
こ
に
空
寂
寺
を
建
て
、
大
福
を
住
ま
わ
せ
た
と
い
う
。｢

大
福
碑｣

は
、
彼
が
住
し
た

｢

空
寂
寺｣

の
所
在
を

｢

浮
東
山｣

と
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
碑
文
そ
の
も
の
が
藍
田
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら

(

�)

、
空
寂

寺
の
所
在
が
藍
田
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
に
對
し
て

｢

小
福｣

は
、『

景
徳
傳
燈
録』

卷
四
に

｢

京
兆
小
福
禪
師｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
長
安
、
神
禾
原
、
藍
田
は
、

い
ず
れ
も
京
兆
に
屬
し
た
か
ら
、｢

大
福｣

を

｢

京
兆
の
僧｣

と
呼
ぶ
こ
と
に
は
何
ら
問
題
が
な
い
。
し
か
も
、｢

小
福｣

は
、『

頓
悟
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大
乘
正
理
決』

に
、

｢
摩
訶
衍
依
止
和
上
。
法
號
降
魔
。
小
福
張
和
上
。
准
仰
大
福
�
六
和
上
。
同
教
示
大
乘
禪
門
。
自
從
聞
法
已
來
。
經
五
六
十
年

(

�)

。｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
姓
が

｢

張｣

で

｢

大
福｣

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、｢

大
福｣

と

｢

小
福｣

は
、
法
名
の
一
字
、｢

福｣

が
共
通
す
る
だ
け
で
な
く
、
姓
や
住
地
も
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
別
人
と
見

る
の
に
は
か
な
り
の
無
理
が
伴
お
う
。
も
っ
と
も
、
從
來
、
多
く
の
人
は
、
上
の

『

頓
悟
大
乘
正
理
決』

の
文
に
つ
い
て
、
ペ
リ
オ
四

六
四
六
號
が

｢

大
福
�｣

の

｢
�｣
の
字
を
缺
い
て
い
る
の
を
採
用
し
て
、
摩
訶
衍
が
依
止
し
た
和
上
を

｢

降
魔｣

｢

小
福｣

｢

張
和
上｣

｢

准
仰｣

｢

大
福｣

な
ど
の
六
人
と
解
し
て
お
り
、
こ
こ
に

｢

小
福｣

と

｢

大
福｣

と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兩
者
を
別

人
と
す
る
の
で
あ
る
が
、｢

准
仰｣

を
法
名
と
見
る
の
は
困
難
で
あ
る
し
、
假
に
そ
れ
を
認
め
て
も
五
人
と
な
っ
て
、
六
人
と
は
な
ら

な
い
。

こ
れ
に
對
し
て
、
上
山
大
峻
氏
は
、｢

六｣

を

｢
陸｣

の
音
寫
で
姓
と
見
て
、｢

張
和
上

(

降
魔
、
小
福)

、
六

(

＝
陸)

和
上

(

准
仰
、

大
福)

の
二
和
上
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か｣

と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る

(

100)

。
し
か
し
、
降
魔
と
小
福
、
准
仰
と
大
福
が
同
一
人
物
だ

と
す
る
根
據
は
何
も
な
い
し
、
大
福
の
姓
は

｢

大
福
碑
銘｣
に
見
る
よ
う
に
、｢

張｣

で
あ
っ
て

｢

陸｣

で
は
な
い
。
ま
た
、
降
魔
藏

の
姓
は
、『

宋
高
僧
傳』

等
に
據
れ
ば

｢

王｣

で
あ
っ
て
、｢

張｣
で
は
な
い
し
、『

宋
高
僧
傳』

が

｢

藏
師｣

と
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
、

｢

降
魔
藏｣

は
法
名
の
下
一
文
字
が

｢

藏｣

で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、｢

小
福｣

と
同
一
人
物
で
は
あ
り
得
な
い
。
あ
る
い
は
、

上
山
氏
は
降
魔
藏
の
み
に

｢

法
號｣

を
冠
し
て
い
る
の
を
、
小
福
と
同
一
人
物
と
す
る
根
據
と
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ

は

｢

降
魔｣

が
一
般
名
詞
で
あ
る
た
め
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
に
そ
れ
が
僧
名
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
過
ぎ
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な
い
で
あ
ろ
う
。

思
う
に
、
上
の
文
章
は
、

｢

摩
訶
衍
の
依
止
の
和
上
は
、
法
號
降
魔
と
小
福
張
和
上
と
に
し
て
、
大
福
�
の
六
和
上
を
准
と
し
仰
ぐ
。
同
じ
く
大
乘
の
禪
門

を
教
示
し
、
聞
法
よ
り
已
來
、
五
六
十
年
を
經
た
り
。｣

と
訓
讀
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
摩
訶
衍
は
、
自
ら
が
師
事
し
た
の
は
降
魔
藏
と
小
福
の
二
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
六
人
の
和

尚
に
參
じ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
全
て
が
大
乘
禪
を
教
え
て
く
れ
た
と
説
い
て
、
自
ら
の
教
え
が
中
國
に
お
い
て
正
し
い
も
の
と
公
認
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
強
調
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。｢

大
福
碑｣

に
弟
子
に
言
及
し
て
、｢

又
付
囑
弟
子
大
雄
大
□｣

と
い
う
の
は
、
弟
子

た
ち
の
多
く
が
法
名
に

｢

大｣

を
冠
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、｢

摩
訶
衍｣

、
即
ち
、｢

大
乘｣

が
大
福
の
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
可

能
性
を
高
め
る
も
の
と
い
え
る
。

以
上
よ
り
す
る
と
、｢

小
福｣

と

｢

大
福｣

が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
い
え
る
が
、
先
に
示
し
た

『

楞
伽
師
資

記』

の
文
章
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、｢

惠
福｣

も

｢
藍
田｣

に
住
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
。
義
福
や
大
福
以
外
に
、
同
じ
く

｢

福｣

と
い
う
法
號
を
も
っ
た
神
秀
の
弟
子
が
お
り
、
し
か
も
同
じ
藍
田
に
住
し
た
と
い
う
の
は
、

い
か
に
も
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
名
稱
の
相
違
は
問
題
で
あ
る
が
、
神
秀
を

｢

道
秀｣

｢

惠
秀｣

と
呼
ん
だ
り
、
慧
安
を

｢

道
安｣

｢

大
安｣

｢

老
安｣

と
呼

ん
だ
り
す
る
よ
う
に
、
法
名
の
上
一
字
は
、
し
ば
し
ば
資
料
に
よ
っ
て
樣
々
に
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
傳
承
上
の
誤
り
や
當
時
の
通
稱
に

由
來
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
、｢

大
福｣

｢

小
福｣

｢

惠
福｣
の
場
合
に
も
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。
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そ
の
場
合
、｢

大
福
碑｣

が
現
存
す
る
以
上
、｢

大
福｣

が
正
式
な
法
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
せ
な
い
。
そ
し
て
、
大
福
を

｢

惠
福｣

、

あ
る
い
は

｢

小
福｣

と
呼
ん
だ
と
す
れ
ば
、
當
然
、
そ
れ
は
義
福
を
憚
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
見
方
に
は
難
點
も
あ
る
。
そ
れ
は
、『

楞
伽
師
資
記』

が
書
か
れ
た
の
が
、
從
來
、
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
開

元
三
年

(

七
一
五)

頃
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
當
時
、
大
福
は
神
禾
原
の
塗
山
寺
、
あ
る
い
は
薦
福
寺
等
の
上
座
を
務
め
て
い
た
は
ず

で
あ
り
、
一
方
、
義
福
は
藍
田
の
化
感
寺
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。
從
っ
て
、『

楞
伽
師
資
記』

が
前
者
を

｢

藍
田
玉
山
惠
福
禪
師｣

、
後

者
を

｢

長
安
蘭
山
義
福
禪
師｣

と
呼
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
兩
者
の
住
地
が
む
し
ろ
逆
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
淨
覺
が
義

福
と
大
福
の
住
地
を
取
り
違
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
も
、
後
年
、
義
福
も
長
安
城
内
に
住
ん
で
い
る
し
、
大
福
も
藍
田
に
住
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、
先
に
掲
げ
た

『

楞
伽
師
資
記』

の
文
章
は
、
四
人
の
弟
子
の
活
躍
に
よ
っ
て
神
秀
門
下
の
繁
榮
は
約
束
さ
れ
て
い
る
と

い
う
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
著
者
の
淨
覺
は
、
神
秀
に
も
師
事
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
玄
�
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
自
身
の
立
場
は
必
ず
し
も
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
こ
の
四
人
の
存
在
は
大
き
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
開
元
三
年
の
時
點
で
、
神
秀
の
弟
子
の
代
表
と
目
さ
れ
て
い
た
普
寂
と
、
神
秀
入
寂
後
、
間
も
な

く
入
内
し
た
景
賢
は
既
に
有
名
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
大
福
も
敕
命
で
長
安
の
大
寺
に
住
し
て
い
た
。
し
か
し
、
義
福
は
藍
田
の
化

感
寺
で
次
第
に
弟
子
を
集
め
つ
つ
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
皇
帝
の
目
に
止
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
當
時
、
藍
田
に
い
た

の
で
あ
れ
ば
、｢

長
安
蘭
山
義
福
禪
師｣

と
は
決
し
て
呼
ば
れ
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。｢

大
智
碑
銘｣

に
、

｢

開
元
十
年
。
長
安
道
俗
請
禪
師
住
京
城
慈
恩
寺
。
十
三
年
。
皇
帝
東
巡
河
洛
。
特
令
赴
都
。
居
福
先
寺
。
十
五
年
。
放
還
京
師
。

廿
一
年
。
恩
旨
復
令
入
都
。
至
南
龍
興
寺

(

101)

。｣
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と
い
う
よ
う
に
、
義
福
が
大
い
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
開
元
十
年

(

七
二
二)

に
道
俗
の
要
請
に
よ
っ
て
長
安
に
出
て
以
降
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
後
は
、
皇
帝
の
信
任
厚
く
、
開
元
十
二
年

(

102)

か
ら
十
五
年
に
か
け
て
玄
宗
が
洛
陽
に
滯
在
し
た
際
に
は
隨
行
を
命
じ
ら
れ
て

い
る
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、『

楞
伽
師
資
記』

の
成
立
年
代
で
あ
る
。
從
來
、
こ
れ
を
開
元
三
年
頃
と
す
る
の
は
、
柳
田
聖
山
氏
の
、

｢

い
っ
た
い
、『
楞
伽
師
資
記』

の
成
立
が
い
つ
頃
の
こ
と
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
書
の
末
尾
の
と
こ
ろ
に
、
神
秀
と
玄
�
と

惠
安
の
三
人
が
、
則
天
大
聖
皇
后
と
應
天
神
龍
皇
帝
、
お
よ
び
太
上
皇
と
い
う
前
後
三
主
の
國
師
と
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
應
天
神
龍
皇
帝
は
中
宗
で
あ
り
、
太
上
皇
は
睿
宗
を
指
す
か
ら
、
睿
宗
が
太
上
皇
帝
と
よ
ば
れ
た
の
は
、

先
天
二
年

(

七
一
三)

に
そ
の
子
の
玄
宗
が
即
位
し
た
と
き
よ
り
、
太
上
皇
帝
と
し
て
崩
じ
た
開
元
四
年

(

七
一
六)

ま
で
の
四

年
間
で
、『

楞
伽
師
資
記』

の
成
立
は
正
し
く
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る

(

103)

。｣

と
い
う
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、『

楞
伽
師
資
記』

の

｢

自
序｣

に
、
玄
�
の
入
京
と
自
身
の
參
學
に
言

及
し
て
、

｢

大
唐
中
宗
孝
和
皇
帝
景
龍
二
年
。
有
敕
召
入
西
京
。
便
於
東
都
廣
開
禪
法
。
淨
覺
當
即
歸
依
。
一
心
承
事
。
兩
京
來
往
參
覲
。

向
經
十
有
餘
年
。
所
呈
心
地
。
尋
已
決
了

(

104)

。｣

と
い
う
の
と
合
わ
な
い
。
景
龍
二
年

(

七
〇
八)

に
初
め
て
玄
�
に
歸
依
し
、
十
年
以
上
に
亙
っ
て
師
事
し
續
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
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『
楞
伽
師
資
記』

が
書
か
れ
た
の
は
、
早
く
と
も
開
元
六
年

(

七
一
八)

以
降
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

確
か
に
、
崩
御
し
た
後
に
は
諡
號
で
呼
ば
れ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
睿
宗
が

｢

太
上
皇｣

と
呼
ば
れ
た
の
は
、
こ
の
期
間
に
限

ら
れ
る
と
す
る
の
は
確
實
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
當
に
そ
れ
以
降
は

｢

太
上
皇｣

と
い
う
呼
び
名
が
一
切
使
わ
れ
な
い
と
言
い
切
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
現
に
、
開
元
八
年

(

七
二
〇)

以
降
の
作
で
あ
る
張
九
齡

(

六
七
八-

七
四
〇)

撰

｢

故
許
州
長
史
趙
公

墓
誌
銘
并
序

(

105)｣
や
、
開
元
十
年

(

七
二
二)

以
降
の
作
で
あ
る
李
�(

六
七
八-

七
四
七)

撰

｢

贈
安
州
都
督
王
仁
忠
神
道
碑

(

106)｣

に
も
、

こ
の
言
葉
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る

(

107)

。
從
っ
て
、
實
際
の
と
こ
ろ
は
、
開
元
十
年
頃
ま
で
は
、
睿
宗
を

｢

太
上
皇｣

と
呼
ぶ
こ
と
が
珍
し

く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
淨
覺
自
身
の
言
葉
を
否
定
し
て
ま
で
も
、｢

太
上
皇｣

と
い
う
用
語
に
拘
る
べ
き
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

淨
覺
が
擧
げ
る
神
秀
の
四
人
の
弟
子
の
中
で
、
最
初
に
歿
し
た
の
は
景
賢
で
あ
り
、
開
元
十
一
年

(

七
二
三)

に
嵩
山
の
會
善
寺
で

入
寂
し
て
い
る
。『

楞
伽
師
資
記』

の
書
き
よ
う
か
ら
見
て
、
そ
の
成
立
が
景
賢
の
入
寂
か
ら
そ
れ
ほ
ど
降
る
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
、

開
元
十
五
年
に
義
福
が
長
安
に
戻
っ
て
後
の
こ
と
と
は
考
え
に
く
い
。
從
っ
て
、
恐
ら
く
は
、『

楞
伽
師
資
記』

の
成
立
時
期
は
、
義

福
が
長
安
に
出
て
華
々
し
く
活
動
を
始
め
た
開
元
十
年
か
ら
、
二
、
三
年
の
内
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
問
題
が
殘
る
。
先
ず
第
一
は
、『

楞
伽
師
資
記』

の
成
立
が
こ
の
時
期
だ
っ
た
と
し
て
も
、
玄
宗
が
空
寂

寺
を
建
て
た
の
が
開
元
二
十
八
年

(

七
四
〇)

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
大
福
が
藍
田
の
浮
東
山
に
入
っ
た
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
早
く
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。｢

大
福
碑｣

で
は
、
塗
山
寺
等
の
四
寺
に
住
ん
だ
期
間
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
數
年
だ
と
し
て
も
、『

楞
伽
師
資
記』

が
書
か
れ
た
時
期
に
は
、
ま
だ
長
安
の
寺
の
上
座
を
務
め
て
い
た
と
見
る
の
が
穩
當
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
他
の
東
山
法
門
の
人
々
の
傳
記
を
見
て
も
、
都
に
住
し
つ
つ
も
山
居
を
確
保
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ

ろ
か
ら
、
し
ば
し
ば
藍
田
の
浮
東
山
を
訪
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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第
二
の
問
題
は
、
義
福
が
長
安
で
慈
恩
寺
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て

｢

蘭
山｣

と
呼
ば
れ
る
の
か
と
い
う
點
で
あ
る
。

長
安
に

｢

蘭
山｣

と
い
う
山
が
あ
る
と
い
う
こ
と
自
體
、
不
可
解
で
あ
る
が
、
實
際
の
と
こ
ろ
、
い
か
な
る
資
料
に
も
こ
の
存
在
は
確

認
で
き
な
い
ご
と
く
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て
よ
い
の
は
、
景
龍
二
年

(

七
〇
八)

に
中
宗
が
慈
恩
寺
の
大
雁
塔
に
御
幸
し

た
際
に

｢
奉
和
九
月
九
日
登
慈
恩
寺
浮
屠
應
制｣

と
し
て
作
ら
れ
た
宋
之
問

(

六
五
六
？-

七
一
二)

や
周
利
用

(

生
歿
年
未
詳)

、
李

恆

(

生
歿
年
未
詳)
の
詩
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
よ
う
に

(

108)

、
慈
恩
寺
が
秋
は
菊
や
蘭
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『

楞
伽
師
資
記』

は
、
神
秀
の
四
人
の
弟
子
が
皆
な
名
山
に
住
し
た
と
し
て
、｢

宴
坐
名
山
。
澄
神
邃
谷｣

と
い
う
。
慈
恩
寺
は
山
中
に

は
な
い
が
、
義
福
も
名
山
に
住
し
た
と
す
る
都
合
上
、
慈
恩
寺
を
敢
え
て

｢

蘭
山｣

と
呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註

(

１)
『

舊
唐
書』

一
九
一
、｢

神
秀
傳｣

。『

宋
高
僧
傳』

の

｢

神
秀
傳｣

に
も
同
樣
の
記
述
が
あ
る
が
、｢

盧
鴻
一｣

を

｢

盧
鴻｣

と
し
て
い
る

(

大
正
藏
五
〇
、
七
五
六
中)

。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
山
崎
宏

『

隋
唐
佛
教
史
の
研
究』

(

法
藏
館
、
一
九
六
七
年)

一
九
二-

一
九
四
頁
に

簡
單
な
紹
介
が
あ
る
。
張
説
は
神
秀
の
最
も
代
表
的
な
在
俗
の
弟
子
で
、
開
元
五
年

(

七
一
七)

頃
、
荊
州
長
史
と
な
っ
て
い
る
。
岐
王
範

は
王
維
と
交
友
關
係
に
あ
っ
た
が
、
後
に
觸
れ
る
よ
う
に
、
王
維
は
神
秀
の
弟
子
の
義
福
と
面
識
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
盧
鴻
一
は
高
士
と
し

て
有
名
で
、
嵩
山
に
隱
れ
て
い
た
。
嵩
山
は
、
神
秀
や
弟
子
の
普
寂
・
義
福
に
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
。

(

２)

撰
者
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、｢

法
如｣

の
項
で
論
じ
た
よ
う
に
、
義
福
の
依
頼
に
よ
っ
て
杜
朏
が
撰
述
し
た
も
の
と
見
做
す
べ
き

で
あ
る
。

(

３)

唐
代
成
立
で
神
秀
の
傳
記
に
言
及
す
る
文
獻
と
し
て
は
、
外
に
敦
煌
本

『
六
祖
壇
經』

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
掲
げ
ら
れ
る
呈
偈
の
話
な
ど

は
、
到
底
、
事
實
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
無
視
す
る
こ
と
と
す
る
。
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(
４)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
九
九-

五
〇
〇
頁
。

(
５)

『

楞
伽
師
資
記』

の

｢

神
秀
章｣

に
も

｢

以
神
龍
二
年
二
月
二
十
八
日
。
不
疾
宴
坐
。
遺
囑
三
字
云
。
屈
曲
直
。
便
終
東
都
天
宮
寺
。
春

秋
一
百
餘
歳｣

と
述
べ
ら
れ
て
お
り

(

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
〇
二
頁)

、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
と
一
致
す
る
。
な
お
、
こ
れ
は
、
玄

�
撰

『
楞
伽
人
法
志』

か
ら
の
引
用
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

(

６)

前
掲

『
初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
六
頁
。

(

７)

同
上
、
四
〇
三
頁
。

(

８)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
九
八
頁
。

(

９)

一
般
に
、
僧
官
名
と
し
て
の

｢

僧
録｣

は
、『

大
宋
僧
史
略』

の
次
の
記
述
に
よ
っ
て
元
和
年
間

(

八
〇
六-

八
二
〇)

に
始
ま
る
と
さ

れ
て
い
る
。

｢

至
文
宗
開
成
中
。
始
立
左
右
街
僧
録
。
尋
其
人
即
端
甫
法
師
也
。
俗
姓
趙
。
�
宗
召
入
禁
中
。
與
儒
道
論
議
。
賜
紫
方
袍
。
令
侍
太

子
於
東
朝
。
順
宗
重
之
。
若
兄
弟
相
與
臥
起
。
恩
禮
特
深
。
憲
宗
數
辛

(

幸
？)

其
院
。
待
之
若
賓
友
。
掌
内
殿
法
儀
。
録
左
街
僧
事
。

標
表
淨
衆
一
十
年
。
即
元
和
中
也
。
由
此
觀
之
。
僧
録
之
起
自
端
甫
也
。
甫
公
文
宗
開
成
中
卒
。｣

(

大
正
藏
五
四
、
二
四
三
下)

(

�)

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
二
〇
頁
。

(

�)

同
上
。

(

�)

拙
稿

｢『

曹
溪
大
師
傳』

の
成
立
を
め
ぐ
っ
て｣

(｢
東
洋
の
思
想
と
宗
教｣

一
五
、
一
九
九
八
年)

一
〇
二-

一
〇
五
頁
。

(

�)

前
掲

『

中
國
禪
宗
史
―
從
印
度
禪
到
中
華
禪』

一
七
六-
一
八
七
頁
、
二
一
二
頁
、
二
一
四
頁
等
を
參
照
。

(

�)

前
掲

『

中
國
禪
宗
史
―
從
６
世
紀
到
９
世
紀』

一
三
一-

一
三
二
頁
。

(

	)

後
に
引
く
よ
う
に
、
普
寂
・
義
福
と
い
う
神
秀
の
二
大
弟
子
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
の
塔
銘
・
碑
銘
に
よ
れ
ば
、
神
秀
が
入
寂
し
た
直
後
に
、

皇
帝
の
敕
命
に
よ
っ
て
開
法
を
行
っ
た
、
あ
る
い
は
人
々
に
請
わ
れ
て
長
安
に
出
た
等
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
事
實
、
彼
ら
に
對
す
る

期
待
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
面
で
は
、
こ
れ
を
塔
銘
や
碑
銘
に
記
載
す
る
こ
と
で
、
神
秀
の
後
繼
者
で
あ
る

こ
と
を
明
示
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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(
�)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
九
八
頁
。

(
�)
同
上
。

(

�)
前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
六
頁
。

(

�)

楊
曾
文

｢

禪
宗
北
宗
及
其
禪
法｣

(

王
堯
主
編

『

佛
教
與
中
國
傳
統
文
化』

上
、
宗
教
文
化
出
版
社
、
一
九
九
七
年)

。

(

�)

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『

傳
法
寶
紀』

が

｢

大
通
禪
師
碑｣

の
武
�
八
年
受
戒
説
を
前
提
と
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
、
王
世
充
の
亂
に

遭
遇
し
た
時
期
と
し
て
武
�
元
年
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
現
に
山
崎
宏
氏
は
、
前
掲

『

隋
唐
佛
教
史
の
研
究』

二
〇
一
頁
の
注(

４)
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
に
見
て
い
る
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』
三
九
六
頁
。

(

	)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
九
八
頁
。

(


)

前
掲

『

禪
宗
史
研
究』

一
四
五
頁
、
松
田
文
雄

｢

神
秀
に
お
け
る
２
、
３
の
問
題｣

(｢

印
度
學
佛
教
學
研
究｣

五
、
二
一
二-

二
一
五
頁)

、

前
掲

『

中
國
禪
宗
史
―
從
印
度
禪
到
中
華
禪』

二
〇
〇-

二
〇
一
頁
、
二
〇
九
頁
等
を
參
照
。

(

�)

駒
澤
大
學
禪
宗
史
研
究
會

『

慧
能
研
究』

(
大
修
館
書
店
、
一
九
七
八
年)

九
三
頁
を
參
照
。

(

�)

前
掲

｢『

曹
溪
大
師
傳』

の
成
立
を
め
ぐ
っ
て｣
一
〇
五
頁
。

(


)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
六
頁
。

(

�)

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
レ
ー
氏
前
掲
書
、
四
八-

五
〇
頁
。

(

�)

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
一
八
八
頁
。

(

�)

前
掲

『

中
國
禪
宗
通
史』

一
二
二
頁
。

(

�)

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
一
七-

二
〇
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
九
八-

四
九
九
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
九
六
頁
。

(

�)

そ
れ
ぞ
れ
、
大
正
藏
五
〇
、
五
九
九
下-

六
〇
〇
上
、
六
〇
〇
上-

中
、
六
〇
二
下-

六
〇
三
中
を
參
照
。
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(
�)

『

唐
文
續
拾』

三
。

(
�)
大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中
。

(

�)
大
正
藏
五
〇
、
七
五
八
上
。

(

�)

前
掲

『
禪
宗
史
研
究』

一
五
八-

一
五
九
頁
。

(

�)

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
レ
ー
氏
前
掲
書
、
三
九
頁
。

(

�)

關
口
眞
大

『
達
摩
大
師
の
研
究』

(

彰
國
社
、
一
九
五
七
年)

二
三
七
頁
。

(

�)

前
掲

『

唐
五
代
禪
宗
史』

一
〇
二
頁
。

(

	)

唐
代
の
一
里
は
、
五
五
九
・
八
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
る
か
ら
、
玉
泉
寺
か
ら
は
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
離
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
常
盤
大

定
氏
の

『

支
那
佛
教
蹈
査

古
賢
の
跡
へ』

(

金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
一
年)

の
一
〇
七
頁
に
、
大
正
九
年

(

一
九
二
〇)

に
氏
が
蹈
査
し

た
際
の
、
玉
泉
寺
・
大
通
寺
・
度
門
寺
の
位
置
關
係
を
示
す
圖
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、｢

玉
泉
寺
至
度
門
寺

八
里｣

と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
氏
に
よ
る
と
、
當
時
の
度
門
寺
は
明
代
の
創
建
で
、
大
通
寺
こ
そ
が
唐
代
の
度
門
寺
に
當
た
る
と
い
う
。
な
ら
ば
、
こ
の
圖
か
ら

見
て
、
兩
寺
の
間
は
八
里
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
清
朝
の
一
里
は
、
五
七
六
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
る
か
ら
、
や
は
り
四
キ
ロ
程
度
離
れ
て
い

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

(

同
書
の
一
七
一
頁
で
は
、
兩
寺
の
間
を

｢

約
十
清
里｣

と
す
る
が
、
こ
れ
は
概
數
を
擧
げ
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ

ろ
う)

。
常
盤
氏
の
蹈
査
に
つ
い
て
は
、
常
盤
大
定
・
關
野
貞

『

支
那
佛
教
史
蹟
評
解

四』
(

佛
教
史
蹟
研
究
會
、
一
九
二
七
年)

の

｢

荊

州｣

の
項
も
參
考
に
な
る
。

(


)

拙
稿

｢

北
宗
に
お
け
る
禪
律
一
致
思
想
の
形
成｣

(｢

東
洋
學
研
究｣

四
七
、
二
〇
一
〇
年)

を
參
照
。

(

�)

普
寂
は

｢

普
寂
塔
銘｣

に
よ
れ
ば
、
洛
陽
の
端
和
上
の
も
と
で
受
具
し
た
後
、
弘
景
に
戒
律
を
學
び
、
そ
の
後
、
嵩
山
に
入
っ
て
頭
陀
行

を
行
な
い
、
法
如
に
參
じ
、
そ
の
死

(

六
八
九)

に
よ
っ
て
玉
泉
寺
に
神
秀
を
尋
ね
た
と
い
う
。
普
寂
は
開
元
二
十
七
年

(

七
三
九)

七
月

に
興
唐
寺
で
八
十
九
歳
で
寂
し
、
僧
夏
五
十
二
と
い
う
か
ら
、
垂
拱
四
年

(
六
八
八)

の
受
具
で
、
恐
ら
く
、
そ
の
年
の
内
に
弘
景
に
學
び
、

間
も
な
く
嵩
山
に
入
り
、
法
如
の
死
に
遇
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
弘
景
は
入
京
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
荊
州
ま
で
出

向
い
て
師
事
し
た
わ
け
で
は
な
い
。『

宋
高
僧
傳』

の

｢

唐
荊
州
玉
泉
寺
恆
景
傳｣
に
よ
れ
ば
、
弘
景
は
則
天
武
后
・
中
宗
の
時
代

(

六
八
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四-

七
一
〇)

に
三
度
入
内
し
た
と
い
う

(

大
正
藏
五
〇
、
七
三
二
中)

。『

宋
高
僧
傳』

の
弘
景
に
關
す
る
記
述
を
拾
う
と
、

１.

天
授
二
年

(

六
九
一)

、
提
雲
般
若

(

生
歿
年
未
詳)

が

『

華
嚴
經
法
界
無
差
別
論』

等
を
翻
譯
し
た
際
に
證
義
と
な
っ
た

(

同

上
、
七
一
九
中)

。

２.

聖
暦
二
年

(

六
九
九)

、
法
藏

(

六
四
三-

七
一
二)

が
洛
陽
の
佛
授
記
寺
で

『

華
嚴
經』

を
講
じ
た
と
こ
ろ
、
大
地
が
振
動
し

た
の
で
、
都
維
那
僧
と
し
て
皇
帝
に
奏
上
し
た

(

同
上
、
七
三
二
中)

。

３.

久
視
元
年

(

七
〇
〇)

、
實
叉
難
陀

(

六
五
二-

七
一
〇)

が

『

入
楞
伽
經』

等
を
翻
譯
し
た
際
に
證
義
と
な
っ
た

(

同
上
、
七

一
八
下-
七
一
九
上)

。

４.

景
龍
二
年

(
七
〇
八)

、
鑒
眞

(

六
八
八-

七
六
三)

は
長
安
の
實
際
寺
で
弘
景
か
ら
戒
律
を
受
け
た

(

同
上
、
七
九
七
中)

。

等
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
、
贊
寧

(

九
一
九-

一
〇
〇
一)

は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
六
九
一
年
頃
、
七
〇
〇
年
頃
、
七
〇
八
年
頃
の
三
回
、

入
京
し
た
と
見
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
先
に
掲
げ
た
道
俊
は
、
弘
景
・
玄
奘
と
と
も
に
景
龍
三
年

(

七
〇
九)

に
歸
郷
し
た
と
い

う
か
ら

(

同
上
、
七
三
二
中
、
七
五
八
上)

。
弘
景
の
三
度
目
の
入
内
の
際
に
同
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

普
寂
が
弘
景
に
學
ん
だ
の
は
、
第
一
回
目
の
入
京
の
際
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
弘
景
は
六
八
九
年
以
前
に
入
京
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

既
に
洛
陽
で
弘
景
に
師
事
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
後
に
神
秀
に
師
事
す
る
た
め
に
荊
州
に
滯
在
し
た
際
に
も
、
普
寂
と
弘
景
の

間
に
何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
當
然
で
あ
る
。

(

�)
『

全
唐
文』

二
四
〇
。

(

�)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

�)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
九
九
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

四
〇
三
頁
、
前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』
三
二
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

二
九
八
頁
。

(

�)

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
二
一
頁
、
八
九
頁
。

(

�)

前
掲

『

禪
宗
史
研
究』

一
四
六
頁
。

― ―50



(
�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

五
二-

五
三
頁
。

(
�)

『

全
唐
文』

二
六
二
、
氣
賀
澤
三
四
三
六
。

(

�)
續
藏
一-

一
四-

三
、
二
七
七
張
表
下
。

(

�)

同
上
。

(

�)

ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
ェ
ン
セ
ン
氏
前
掲
書
、
六
二-

六
三
頁
。

(

�)

前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』

一
一
二
頁
。

(

�)

同
上
、
三
二
頁
。

(

	)

前
掲

『

禪
宗
史
研
究』
二
〇
〇
頁
。

(


)

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
は
、
前
掲
書
の
二
一
頁
で
、
神
秀
は
入
内
に
際
し
て
、
先
ず
自
分
の
代
わ
り
に
普
寂
に
洛
陽
に
往
か
せ
よ
う

と
し
た
が
、
次
の
年
、
つ
ま
り
、
七
〇
一
年
に
遂
に
自
分
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
根
據
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
あ
る
い

は
、
こ
の
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
種
々
の
點
で
正
確
な
敍
述
と
は
言
え
な
い
。

(

�)

宇
井
伯
壽
氏
は
、

｢

か
く
神
會
が
神
秀
に
從
う
て
居
た
こ
と
は
、
最
も
重
要
視
す
べ
き
事
で
、
而
も
神
秀
の
出
京
の
年

(

七
〇
一)

に
其
許
を
去
つ
て
、

曹
溪
に
行
つ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
既
に
三
年
間
從
學
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
神
會
が
神
秀
の
提
撕
を
受
け
た
の
は
、
少
く
と
も

六
九
九-

七
〇
一
年
間
で
あ
る
。
神
秀
は
七
〇
一
年
の
十
月
以
前
に
入
京
し
て
居
る
か
ら
、
三
年
を
滿
數
に
取
れ
ば
、
六
九
八-

七
〇

一
年
の
間
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。｣

(

前
掲

『

禪
宗
史
研
究』

二
〇
一
頁)

な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
前
掲

『

隋
唐
佛
教
史
の
研
究』

二
〇
三
頁
や
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
八
九
頁
で
は
、
同
樣
の
考
え

に
立
っ
て
、
神
會
が
神
秀
に
從
っ
た
期
間
を
六
九
七
年
か
ら
七
〇
一
年
の
間
と
し
て
い
る
。

(

�)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

四
九
九
頁
。

(


)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
〇
二
頁
。

(

�)

同
上
、
三
〇
六-

三
〇
七
頁
。
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(
�)

同
上
、
四
〇
三
頁
。

(
�)
同
上
、
三
〇
二
頁
。

(

�)
同
上
、
四
〇
三
頁
。

(

�)
『

全
唐
文』

二
八
〇
。

(

�)

續
藏
一-
一
四-

三
、
二
七
七
張
表
下
。

(

�)

前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』

三
二
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

五
〇
〇
頁
。

(

	)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』
三
〇
六
頁
。

(


)
『

全
唐
文』

二
二
四
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
〇
二
頁
。

(

�)

同
上
、
三
〇
七
頁
。

(


)

拙
稿

｢

墓
誌
銘
に
見
る
初
期
の
禪
宗

(
上)｣

(｢

東
洋
學
研
究｣

四
五
、
二
〇
〇
八
年)

二
九
七
頁
。

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

四
〇
三
頁
。

(

�)
『

全
唐
文』

二
六
三
。

(

�)

た
だ
し
、
根
據
は
不
明
な
が
ら
、
陳
祖
言

『

張
説
年
譜』

(

中
文
大
學
出
版
社
、
一
九
八
四
年)

二
八
頁
、
傅
�
�
主
編

『

唐
五
代
文
學

編
年
史

初
盛
唐
卷』

(

遼
海
出
版
社
、
一
九
九
八
年)

四
六
五
頁
は
、
い
ず
れ
も
景
龍
四
年

(

七
一
〇)

の
こ
と
と
し
て
い
る
。

(

�)

四
部
叢
刊
本

『

張
説
之
文
集』

卷
六
に
收
め
ら
れ
る
張
説
の
詩
、｢

送
武
員
外
郎
中
春
赴
秀
師
嵩
山
塔
下
舍
利｣

と
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る

(『

全
唐
詩』

八
六
に
も
、
同
じ
詩
が

｢

送
考
功
武
員
外
學
士
使
嵩
山
署
舍
利
塔｣

と
し
て
收
め
ら
れ
て
い
る)

。

｢

懷
玉
泉

戀
仁
者

寂
滅
眞
心
不
可
見

空
留
影
塔
岩
嵩
下

寶
玉
四
海
轉
千
輪

金
壜
百
粒
送
分
身

山
中
二
月
娑
羅
會

虚
唄
遙
遙
愁
思
人

我
念
過
去
微
塵
劫

與
子
禪
門
同
正
法

雖
在
神
仙
蘭
省
間

常
持
清
淨
蓮
花
葉
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來
亦
好

去
亦
好

了
觀
車
行
馬
不
移

當
見
菩
提
離
煩
惱｣

な
お
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
ェ
ン
セ
ン
氏
は
、
前
掲
書
の
五
四
頁
で
、
七
〇
〇
年
に
武
后
が
嵩
山
に
神
秀
の
塔
を
建
て
た
と
い
う
が
、
根

據
は
不
明
で
あ
る
。

(

�)
『

全
唐
文』

二
六
二
、
氣
賀
澤
三
四
三
六
。

(

�)

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
七
八
頁
。

(

�)
『

全
唐
文』
二
八
〇
。

(

�)

四
部
叢
刊
本

『
王
右
丞
集』

卷
五
に
收
め
ら
れ
る
王
維
の
詩
、｢

遊
化
感
寺｣

と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

(『

全
唐
詩』

一
二
七
に

も
あ
り)

。

｢

翡
翠
香
烟
合

琉
璃
寶
地
平

龍
宮
連
棟
宇

虎
穴
傍
簷
楹

谷
靜
惟
松
響

山
深
無
鳥
聲

瓊
峰
當
戸
拆

金
澗
透
林
鳴

郢
路
雲
端
迥

秦
川
雨
外
晴

鴈
王
銜
果
獻

鹿
女
踏
花
行

抖
�
辭
貧
里

歸
依
宿
化
城

繞
籬
生
野
蕨

空
館
發
山
櫻

香
飯
青
菰
米

嘉
蔬
�
芋
羮

誓
陪
清
梵
末

端
坐
學
無
生｣

(

�)

四
部
叢
刊
本

『

王
右
丞
集』

卷
四
に
收
め
ら
れ
る
王
維
の
詩
、｢

過
福
禪
師
蘭
若｣

と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

(『

全
唐
詩』

一
二

六
に
も
あ
り)

。

｢

巖
壑
傳
微
遠

雲
林
隱
法
堂

羽
人
飛
奏
樂

天
女
跪
焚
香

竹
外
峯
偏
曙

藤
陰
水
更
凉

欲
知
禪
坐
久

行
路
長
春
芳｣

な
お
、
こ
の
詩
に

｢

法
堂｣

と
い
う
言
葉
が
見
え
る
の
は
、｢

大
智
碑
銘｣

に

｢

棲
置
法
堂｣

と
い
う
の
と
呼
應
し
、
こ
の
詩
の

｢

福
禪

師｣

が
義
福
で
あ
る
可
能
性
を
高
め
る
も
の
と
い
え
る
。

(

	)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
二
〇-

三
二
一
頁
。

(


)
『

全
唐
文』

三
六
二
、
氣
賀
澤
三
二
八
〇
。
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(
�)

同
上
。

(
�)
同
上
。

(

�)
大
正
藏
一
八
、
四
九
二
中-

下
。

(

�)

前
掲

『
神
會
和
尚
禪
話
録』

二
八-

二
九
頁
。

(

�)

趙
貞
信

『
封
氏
聞
見
記
校
注』

(

唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年)

五
一
頁
。

(

�)
『

全
唐
文』
は
、
常
東
名
撰
と
す
る
が
、
そ
の
根
據
は
明
ら
か
で
な
い
。

(

�)
『

全
唐
文』

三
九
六
、
氣
賀
澤
二
九
五
一
。

(

	)

前
掲

『

神
會
和
尚
禪
話
録』

三
二-

三
三
頁
。

(


)

拙
稿

｢

摩
訶
衍
と

『

頓
悟
大
乘
正
理
決』｣

(｢

ア
ジ
ア
の
思
想
と
文
化｣

創
刊
號
、
一
九
九
二
年)

三
三-

三
六
頁
。

(

�)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

�)
『

全
唐
文』

三
九
六
、
氣
賀
澤
二
九
五
一
。

(


)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿

｢
摩
訶
衍
と

『

頓
悟
大
乘
正
理
決』｣

を
參
照
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
記
載
に
よ
る
と
、
こ

の
碑
は
、
も
と
も
と
藍
田
縣
厚
鎭
郷
東
咀
村
の
空
寂
寺
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
同
じ
藍
田
縣
の
水
陸
庵
の
所
藏
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

(

�)

上
山
大
峻

『

敦
煌
佛
教
の
研
究』

(

法
藏
館
、
一
九
九
〇
年)

五
五
九
頁
。
た
だ
し
、
ス
タ
イ
ン
三
六
七
二
號
に
よ
っ
て
、｢

大
福
�｣

の

｢

�｣

を
補
っ
た
。

(

100)

同
上
、
二
九
九
頁
。

(

101)
『

全
唐
文』

二
八
〇
。

(

102)

玄
宗
が
洛
陽
に
移
っ
た
の
は
、
開
元
十
二
年
の
こ
と
で
、『

玄
宗
朝
翻
經
三
藏
善
無
畏
贈
鴻
臚
卿
行
状』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
、
善
無

畏
も
隨
行
を
命
じ
ら
れ
て
い
る

(

大
正
藏
五
〇
、
二
九
〇
上)

。
從
っ
て
、｢
大
智
碑
銘｣

が
開
元
十
三
年
と
す
る
の
は
、
何
か
の
誤
り
で
は

な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
玄
宗
は
、
洛
陽
に
身
を
落
ち
着
け
た
後
に
、
長
安
か
ら
義
福
を
呼
び
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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(
103)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

三
〇
頁
。

(
104)
前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅰ』

五
七
頁
。
な
お
、
柳
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、｢

向
經
十
有
餘
年｣

が
ス
タ
イ
ン
二
〇
五
四
號
で
は

｢

向
有

餘
年｣

と
な
っ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
を
採
用
す
れ
ば
、
師
事
の
期
間
を
數
年
と
取
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
が
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は

｢

向
經

十
有
餘
年｣

の
方
が
自
然
で
あ
り
、
現
に
柳
田
氏
の
校
訂
本
も
、
こ
ち
ら
に
從
っ
て
い
る
。

(

105)
『

全
唐
文』
二
九
三
。

(

106)
『

全
唐
文』
二
六
四
。

(

107)

前
者
に
は
、｢

屬
太
上
皇
養
�
在
藩
。
擇
爲
吏
。
公
首
其
擧｣

と
見
え
、
ま
た
、
後
者
に
は
、｢

上
謂
府
君
曰
。
昔
太
上
皇
嘗
居
此
職
。
特

相
委
任
。
是
屬
親
賢｣
と
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
玄
宗
が
こ
う
語
っ
た
時
點
で
は
、
睿
宗
が
ま
だ
存
命
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
が
、
前
者
は
確
實
に
、
睿
宗
歿
後
も

｢

太
上
皇｣

と
呼
ば
れ
た
こ
と
の
あ
っ
た
こ
と
を
證
す
る
も
の
と
い
え
る
。

(

108)

詩
を
列
擧
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

宋
之
問

｢

鳳
刹
侵
雲
半

虹
旌
倚
日
邊

散
花
多
寶
塔

張
樂
布
金
田

時
菊
芳
仙
�

秋
蘭
動
睿
篇

香
街
稍
欲
晩

清
蹕
扈
歸
天｣

(『

全
唐
詩』

五
二)

周
利
用

｢

山
豫
乘
金
節

飛
文
煥
日
宮

萸
房
開
聖
酒

杏
苑
被
玄
功

塔
向
三
天
迥

禪
收
八
解
空

叨
恩
奉
蘭
藉

終
愧
洽
�
風｣

(『

全
唐
詩』

一
〇
五)

李

恆

｢

寶
地
鄰
丹
掖

香
臺
瞰
碧
雲

河
山
天
外
出

城
闕
樹
中
分

睿
藻
蘭
英
秀

仙
杯
菊
蘂
�

願
將
今
日
樂

長
奉
聖
明
君｣

(『

全
唐
詩』

一
〇
五)

な
お
、
こ
れ
ら
の
詩
が
景
龍
二
年
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、『
唐
詩
紀
事』

卷
九
に

｢

景
龍
二
年
…
…
九
月
。
幸
慈
恩
寺
塔
。
上
官
氏
獻
詩
。

群
臣
竝
賦｣

(

王
仲
�『

唐
詩
紀
事
校
箋』

〈
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
九
年
〉
二
〇
八
頁)

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

(

補
注)
｢

普
寂
塔
銘｣

(『

全
唐
文』

二
六
二)

に
お
い
て
も
、
弱
年
の
時
に
東
都
の
端
和
上
の
も
と
で
受
具
し
た
と
述
べ
て
お
き
な
が
ら
、
神

秀
に
師
事
し
た
後
の
こ
と
と
し
て
、｢

長
安
年
。
度
編
岳
寺｣

と
い
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
場
合
も
、
單
に
正
式
に
嵩
岳
寺
の
僧
と
な
っ

た
と
い
う
だ
け
で
、｢

度｣

に

｢

得
度｣

の
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
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四

慧
安

慧
安
の
傳
記
を
知
る
た
め
の
根
本
資
料
は
、
宋
�(

生
歿
年
未
詳)

が
撰
述
し
た
彼
の
碑
文
、｢

大
唐
嵩
山
會
善
寺
故
大
�
道
安
禪
師

碑
并
序｣

(

七
二
七
年
、
以
下
、｢

道
安
禪
師
碑｣

と
略
稱)

で
あ
る
。
こ
の
碑
銘
は
、
慧
安
寂
後
十
九
年
に
し
て
書
か
れ
、
最
も
信
頼
の

置
け
る
も
の
で
あ
る
が

(
１)

、
原
碑
の
保
存
に
問
題
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
今
日
、
知
り
う
る
最
良
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

『

唐
文
續
拾』

卷
三

所
收
の
も
の
に
あ
っ
て
も
、
多
く
の
闕
字
が
あ
り
、
ま
た
、
文
意
を
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
。
外
に
據
る
べ
き
も
の
と
し

て
は
、
慧
安
の
弟
子
た
ち
の
碑
銘
や
塔
銘
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
慧
安
の
生
涯
の
概
要
は
知
る
こ
と
が
で
き

る
。な

お
、
慧
安
に
關
し
て
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
に

『

宋
高
僧
傳』

『

舊
唐
書』

等
の
宋
代
の
資
料
に
も
傳
記
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
特

に

『

宋
高
僧
傳』

の

｢

慧
安
傳

(

２)｣

は
多
く
の
學
者
の
依
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
既
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
傳
記
に
は
、
法
如
や

道
俊
の
事
跡
と
の
混
同
な
ど
、
問
題
點
が
極
め
て
多
く
、
取
る
べ
き
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
こ
れ
に
基
づ

く
誤
解
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
場
合
に
は
、
必
要
に
應
じ
て
、
そ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

１.

生
歿
年

一
般
に
、
慧
安
は
神
祕
に
満
ち
た
人
物
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
が

(
３)

、
そ
れ
は
、
多
く
の
人
が

『

宋
高
僧
傳』

等
の
後
世
の
資
料
に

據
っ
て
、
そ
の
傳
記
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
唐
代
に
書
か
れ
た
確
か
な
資
料
に
基
づ
け
ば
、
そ
れ
と
は
裏
腹

に
一
人
の
真
摯
な
宗
教
家
と
し
て
の
姿
が
如
實
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
後
世
、
慧
安
が
そ
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
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よ
う
に
な
っ
た
原
因
が
既
に
そ
れ
ら
の
中
に
存
す
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
唐
代
に
書
か
れ
た
資
料
に
お
い
て
既
に
、

慧
安
が
百
二
十
を
超
え
る
壽
命
を
保
っ
た
長
壽
の
人
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
、
最
も
古
い

｢

道
安
禪
師
碑｣

の
記
述
を
確

認
し
て
お
こ
う
。

｢

惟
景
龍
二
年
二
月
三
日
中
夜
。
禪
師
忽
而
命
門
弟
子
等
謂
曰
。
驚
波
洋
洋
。
即
生
而
亡
。
人
代
湯
湯
。
共
斯
爲
常
。
無
依
縁
報

建
。
縁
報
謝
縁
滅
。
二
百
之
後
。
當
以
驛
以
山
。
無
庵
無
廟
。
深
以
林
莽
因
之
。
野
火
尋
焚
而
滅
。
惟
吾
之
初
願
也
。
�
必
化
之

器
。
運
不
停
而
寄
。
欲
議
恆
久
。
終
古
無
有
。
凡
百
爾
衆
。
勿
違
我
言
。
越
五
日
將
盡
。
□
□
萬
迴
大
師
自
京
馳
寄
披
納
。
宣
意

相
喩
。
至
八
日
。
乃
闔
戸
去
人
臥
脇
累
足
而
滅
。
詢
諸
耆
宿
。
蓋
云
。
禪
師
生
於
大
隨
開
皇
四
年
。
滅
於
有
唐
景
龍
二
年
。
春
秋

得
百
有
廿
餘
歳
矣
。
□
□
隱
其
靈
通
。
聖
道
遺
其
歳
時
。
故
莫
得
實
其
報
齡
也

(

４)

。｣

慧
安
は
、
景
龍
二
年

(

七
〇
八)

二
月
三
日
の
夜
、
五
日
後
に
入
滅
す
る
こ
と
を
弟
子
に
告
げ
、
そ
の
通
り
に
二
月
八
日
に
入
寂
し

た
が
、
耆
宿
の
話
で
は
、
開
皇
四
年

(

五
八
四)
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
信
じ
れ
ば
、
慧
安
が
入
寂
し
た

時
の
年
齡
は
一
二
五
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
入
寂
の
直
前
に
、
萬
迴

(

六
三
二-

七
一
一)

が
都
か
ら
袈
裟
を
寄
せ
た
と
い
う
か

ら
、
嵩
山
の
會
善
寺
で
入
寂
し
た
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

景
龍
二
年
に
入
寂
し
た
と
い
う
説
を
疑
う
必
要
は
な
い
か
ら
、
慧
安
は
、
入
寂
の
十
九
年
後
に
は
既
に
百
二
十
を
超
え
る
壽
命
を
保
っ

た
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
果
た
し
て
事
實
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
も
極
く
稀
に
百
二
十
歳
に
近
い
長
命
を

全
う
す
る
人
が
い
る
。
從
っ
て
、
こ
れ
が
事
實
で
あ
る
可
能
性
は
排
除
さ
れ
な
い
が
、
醫
學
の
點
で
ほ
と
ん
ど
發
達
の
見
ら
れ
な
か
っ

た
當
時
に
お
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
上
の
文
章
に
見
る
よ
う
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に
、
こ
の
年
齡
は
、
度
牒
や
戒
牒
等
で
確
認
さ
れ
た
も
の
は
で
な
く
、
ま
た
、
慧
安
自
身
が
語
っ
た
も
の
で
も
な
く
、
入
寂
の
後
に
、

撰
者
の
宋
�
が
耆
宿
た
ち
に
尋
ね
た
結
果
、
そ
の
よ
う
に
推
測
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
開
皇
四
年
に
生
ま
れ

た
と
す
る
説
は
必
ず
し
も
確
か
な
根
據
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
弘
忍
へ
の
參
問
に
關
し
て
、｢

道
安
禪
師
碑｣

に
は
大
き
な
矛
盾
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即

ち
、
後
に
掲
げ
る
よ
う
に
、｢

道
安
禪
師
碑｣

は
、
武
�
九
年

(

六
二
六)

に
李
世
民

(

太
宗)

が
即
位
し
て
國
が
安
定
し
た
後
に
弘
忍

に
參
じ
た
と
し
、
神
秀
と
共
に
學
び
、
印
可
を
得
た
と
説
く
。
こ
れ
に
據
れ
ば
、
慧
安
が
弘
忍
に
師
事
し
た
の
は
、
貞
觀
年
間

(

六
二

七-

六
四
九)

に
入
っ
て
暫
く
し
て
の
こ
と
と
見
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で
あ
る

(

開
皇
四
年
の
生
ま
れ
と
す
れ
ば
、
貞
觀
年
間
に
は
、
慧
安

は
四
四-

六
六
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る)

。
と
こ
ろ
が
、『

續
高
僧
傳』

に
據
れ
ば
、
道
信
が
雙
峰
山
に
入
っ
た
の
は
武
�
年
間

(

六
一

八-

六
二
六)

以
前
と
見
る
べ
き
で
あ
り

(

５)

、
ま
た
、
先
に

｢

弘
忍｣

の
項
で
論
じ
た
よ
う
に
、
道
信
が
入
寂
し
て
、
弘
忍
が
そ
の
後
を

襲
っ
た
の
が
永
徽
二
年

(

六
五
一)

な
の
で
あ
る
か
ら
、
慧
安
が
貞
觀
年
間
に
弘
忍
に
參
問
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
は
ず

が
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
年
齡
の
點
か
ら
見
て
も
、
慧
安
が
開
皇
四
年
生
ま
れ
で
あ
れ
ば
、
陳
の
太
建
十
二
年
、
乃
至
は
北
周
の
大
象
二
年

(

五
八
〇)

に
生
ま
れ
た
道
信

(

五
八
〇-

六
五
一)

と
ほ
ぼ
同
世
代
で
、
仁
壽
元
年

(

六
〇
一)

に
生
ま
れ
た
弘
忍

(

六
〇
一-

六
七
四)

よ
り
二

十
歳
近
く
年
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
極
め
て
異
例
な
こ
と
と
な
ろ
う
。
更

に
、｢

神
秀｣

の
項
で
檢
討
し
た
よ
う
に
、
神
秀
が
弘
忍
に
師
事
し
た
の
は
、
お
お
よ
そ
永
徽
六
年

(

六
五
五)

か
ら
龍
朔
元
年

(

六
六

一)

頃
に
か
け
て
の
こ
と
と
見
て
大
過
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
も
し
慧
安
が
神
秀
と
同
時
期
に
弘
忍
に
學
ん
だ
と
い
う
の
が
事
實
で

あ
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
、｢

道
安
禪
師
碑｣

が
示
唆
す
る
年
代
に
較
べ
て
、
二
十
五
年
、
あ
る
い
は
三
十
年
ほ
ど
も
遲
れ
る
と
見
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に

｢

道
安
禪
師
碑｣

に
は
、
大
變
な
錯
誤
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
こ
う
し
た
錯
誤
が
生
じ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
そ
れ
は
、
慧
安
を
百
二
十
を
超
え
る
長
命
な
人
物
と
し
た
こ
と
に
據
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
こ
の
説
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
次
の
四
點
で
あ
る
。

ａ.

慧
安
は
神
秀
と
一
緒
に
弘
忍
に
學
ん
だ
。

ｂ.

慧
安
が
弘
忍
に
學
ん
だ
の
は
、
四
十
代
の
末
か
ら
五
十
代
の
初
め
で
あ
っ
た
。

ｃ.

慧
安
は
景
龍
二
年

(
七
〇
八)

に
入
寂
し
た
。

ｄ.

慧
安
が
入
寂
し
た
と
き
、
百
二
十
歳
を
超
え
て
い
た
。

こ
の
四
つ
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

｢

道
安
禪
師
碑｣

の
傳
記
が
で
き
あ
が
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ｄ
に

は
確
た
る
證
據
が
な
い
。
こ
れ
は
事
實
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
人
物
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
人
々
の
願
望
と
見
る
べ

き
も
の
な
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
慧
安
の
傳
記
を
考
え
る
場
合
、
ｄ
は
排
除
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
ａ
〜
ｃ
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
疑
う
べ
き
理
由
が
な
い
。
そ
こ
で
、
神
秀
が
弘
忍
に
學
ん
だ
時
期
が
慧
安
の
四
十
代
の
末
か
ら
五
十
代
の
初
め
頃
に
當
た
る
よ

う
に
生
年
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
と
、
大
業
五
年

(

六
〇
九)
頃
に
生
ま
れ
た
と
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
こ
の
假
定
に
從
え

ば
、

大
業
五
年

(

六
〇
九)

：

生
誕

(

一
歳)

永
徽
六
年
〜
龍
朔
元
年

(

六
五
五-

六
六
一)

頃

：

神
秀
と
共
に
弘
忍
に
師
事

(

四
十
七
〜
五
十
三
歳
頃)
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景
龍
二
年

(

七
〇
八)

：

入
寂

(

百
歳)

と
な
っ
て
、
上
の
四
つ
の
要
素
の
内
、
史
實
と
見
な
せ
る
ａ
〜
ｃ
を
ほ
ぼ
滿
た
せ
る
の
で
あ
る
。

從
っ
て
、
慧
安
の
生
誕
は
大
業
五
年

(

六
〇
九)

前
後
で
、
神
秀
よ
り
や
や
遲
く
、
百
歳
前
後
で
入
寂
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
で
も
十
分
に
長
命
で
あ
る
が
、
こ
の
く
ら
い
の
年
齡
で
あ
れ
ば
、
史
實
と
見
て
問
題
は
な
い
。
入
寂
後
、
間
も
な
い
う
ち
に
、
百

二
十
歳
を
超
え
て
い
た
と
い
う
傳
承
が
生
ま
れ
た
の
は
、
そ
の
風
貌
が
神
秀
よ
り
年
老
い
て
見
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
實
際
に
は
、

神
秀
よ
り
若
か
っ
た
の
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
入
内
の
後
、
慧
安
は

｢

美
を
玉
泉
大
通
に
推
し
た｣

と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

神
秀
の
方
が
先
輩
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
慧
安
が
百
二
十
を
超
え
る
長
壽
を
保
っ
た
と
い
う
説
は
、
史
實
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
っ
た
ん
、
こ

の
説
が
出
現
す
る
と
、
人
々
の
期
待
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
す
ぐ
に
定
説
化
し
た
。『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

卷
三
之
下
に
、

｢

疏
有
教
行
。
不
拘
而
滅
識
者
。
第
三
家
也
。
其
先
亦
五
祖
下
分
出
。
即
老
母

(

マ
マ)

安
和
上
也
。
六
十
歳
出
家
授
戒
。
六
十
夏
方
滅
度
。

時
年
一
百
二
十
。
故
時
號
老
安
。
安
即
名
也
。
爲
則
天
聖
后
之
所
師
敬
。
道
�
深
厚
。
志
節
孤
高
。
諸
名
�
皆
難
比
類

(

６)

。｣

と
い
う
の
も
、
こ
れ
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
百
二
十
歳
入
寂
説
が
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
單
に
概
數
を
擧
げ
た
だ
け
で
、
何
か
基
づ
く
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

更
に
時
代
が
降
っ
て
、『

宋
高
僧
傳』

の

｢

慧
安
傳｣

に
な
る
と
、
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｢

釋
慧
安
。
姓
衞
氏
。
荊
州
支
江
人
也
。
其
貌
端
雅
紺
青
目
。
降
神
乃
隋
開
皇
初
年
也
。
…
…
便
辭
歸
少
林
寺
。
至
景
龍
三
年
三

月
三
日
囑
門
人
曰
。
吾
死
已
將
屍
向
林
間
待
野
火
自
焚
之
。
勿
違
吾
願
。
俄
爾
萬
迴
和
尚
來
。
見
安
猖
狂
執
手
言
論
移
刻
。
旁
侍

傾
耳
都
不
體
會
。
至
八
日
閉
戸
偃
身
而
寂
。
春
秋
一
百
三
十
許
歳
。
起
開
皇
二
年
至
景
龍
三
年
故
也

(

７)

。｣

と
述
べ
、
入
寂
の
年
を

｢

道
安
禪
師
碑｣

の
景
龍
二
年
か
ら
景
龍
三
年

(

七
〇
九)

に
引
き
下
げ
、
一
方
で
、
生
年
を
開
皇
元
年

(

五

八
一)

、
あ
る
い
は
開
皇
二
年

(

五
八
二)

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

(

上
記
の
よ
う
に
、『

宋
高
僧
傳』

自
體
に
矛
盾
す
る
二
説
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る)

、
慧
安
の
壽
命
を

｢

百
三
十
許
歳｣

に
ま
で
延
ば
し
て
い
る

(

計
算
上
は
、
一
二
九
歳
、
あ
る
い
は
一
二
八
歳
と
な
る
は

ず
で
あ
る)

。
こ
れ
は
、｢

道
安
禪
師
碑｣

の
説
に
基
づ
き
つ
つ
、
更
に
神
祕
化
を
加
え
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

百
三
十
歳
近
い
長
壽
と
い
う
の
は
、
常
識
的
に
は
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
説
で
あ
る
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
多
く
の
學
者
が
そ
の

ま
ま
こ
れ
に
從
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宇
井
伯
壽
氏
は
、
慧
安
の
生
歿
年
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(

な
お
、
こ

こ
に
説
か
れ
て
い
る
少
林
寺
入
寂
説
が
、
元
珪
の
師
承
を
誤
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
如
の
事
跡
を
混
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に

｢

法

如｣

の
項
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る)

。

｢

景
龍
三
年

(

七
〇
九)

に
摩
納
一
副
を
賜
は
り
、
少
林
寺
に
歸
つ
て
同
年
三
月
寂
し
た
。
一
百
三
十
許
歳
と
あ
る
が
、
開
皇
二

年

(

五
八
二)

か
ら
景
龍
三
年
に
至
る
と
あ
る
か
ら
、
一
百
二
十
八
歳
で
あ
る

(

８)

。｣

こ
の
他
、
柳
田
聖
山
氏
も
全
く
同
じ
生
歿
年
代
を
採
用
し
て
い
る
し

(

９)

、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
も
、
元
珪
が
慧
安
の
弟
子
で
は

な
く
法
如
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず

(

�)

、
や
は
り
、
景
龍
三
年
に
少
林
寺
で
入
寂
し
た
と
述
べ
て
い
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る
(

�)

。こ
う
し
た
説
が
行
わ
れ
て
き
た
の
は
、
一
つ
に
は
、｢

道
安
禪
師
碑｣

が
資
料
と
し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う

(

�)
。
宇
井
氏
の
段
階
で
既
に

｢

道
安
禪
師
碑｣

の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は

『

全
唐
文』

卷
三
九
六
所
載
の
闕
字
の
多
い

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
が
慧
安
の
碑
文
で
あ
る
こ
と
に
は
氣
づ
い
て
も
、
利
用
の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
對
し
て
、『

唐
文
續
拾』

卷
三
所
載
の
も
の
は
闕
字
が
遙
か
に
少
な
く
、
資
料
と
し
て
十
分
に
使
用
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

問
題
の
多
い

『

宋
高
僧
傳』

の
説
は
捨
て
て
、
先
ず
は
こ
れ
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

道
安
の
生
歿
年
に
つ
い
て
の
檢
討
は
、
一
應
、
以
上
で
終
え
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、
慧
安
の
人
生
を
生
誕
か
ら
順
に
辿
っ
て
行
こ

う
。

２.

出
自
と
修
學

｢

道
安
禪
師
碑｣

は
、
慧
安
の
出
自
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

禪
師
法
諱
道
安
。
俗
姓
李
氏
。
荊
人
也

(

�)

。｣

こ
れ
に
對
し
て
、『

宋
高
僧
傳』

の

｢

慧
安
傳｣

は
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
、
荊
州
枝
江
の
衞
氏
の
出
身
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

こ
こ
の
記
述
に
は
道
俊
の
事
跡
と
の
混
同
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
っ
て
、
枝
江
の
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

衞
氏
の
出
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
、
道
俊
の
こ
と
と
見
做
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
慧
安
が
荊
州
の
出
身
で
あ
る
こ

と
自
體
は
、｢

道
安
禪
師
碑｣

に
よ
っ
て
動
か
し
難
い
。
荊
州
が
早
く
か
ら
東
山
法
門
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
た
こ
と
も
既
述
の
ご
と
く

― ―62



で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
環
境
が
慧
安
に
弘
忍
へ
の
入
門
を
促
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

｢
道
安
禪
師
碑｣

は
、
こ
れ
に
續
い
て
慧
安
の
優
れ
た
資
質
に
言
及
し
、
大
業
年
間

(

六
〇
五-

六
一
七)

に
は
そ
の
�
が
知
れ
渡
っ

て
い
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

｢

玄
悟
慧
達
。
神
應
道
心
。
秀
氣
古
韵
。
紺
髮
青
目
。
奇
其
儀
表
。
質
於
言
談
。
自
弱
年
師
問
。
獨
出
塵
感
。
躬
被
艱
難
。
行
洞

精
苦
。
越
生
于
開
皇
。
�
夫
大
業
。
禪
師
已
�
聞
於
周
鄭
矣

(

�)

。｣

そ
し
て
、
隋
・
唐
が
交
替
す
る
混
亂
期
に
お
け
る
慧
安
の
行
動
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

時
飛
鳥
氣
�
。
伏
�
星
�
。
草
昧
中
原
。
戈
�
散
地
。
我
唐
龍
戰
在
野
。
烝
人
狼
顧
無
家
。
而
塵
垢
惟
深
。
不
霾
珠
曜
。
冰
霜

惟
慘
。
不
奪
松
貞
。
禪
師
或
建
功
華
陽
。
或
授
手
邊
難
。
俾
勞
作
逸

(

	)

。｣

こ
の
文
章
は
曖
昧
で
甚
だ
理
解
し
が
た
い
が
、
仕
官
し
て
華
陽

(

四
川
省
成
都
市)

で
功
績
を
上
げ
た
後
、
官
職
を
捨
て
た
の
意
の

ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
事
實
と
は
認
め
が
た
い
開
皇
四
年

(

五
八
四)

生
誕
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
か
ら
、
全
て
創
作
、
あ
る
い
は
單
な
る
想
像
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る

(


)

。
實
際
の
と
こ
ろ
は
、
唐
が
創
業
さ
れ
た
武
�
元
年

(

六
一
八)

に
お
い
て
も
、
慧
安
は
ま
だ
十
歳
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に

『

宋
高
僧
傳』

の

｢

慧
安
傳｣

に
至
っ
て
は
、
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｢

安
受
性
寛
裕
不
染
俗
塵
。
修
學
法
門
無
不
該
貫
。
文
帝
十
七
年
敕
條
括
天
下
私
度
僧
尼
。
勘
安
云
。
本
無
名
姓
亡
入
山
谷
。
大

業
中
開
通
濟
渠
追
集
夫
丁
。
飢
殍
相
望
。
安
巡
乞
多
鉢
食
救
其
病
乏
。
存
濟
者
衆
。
煬
帝
聞
之
詔
安
。
遂
潜
入
太
和
山
。
至
帝
幸

江
都
海
内
擾
攘
。
乃
杖
錫
登
衡
嶽
寺
行
頭
陀
法

(

�)

。｣

な
ど
と
、
隋
の
文
帝
や
煬
帝
と
の
因
縁
を
説
い
て
お
り
、
多
く
の
學
者
が
こ
の
記
述
を
根
據
に
慧
安
が
私
度
僧
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い

る
が

(

�)

、
實
際
に
は
、
こ
れ
ら
も
全
て
創
作
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
慧
安
が
私
度
僧
と
し
て
出
發
し
た
可
能
性
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
法
如
や
慧
能
の
例
を
見
て
も
、

東
山
法
門
で
は
、
得
度
や
受
戒
以
前
に
得
法
す
る
方
が
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら

(

�)

、
慧
安
も
同
樣
で
あ
っ
た
こ
と
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
慧
安
の
得
度
や
受
戒
に
言
及
す
る
資
料
は
、
先
に
引
い
た

『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

卷
三
之
下
の
み
で
あ

り
、
六
十
歳
で
受
具
し
た
と
し
て
い
る
。
百
二
十
歳
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
壽
命
の
半
分
の
と
こ
ろ
に
受
具
を
置

く
と
い
う
の
も
、
い
か
に
も
觀
念
的
で
事
實
と
は
思
え
な
い
。
單
な
る
憶
測
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
得
法

後
に
得
度
・
受
具
し
た
と
す
れ
ば
、
慧
安
の
生
歿
年
代
か
ら
し
て
、
そ
の
く
ら
い
の
年
齡
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
高
齡
に
な
っ
て
初
め
て
得
度
・
受
戒
し
た
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

神
秀
と
同
じ
く
、
若
く
し
て
得
度
・
授
戒
を
果
た
し
た
後
に
、
弘
忍
に
入
門
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

３.

入
門
・
得
法
と
そ
の
後
の
動
靜

｢

道
安
禪
師
碑｣

は
、
慧
安
が
弘
忍
に
師
事
し
た
經
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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｢

爾
惟
武
�
九
年
也
。
位
定
乾
坤
。
氣
惠
河
海
。
佛
乘
楊
文
以
曳
緒
。
禪
池
洌
淨
以
通
原
。
是
日
大
師
弘
忍
傳
禪
要
于
�
下
。
禪

師
趨
風
而
慕
之
。
頂
頌
初
聞
。
事
�
太
行
。
竦
身
以
精
意
。
投
歩
而
希
迹
。
悲
喜
�
于
資
塵
。
微
密
玄
而
會
同
。
雙
目
片
言
。
洞

融
發
念
。
�
則
佛
池
。
淨
其
法
身
。
圓
月
湛
于
清
空
。
傳
燈
□
於
冥
室
。
毘
耶
談
極
其
不
二
。
耆
山
直
示
以
無
三
。
何
以
加
之
。

稽
此
禪
門
要
宗
。
始
乎
天
竺
達
摩
。
納
衆
流
以
成
海
。
總
羣
妙
以
立
身
。
一
香
普
聞
。
千
光
分
照
。
同
玄
而
通
導
。
各
受
而
齊
適
。

及
至
弘
忍
大
師
。
傳
付
五
人
矣
。
比
歳
禪
師
與
大
通
倶
學
於
大
師
。
大
師
毎
歎
曰
。
予
常
有
願
。
當
令
一
切
倶
如
妙
門
。
獲
所
安

樂
。
學
人
多
矣
。
唯
秀
與
安
。
惜
其
才
難
也
。
將
吾
傳
之
不
至
歟
。
今
法
要
當
付
。
付
此
兩
子
。
吾
無
憂
哉

(

�)

。｣

こ
こ
で
武
�
九
年

(

六
二
六)
に
な
っ
て

｢

位
定
乾
坤
。
氣
惠
河
海｣

と
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
玄
武
門
の
變
で
李
世
民

(

太
宗)

が
兄
弟
を
殺
し
て
即
位
し
、
國
が
安
定
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
こ
の
行
文
か
ら
す
れ
ば
、
慧
安
が
弘
忍
に
師
事
し

た
の
は
、
そ
の
治
世
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で
あ
り
、『

宋
高
僧
傳』

が
、

｢

貞
觀
中
。
至
�
州
禮
忍
大
師

(

�)

。｣

と
い
う
の
も
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
か
く
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
事
實
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
慧
安
が
神
秀
と
同
時
期
に
弘
忍
に
學
ん
だ
と
す
れ
ば
、
顯
慶

年
間

(

六
五
六-

六
六
一)

の
頃
に
師
事
し
た
も
の
と
見
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
神
秀
の
得
法
が
顯
慶
六
年

(

六
六
一)

で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
か
ら
、
慧
安
も
そ
れ
と
相
前
後
す
る
頃
に
印
可
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
に
、
慧
安
は
既
に
五
十
代
に
達
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。
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そ
の
後
の
動
静
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、
ど
こ
か
の
寺
で
人
知
れ
ず
修
行
を
重
ね
た
後
、
滑
臺

(

河
南
省
安
陽
市)

で
開
法
を
行
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
、｢

道
安
禪
師
碑｣

に
、
慧
安
寂
後
の
こ
と
と
し
て
、
嵩
山
に
塔
を
建
て
、
滑
臺
に
招
提
寺
を
置

い
た
と
し
て
、

｢

嵩
巖
焚
餘
。
起
幽
靈
之
塔
。
滑
城
化
漸
。
置
招
提
之
寺

(

�)

。｣

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。

『

宋
高
僧
傳』

の

｢

慧
安
傳｣
は
、
慧
安
が
滑
臺
に
入
っ
た
時
期
を
永
淳
二
年

(

六
八
三)

と
明
記
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
前

の
麟
�
元
年

(

六
六
四)

に
終
南
山
に
遊
び
、
そ
こ
に
止
ま
っ
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

麟
�
元
年
遊
終
南
山
石
壁
而
止
。
時
所
居
原
谷
之
間
。
早
霜
傷
苗
稼
。
安
居
處
獨
無
。
四
十
里
外
皆
苦
青
女
之
災
矣
。
天
皇
大

帝
聞
而
召
焉
。
安
不
奉
詔
。
永
淳
二
年
至
滑
臺
草
亭
居
止
。
中
坐
繩
床
四
方
坦
露
。
敕
造
寺
以
處
之
。
號
招
提
是
也
。
如
是
却
還

家
郷
玉
泉
寺

(

�)

。｣

石
井
公
成
氏
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
史
實
と
し
、
華
嚴
宗
の
智
儼

(

六
〇
二-

六
六
八)

の
著
作
に
東
山
法
門
の
影
響
が
窺
わ
れ
る

の
は
、
同
じ
終
南
山
に
い
た
慧
安
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る

(

�)
。
し
か
し
、
慧
安
が
終
南
山
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
麟
�
元
年
は
、

『

續
高
僧
傳』

の
編
者
、
道
宣

(

五
九
六-

六
六
七)

が
西
明
寺
の
上
座
を
辭
し
て
終
南
山
の
淨
業
寺
に
移
っ
た
正
に
そ
の
年
に
當
た
る

か
ら

(

�)

、
も
し
慧
安
が
終
南
山
で
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
道
宣
が
そ
れ
に
つ
い
て
黙
し
て
語
ら
な
い
と
い
う
の
は
い
か
に
も
不
可
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解
で
あ
る
。
道
宣
は
既
に
最
晩
年
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
が
、｢

洛
州
敬
愛
寺
釋
曇
光
傳｣

に

｢

今
麟
徳
二
年
。
東
都
講
説
。
師
資
導

達
。
彌
所
欽
羨
焉｣

と
い
う
よ
う
に

(

�)

、
こ
の
頃
に
な
っ
て
も
傳
記
の
収
集
に
厭
く
こ
と
な
く
努
力
を
重
ね
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
智
儼

と
道
宣
は
全
く
の
同
世
代
人
な
の
で
あ
る
か
ら
、
終
南
山
に
お
け
る
慧
安
の
活
動
が
智
儼
に
影
響
を
與
え
た
と
い
う
こ
と
は
い
か
に
も

あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
慧
安
の
活
動
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
智
儼
や
道
宣
が
歿
し
た
後
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
終
南
山
で
の
活
動
も
史

實
と
認
め
う
る
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
點
で
既
に
中
原
で
東
山
法
門
が
有
名
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

り
、
後
に
法
如
が
あ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

い
っ
た
い
、｢

道
安
禪
師
碑｣
が
書
か
れ
た
段
階
に
お
い
て
既
に
人
々
の
腦
裏
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
事
跡
を
、
遙
か
後

代
の
贊
寧
が
ど
う
し
て
知
り
得
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
も
事
實
と
は
思
え
な
い
神
祕
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ

り

(

�)

、
か
つ
、
高
宗
の
敕
召
を
斷
る
と
い
う
お
ま
け
ま
で
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
煬
帝
の
場
合
と
同
工
異
曲
で
あ
り
、
後
世
の
創
作

と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

從
っ
て
、『

宋
高
僧
傳』

の
記
述
は
確
た
る
根
據
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
慧
安
が
終
南
山
に
い
た
、
あ
る
い
は
滑
臺
に
入
っ
た
の

が
永
淳
二
年
で
あ
る
と
い
う
の
も
信
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
慧
安
が
公
的
に
活
動
を
始
め
る
時
期
と
し
て
は
、
麟
�
元
年

と
い
う
の
は
、
ほ
ぼ
妥
當
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
な
ぜ
滑
臺
に
入
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に

｢

神
秀｣

の
項
で
述
べ

た
よ
う
に
、
神
秀
が
慧
安
の
故
郷
の
荊
州
で
布
教
を
開
始
し
た
こ
と
と
の
關
聯
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
二
人
の
間
の
密

接
な
關
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
滑
臺
に
お
け
る
慧
安
の
影
響
力
は
か
な
り
限
定
的
な
も
の

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
、
慧
安
は
嵩
山
に
入
る
が
、
そ
こ
で
師
事
し
た
弟
子
は
何
人
も
知
ら
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
こ
の
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時
代
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
人
物
は
一
人
も
見
當
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

４.

嵩
山
入
山
と
一
回
目
の
入
内

｢

道
安
禪
師
碑｣

は
、
弘
忍
門
下
で
の
修
學
と
得
法
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
直
ち
に
皇
帝
か
ら
の
敕
召
に
話
を
移
し
て
い
る
。

｢

上
因
數
徴
請
之
。
以
師
受
禪
要
。
禪
師
順
退
避
位
。
推
美
于
玉
泉
大
通
也
。
從
此
就
皋
藪
。
翳
林
榛
。
高
讓
名
聞
。
堅
進
師
禮
。

謂
人
曰
。
山
間
樹
下
。
難
可
厭
捨
。
豐
石
足
以
枕
倚
。
香
泉
足
以
澡
�
。
與
道
而
游
。
不
樂
何
求
。
竟
居
嵩
山
會
善
寺
焉

(

�)

。｣

皇
帝
が
禪
要
を
受
け
ん
と
し
て
入
内
を
請
う
た
が
、
神
秀
を
推
薦
し
て
自
ら
は
身
を
引
き
、
山
間
・
樹
下
を
求
め
て
嵩
山
會
善
寺
に

入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
述
に
據
れ
ば
、
あ
た
か
も
慧
安
自
身
は
入
内
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
智
力(

六
九
四-

七
七
四)

を
顯
彰
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
良
説

(
生
歿
年
未
詳)

撰

｢

唐
北
嶽
慧
炬
寺
建
寺
故
禪
師
神
道
影
堂
紀
�
碑
并
序｣

(

八
〇
五

年
、
以
下
、｢

智
力
紀
�
碑｣)

に
、

｢

禪
師
諱
智
力
。
俗
姓
馮
。
長
安
人
也
。
祖
考
季
父
。
皆
從
容
爵
位
。
鳴
玉
�
紳
。
姉
爲
�
王
妃
。
寔
與
玄
宗
近
屬
。
毎
優
游
宮

禁
。
飛
息
帝
�
。
久
視
元
年
。
禪
師
方
踰
齠
�
。
遇
安
和
上
。
則
天
太
后
之
師
也
。
因
隨
落
髪
。
住
西
明
寺
。
未
冠
而
節
氣
自
高
。

又
以
地
臨
黄
屋
。
衆
所
賓
許
。
任
以
典
綱

(

	)

。｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
久
視
元
年

(

七
〇
〇)

の
あ
る
時
點
に
お
い
て
宮
中
に
い
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
久
視
元
年
は
、
神
秀
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が
宮
中
に
招
か
れ
た
と
さ
れ
る
年
と
正
し
く
一
致
す
る
。
從
っ
て
、
神
秀
と
一
緒
に
招
か
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
慧
安
の

み
に
言
及
す
る
の
は
、
い
ま
だ
神
秀
が
入
内
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
恐
ら
く
、
慧
安
は
、
神
秀
が
招
か
れ
る
以
前
に
入

内
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、｢

美
を
玉
泉
大
通
に
推
す｣

と
は
、
自
分
の
代
わ
り
に
神
秀
を
薦
め
て
、
自
ら
は
宮
中
か
ら
身
を
引
い
た

の
意
味
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(

�)

。

上
の

｢

道
安
禪
師
碑｣

は
、
宮
中
か
ら
退
出
し
た
後
、
初
め
て
嵩
山
に
入
っ
た
か
の
よ
う
な
書
き
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
に
從
え
ば
、

慧
安
は
滑
臺
か
ら
都
に
招
か
れ
て
宮
中
に
入
り
、
そ
の
後
、
嵩
山
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
弟
子
た
ち
の
塔
銘
を
精
査
す
る

と
、
實
は
、
宮
中
に
招
か
れ
る
前
に
既
に
嵩
山
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

先
ず
、
侯
莫
陳
�(

六
六
〇-
七
一
四)

の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
崔
寛

(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

六
度
寺
侯
莫
陳
大
師
壽
塔
銘
文
并
序｣

(

成
立
年
未
詳
、
七
一
四
年
補
刻
。
以
下
、｢
侯
莫
陳
壽
塔
銘｣

と
略
稱)

は
、
彼
の
修
學
と
布
教
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

大
師
姓
侯
莫
陳
。
諱
�
之
。
法
名
智
達
。
京
兆
長
安
人
也
。
…
…
年
甫
弱
冠
。
便
入
嵩
山
。
初
事
安
闍
梨
。
晩
歸
秀
和
上
。
竝

理
符
心
會
。
意
授
口
訣
。
二
十
餘
年
。
遂
獲
道
果
。
和
上
曰
。
汝
已
智
達
。
辯
才
無
礙
。
宜
以
智
達
爲
名
。
道
在
白
衣
。
吾
無
憂

矣
。
既
承
授
記
之
音
。
復
傳
祕
密
之
藏
。
欲
導
引
迷
俗
。
故
往
來
人
間
。
時
遊
洛
中
。
或
詣
河
北
。
迎
門
擁
�
。
不
可
勝
紀
。
因

而
得
度
者
。
歳
有
其
人
焉

(

�)

。｣

こ
れ
に
よ
る
と
、
侯
莫
陳
は
、
若
く
し
て
嵩
山
に
入
り
、
慧
安
と
神
秀
と
に
師
事
す
る
こ
と
二
十
餘
年
に
し
て
、
神
秀
か
ら

｢

智
達｣

と
い
う
法
名
と
印
可
と
を
も
ら
い
、
洛
陽
や
河
北
な
ど
を
教
化
し
て
回
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
事
實
で
あ
れ
ば
、

神
秀
の
入
寂
が
神
龍
二
年

(

七
〇
六)

で
あ
る
か
ら
、
嵩
山
で
慧
安
に
師
事
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
前
、
即
ち
、
遲
く
と
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も
垂
拱
元
年

(

六
八
五)

以
前
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
法
如
が
少
林
寺
で
開
法
を
行
っ
た
垂
拱
二
年
を
遡
る
こ
と
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
點
で
既
に
慧
安
が
嵩
山
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
法
如
だ
け
が
あ
の
よ
う
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
錯
誤
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
そ
れ
は
、
崔
寛
が

｢

侯
莫
陳
壽
塔
銘｣

を
書
く
に
當
た
っ

て
參
照
し
た
侯
莫
陳
の
著
作
、『

頓
悟
眞
宗
金
剛
般
若
修
行
達
彼
岸
法
門
要
決』

(

七
一
二
年
。
以
下
、｢

要
決｣

と
略
稱)

に
附
さ
れ
た

棣
州
刺
史
の
劉
無
得

(

生
歿
年
未
詳)

撰
の
序
文
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
の
を
讀
み
誤
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

｢

在
嵩
山
二
十
餘
年
。
初
事
安
闍
梨
。
後
事
秀
和
尚
。
皆
親
承
口
決
。
蜜
受
教
旨
。
至
於
精
義
妙
理
。
達
本
窮
源
。
出
有
入
無
。

圓
融
自
在
。
契
家
中
之
幽
智
。
得
脩
心
之
正
覺
。
亦
難
與
比
矣
。
…
…
先
天
元
年
十
一
月
五
日
。
棣
州
刺
史
劉
無
得
敍

(

�)

。｣

こ
れ
で
あ
れ
ば
、
嵩
山
に
入
っ
て
か
ら
の
二
十
餘
年
間
の
内
に
慧
安
と
神
秀
に
師
事
し
た
こ
と
と
な
り
、
必
ず
し
も
二
十
餘
年
を
通

じ
て
二
人
に
師
事
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
と
な
る

(

�)

。
だ
と
す
れ
ば
、
嵩
山
に
入
っ
て
二
十
餘
年
と
い
う
の
は
、
こ
の
序
文
の
書
か
れ

た
先
天
元
年

(

七
一
二)

か
ら
起
算
し
て
の
こ
と
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
侯
莫
陳
は
、
長
壽
元
年

(

六
九
二)

、
あ
る
い
は
、
そ

れ
以
前
に
嵩
山
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

｢

要
決｣

に
は
、

｢

智
達
禪
師
答
曰
。
善
哉
善
哉
。
長
身
五
十
有
三
。
入
道
三
十
有
二
。
未
曾
有
人
問
斯
意
義
。
汝
有
何
疑
。
復
決
何
事
。
直
問
直
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答
。
不
假
煩
言

(

�)

。｣
と
い
う
文
章
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
序
文
の
書
か
れ
た
先
天
元
年

(

七
一
二)

の
時
點
の
こ
と
と
見
え
る
か
ら
、
侯
莫
陳
は
、
顯
慶
五
年

(

六
六
〇)
に
生
ま
れ
、
永
隆
元
年

(

六
八
〇)

、
二
十
一
歳
で
佛
道
に
志
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
今
、
假
に
嵩
山
に
入
っ
た
の
を
長

壽
元
年
と
す
る
と
、
三
十
二
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
慧
安
の
噂
を
聞
い
て
侯
莫
陳
が
嵩
山
に
入
っ
た
と
す
れ
ば
、
慧

安
の
嵩
山
入
山
は
、
長
壽
元
年
を
何
年
か
遡
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
侯
莫
陳
が
嵩
山
で
修
行
し
て
い
た
時
に
慧
安
が
入
山
し
、

相
い
知
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
入
内
す
る
以
前
、
少
な
く
と
も
數
年
間
に

亙
っ
て
嵩
山
で
布
教
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
樣
の
こ
と
は
、
慧
安
の
弟
子
、
淨
藏
(

六
七
五-

七
四
六)

の
塔
銘
、｢

嵩
山
□
□
□
故
大
�
淨
藏
禪
師
身
塔
銘｣

(

七
四
六
年
、
以

下
、｢

淨
藏
身
塔
銘｣

と
略
稱)

に
よ
っ
て
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

｢

大
師
諱
藏
。
俗
姓
�
。
濟
陰
郡
人
也
。
十
九
出
家
。
六
歳
持
誦
金
剛
般
若
楞
伽
思
益
等
經
。
寫
瓶
貫
�
。
諷
味
精
純
。
來
至
嵩

岳
。
遇
安
大
師
。
親
承
諮
問
。
十
有
餘
年
。
大
師
化
後
。
遂
往
韶
郡
。
詣
能
和
上
。
諮
元

(

玄)

問
道
。
言
下
流
涕
。
遂
至
荊
南
。
尋
覩

大
師
。
親
承
五
載
。
能
遂
印
可
。
付
法
傳
燈
。
指
而
北
歸
。
至
大
雄
山
玉
像
蘭
若
。
一
從
栖
寓
。
三
十
餘
周
。
名
聞
四
流
。
衆
所

知
識
。
復
至
嵩
南
會
善
西
塔
安
禪
師
院
。
覩
茲
靈
跡
。
實
可
奇
耳
。
遂
於
茲
住

(

�)

。｣

こ
れ
に
據
れ
ば
、
淨
藏
は
慧
安
・
慧
能
の
二
師
に
十
年
以
上
に
亙
っ
て
師
事
し
た
と
い
う
。
初
め
、
嵩
山
で
慧
安
に
師
事
し
た
が
、

そ
の
入
内
の
際
に
、
韶
州
に
赴
き
慧
能
に
見
え
て
教
え
を
受
け
、
そ
の
後
、
荊
州
に
行
っ
て
再
び
慧
安
に
師
事
す
る
こ
と
五
年
、
そ
の
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後
、
更
に
慧
能
の
も
と
に
戻
っ
て
修
行
を
續
け
て
印
可
を
得
た
後
、
北
に
歸
っ
て
大
雄
山
に
住
す
る
こ
と
三
十
餘
年
、
大
い
に
教
化
の

實
を
あ
げ
、
晩
年
は
嵩
山
の
會
善
寺
の
西
塔
安
禪
師
院
に
住
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の

｢

淨
藏
身
塔
銘｣

の
記
述
に
は
不
明
瞭
な
點
が
あ
り
、
多
く
の
人
は
上
の
よ
う
な
解
釋
を
採
っ
て
い
な
い
。
問
題

と
な
る
の
は
、
次
の
二
點
で
あ
り
、
相
互
に
密
接
な
關
わ
り
を
持
っ
て
い
る

(

傍
線
部
參
照)

。

１.
｢

大
師
化
後｣
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

２.
｢

遂
至
荊
南
。
尋
覩
大
師｣

と
さ
れ
る

｢

大
師｣

と
は
誰
か
。

先
ず
、
１
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
句
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
、
當
然
、｢

大
師
が
入
寂
し
た
後
に｣

の
意
と
解
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う

(

�)

。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
２
で
荊
州
で
師
事
し
た

｢

大
師｣

が
誰
で
あ
る
か
が
全
く
分
か
ら
な
く
な
る
。

こ
の
塔
銘
で
は
、
慧
安
を

｢

大
師｣

と
呼
び
、
慧
能
を

｢

和
上｣

と
呼
ん
で
區
別
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
點
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の

｢

大

師｣

も
慧
安
を
指
す
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
慧
安
の
寂
後
に
慧
安
に
見
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ン
・

マ
ク
レ
ー
氏
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢C
hing-tsang

studied
for

m
ore

than
ten

years
w
ith

L
ao-an,

or
until

the
m
aster's

death,
and

then
for

five

years
or

less
w
ith

H
ui-neng.

C
hing-tsang

finally
received

certification
of

his
enlightm

ent
(
y

in
-k
'

o)
and

‶transm
ission

of
the

D
harm

a
and

the
lam

p"
(

fu
-fa

c
h
'ü

a
n

-te
n

g)
after

five
years

of
additional

practice

under
an

unnam
ed

teacher
in

C
hing-nan,

the
general

location
of

Y
ü-ch'üan

suu (

�).｣
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つ
ま
り
、｢

老
安
の
下
で
十
年
以
上
學
び
、
老
安
の
死
後
、
慧
能
の
下
で
五
年
程
度
學
び
、
最
後
に
荊
南

(

玉
泉
寺
の
所
在)

で
名
の

知
ら
ぬ
先
生
に
つ
い
て
五
年
間
學
ん
で
印
可
を
受
け
た｣

と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
行
文
か
ら
見
て
、
こ
こ
で
匿
名
の
あ
る
人
物

を
慧
安
と
同
樣
に

｢

大
師｣

と
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
し
か
も
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
慧
安
は
、
こ
の

後
、
嵩
山
か
ら
荊
州
玉
泉
寺
に
移
り
、
そ
こ
に
五
年
間
住
し
た
後
に
、
再
び
敕
に
應
じ
て
入
内
し
て
お
り
、
こ
こ
の
記
述
と
完
全
に
符

合
す
る
か
ら
、
こ
の

｢

大
師｣

は
何
と
し
て
も
慧
安
を
指
す
と
見
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
１
の

｢
大
師
化
後｣

の

｢

化｣

を

｢

入
寂｣

の
意
に
取
る
こ
と
を
誤
り
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
ど

う
い
う
意
味
な
の
か
。
状
況
か
ら
判
斷
す
る
と
、
こ
れ
は
、
慧
安
が
敕
に
よ
っ
て
入
内
し
た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
と
見
る
よ
り
ほ
か

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
表
現
が
さ
れ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、
こ
こ
に
は
撰
者
の
何
ら
か
の

思
い
違
い
か
、
文
字
の
錯
誤
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
淨
藏
の
前
半
生
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

上
元
二
年

(

六
七
五)

生
誕

(

一
歳)

長
壽
二
年

(

六
九
三)

出
家
し
て

『

金
剛
般
若
經』

等
を
學
ぶ

(

十
九
歳)

聖
暦
二
年

(

六
九
九)

嵩
山
の
慧
安
に
師
事

(
二
十
五
歳)

同
年
、
ま
た
は
翌
年
、
慧
安
入
内

久
視
元
年

(

七
〇
〇)

頃

韶
州
の
慧
能
に
參
ず

(

二
十
六
歳)

同
年
、
ま
た
は
翌
年
、
慧
安
、
嵩
山
に
入
り
、
更
に
荊
州
に
移
る

大
足
元
年

(

七
〇
一)

頃

荊
州
の
慧
安
に
參
ず

(

二
十
七
歳)

神
龍
二
年

(

七
〇
六)

神
秀
が
入
寂
し
、
慧
安
、
再
度
入
内

(

三
十
二
歳)
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同
年
、
再
び
慧
能
の
も
と
に
移
り
、
後
に
印
可
を
受
く

景
龍
二
年

(

七
〇
八)

慧
安
が
入
寂
す
る

(

三
十
四
歳)

景
籠
三
年

(

七
〇
九)

受
戒

(

三
十
五
歳)

そ
の
後
、
慧
能
の
指
示
で
北
に
歸
り
、
大
雄
山
に
住
す

｢

淨
藏
身
塔
銘｣
は
、｢

來
至
嵩
岳
。
遇
安
大
師
。
親
承
諮
問
。
十
有
餘
年｣

と
い
う
が
、
行
文
か
ら
見
て
、
慧
安
に
參
じ
た
の
は
聖

暦
二
年
以
前
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
そ
れ
か
ら
慧
安
の
入
寂
ま
で
は
、
ど
う
數
え
て
も
十
年
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
思
う
に
、

｢

十
有
餘
年｣

は
、
東
山
法
門
を
學
ん
だ
期
間
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
慧
安
の
み
で
な
く
、
韶
州
で
慧
能
に
師
事
し
た
期
間
も
含
め
て

か
く
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う

(

假
に
淨
藏
が
先
天
二
年

(

七
一
三)

の
慧
能
の
入
滅
ま
で
從
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
間
は
十
四
年
と
な
る)

。

と
は
い
え
、
淨
藏
の
前
半
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
檢
討
の
餘
地
が
多
い
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

｢

智
力
紀
�
碑｣

に
よ
っ
て
久
視
元
年

(
七
〇
〇)

に
慧
安
が
宮
中
に
い
た
こ
と
が
確
か
で
あ
り
、
淨
藏
が
嵩
山
で
慧
安
に
參
じ
た
時

期
が
そ
れ
に
先
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
入
内
以
前
に
慧
安
が
嵩
山
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

上
に
掲
げ
る
二
つ
の
塔
銘
に
據
れ
ば
、
慧
安
が
久
�
元
年
以
前
に
何
年
間
か
嵩
山
で
布
教
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
間
は
會
善
寺
に
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
期
に
慧
安
に
師
事
し
た
人
物
と
し
て
、
外
に
南
嶽

懷
讓

(

六
七
七-

七
四
四)

を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
彼
の
碑
銘
で
あ
る
、
張
正
甫

(

生
歿
年
未
詳)

撰

｢

衡
州
般
若
寺
觀
音

大
師
碑
銘
并
序｣

(

八
一
五
年
、
以
下
、｢

觀
音
大
師
碑
銘｣

と
略
稱)
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

｢

以
荊
土
律
藏
之
微
密
也
。
大
士
智
京
在
焉
。
攝
衣
從
之
。
既
進
而
儀
法
峻
整
。
冠
於
等
輩
。
以
嵩
嶽
禪
之
泉
海
也
。
長
安
長
老

在
焉
。
稽
首
咨
之
。
既
授
記
而
身
心
自
在
。
超
出
塵
垢
。
厭
離
文
字
。
思
會
宗
元
。
周
法
界
以
冥
搜
。
指
曹
溪
而
遐
擧
。
能
大
師
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方
宏
法
施
。
學
者
如
歸
。
渉
其
藩
�
者
十
一
二
焉
。
躋
其
室
堂
者
又
十
一
焉
。
師
以
後
學
弱
齡
。
分
爲
末
席
。
虚
中
而
若
無
所
受
。

善
閉
而
惟
恐
有
聞
。
能
公
異
焉
。
置
之
座
右

(

�)

。｣
懷
讓
は
、
荊
州
で

｢

智
京｣

に
律
藏
を
學
ん
だ
後
、
嵩
山
で

｢

長
安｣

に
禪
を
學
ん
で
、
授
記
を
受
け
、｢

身
心
自
在｣

を
得
た
と

い
い
、
そ
の
後
、
更
に
曹
溪
の
慧
能
の
も
と
を
尋
ね
、
そ
の
愛
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に

｢

智
京｣

、｢

長
安｣

と
い
う
二
人
に

師
事
し
た
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
は

｢

弘
景｣

｢

老
安｣

の
誤
字
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
前
者
は
、｢

景｣

と
い
う
文
字
を
誤
っ

て
上
半
分
の

｢

日｣

と
下
半
分
の

｢

京｣

と
に
分
割
し
、｢

弘｣

と

｢

日｣

と
を
一
文
字
と
誤
認
し
て

｢

智｣

と
な
し
、
更
に
、｢

景｣

の
下
半
分
を

｢

京｣

と
い
う
獨
立
し
た
文
字
と
誤
認
し
て

｢

智
京｣

と
な
し
た
に
相
違
な
い
。
ま
た
、
後
者
は

｢

長｣

と

｢

老｣

の
字

形
の
類
似
に
よ
る
誤
り
と
推
定
で
き
る

(
�)

。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
懷
讓
が
慧
能
に
弟
子
入
り
す
る
前
に
嵩
山
に
お
い
て
慧
安
に
師
事
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
慧
安
は
、

入
内
の
後
、
神
秀
を
皇
帝
に
薦
め
て
自
ら
は
再
び
嵩
山
に
住
ん
だ
が
、
そ
れ
は
極
め
て
短
期
間
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間

に
師
事
し
て
も

｢

身
心
自
在｣

を
得
る
ほ
ど
の
進
境
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
懷
讓
が
慧
安
に
師

事
し
た
の
も
、
こ
の
間
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
懷
讓
も
淨
藏
と
同
樣
、
慧
安
の
入
内
に
際
し
て
そ
の
も
と
を
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

上
の

｢

觀
音
大
師
碑
銘｣

の

｢

既
進
而
儀
法
峻
整｣

と
い
う
言
葉
は
、
具
足
戒
を
受
け
、
そ
の
受
持
が
謹
嚴
で
あ
っ
た
の
意
味
で
あ

ろ
う
が
、
こ
の
碑
銘
の
冒
頭
に
、

｢

天
寶
三
載
。
觀
音
大
師
終
於
衡
嶽
。
春
秋
六
十
八
。
僧
臘
四
十
八

(

�)

。｣
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と
あ
る
か
ら
、
懷
讓
の
生
誕
は
儀
鳳
二
年

(

六
七
七)

で
、
受
戒
は
神
功
元
年

(

六
九
七)

、
二
十
一
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る

(

�)

。
そ
の
後
、
入
内
ま
で
慧
安
に
從
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
、
二
、
三
年
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、『

寶
林
傳』

は
、
そ
の
生
誕
を

｢

儀
鳳
二
年
癸
酉
之
歳
四
月
八
日｣

と
し
た
上
で
、
そ
の
出
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

｢

自
三
藏
記
後
。
至
垂
拱
四
年
丁
亥
之
歳
。
以
十
五
拜
辭
父
母
。
而
往
荊
州
玉
泉
寺
。
事
弘
景
律
師
。
經
于
八
載
。
名
曰
懷
讓
。

至
通
天
元
年
丙
申
之
歳
四
月
十
二
日
。
於
當
寺
受
戒

(

�)

。｣

そ
し
て
、
そ
の
後
、
更
に
慧
安
と
慧
能
に
參
ず
る
に
至
っ
た
經
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

至
久
視
元
年
庚
子
之
歳
七
月
十
八
日
。
復
自
歎
言
。
夫
出
家
者
。
爲
無
爲
法
。
…
…
時
有
坦
然
禪
師
覩
讓
嗟
歎
。
及
命
讓
遊
嵩

山
覩
安
禪
師
。
問
曰
。
汝
何
至
此
。
讓
曰
。
禮
拜
和
尚
。
師
曰
。
汝
須
蜜
作
用
。
讓
曰
。
何
者
是
蜜
作
用
。
安
更
不
言
。
開
眼
合

眼
。
讓
於
言
下
豁
然
契
悟

(

�)

。｣

｢

乃
往
曹
溪
。
依
近
能
大
師
。
凡
經

(

マ
マ)

經
一
十
三
歳
。
至
景
雲
二
年
辛
亥
之
歳
。
拜
辭
大
師
。
南
遊
羅
浮
。
并
教
化
鐘
銅
。
至
三
年

二
月
十
六
日
。
再
覲
大
師
。
…
…
讓
在
師
左
右
。
復
經
二
載
。
能
事
畢
矣

(

�)

。｣

久
視
元
年

(

七
〇
〇)

は
神
秀
が
入
内
し
た
正
に
そ
の
歳
に
當
た
る
か
ら
、
こ
れ
に
從
え
ば
、
懷
讓
が
嵩
山
に
慧
安
を
尋
ね
た
の
は
、

神
秀
に
帝
師
の
地
位
を
讓
っ
て
後
の
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

『

寶
林
傳』

の
説
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、

― ―76



ほ
と
ん
ど

｢

出
鱈
目｣

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
多
く
の
矛
盾
が
含
ま
れ
て
い
る
。

１.
儀
鳳
二
年

(

六
七
七)

の
干
支
は

｢

丁
丑｣

で
あ
っ
て

｢

癸
酉｣

で
は
な
い
。｢

癸
酉｣

で
あ
れ
ば
、
咸
亨
四
年

(

六
七
三)

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

２.

垂
拱
四
年

(

六
八
八)

の
干
支
は

｢

戊
子｣

で
あ
っ
て

｢

丁
亥｣

で
は
な
い
。｢

丁
亥｣

で
あ
れ
ば
、
垂
拱
三
年

(

六
八
七)

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

３.

久
視
元
年

(

七
〇
〇)

か
ら
景
雲
二
年

(

七
一
一)

ま
で
は
、
十
一
年
間
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に

｢

一
十
三
歳｣

を
經
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。

４.

垂
拱
四
年

(

六
八
八)

に
十
五
歳
で
あ
れ
ば
、
そ
の
生
誕
は
上
元
元
年

(

六
七
四)

と
な
り
、
自
ら
の
説
く
儀
鳳
二
年
生
誕

説
と
矛
盾
す
る
。

５.

同
じ
く
、
受
戒
し
た
萬
歳
通
天
元
年

(
六
九
六)

に
は
、
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
り
、｢

觀
音
大
師
碑
銘｣

の
記
述

と
合
わ
な
い
。

更
に
い
え
ば
、『

寶
林
傳』

の
年
月
日
の
記
述
は
、
あ
ま
り
に
具
體
的
に
過
ぎ
、
史
實
と
は
見
が
た
い
。
戒
牒
な
ど
に
よ
っ
て
記
録

が
殘
り
得
る
受
戒
の
日
等
は
と
も
か
く
、
懷
讓
が
從
來
の
佛
教
の
限
界
を
感
じ
て
慨
嘆
し
た
日
や
、
南
遊
し
た
後
に
再
び
慧
能
に
見
え

た
日
を
、
い
っ
た
い
い
か
に
し
て
後
人
が
正
確
に
知
り
得
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
全
て
は
、
單
な
る
創
作
に
過
ぎ
な
い

と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

因
み
に
、
後
世
の

『

祖
堂
集』

や

『

景
�
傳
燈
録』

は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
繼
承
し
な
が
ら
も
、
信
憑
性
を
損
な
っ
て
い
る
誤
っ
た
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干
支
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、
懷
讓
が
慧
安
の
指
導
で
悟
っ
た
と
す
る
記
述
を
改
め
、
坦
然
と
と
も
に
慧
安
に
參
じ
た
が
、
坦
然
は
悟
っ

た
も
の
の
、
懷
讓
は
機
縁
が
適
わ
ず
、
慧
能
に
參
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
該
當
す
る

『

祖
堂
集』

｢

南
嶽
懷
讓
章｣

の
文

章
を
掲
げ
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

｢

至
久
視
元
年
七
月
十
八
日
。
自
嘆
曰
。
我
受
戒
。
今
經
五
夏
。
廣
學
戒
儀
。
而
嚴
有
表
。
欲
思
眞
理
。
而
難
契
焉
。
又
曰
。
夫

出
家
者
。
爲
無
爲
法
。
天
上
人
間
。
無
有
勝
者
。
時
有
坦
然
禪
師
。
覩
讓
嗟
嘆
。
乃
命
雲
遊
博
問
先
知
。
至
嵩
山
安
和
尚
處
。
坦

然
問
西
來
意
話
。
坦
然
便
悟
。
事
安
和
尚
。
師
乃
往
曹
溪
。
而
依
六
祖

(

�)

。｣

『

寶
林
傳』

で
は
、
懷
讓
の
す
ぐ
れ
た
資
質
を
強
調
す
る
た
め
に
慧
安
の
指
導
で
す
ぐ
に
悟
っ
た
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
、
慧

能
の
後
繼
者
と
し
て
の
懷
讓
の
立
場
が
曖
昧
に
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。

慧
安
が
嵩
山
に
入
っ
た
時
期
と
し
て
侯
莫
陳
が
嵩
山
に
入
っ
た
天
授
元
年

(

六
九
〇)

が
一
応
の
目
安
と
な
る
と
す
れ
ば
、
少
林
寺

で
開
法
を
行
っ
て
い
た
法
如
が
入
寂
し
た
の
が
永
昌
元
年

(

六
八
六)

で
あ
る
か
ら
、
慧
安
は
そ
れ
か
ら
程
な
く
嵩
山
に
入
っ
た
こ
と

に
な
る
。
慧
安
に
法
如
の
後
を
引
き
繼
ご
う
と
い
う
意
思
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
實
際
の
と
こ
ろ
、
侯

莫
陳
や
淨
藏
、
懷
讓
の
例
か
ら
見
て
、
嵩
山
に
お
け
る
布
教
は
か
な
り
の
成
果
を
收
め
た
の
で
あ
る
。
入
内
が
實
現
し
た
背
景
と
し
て
、

慧
安
が
嵩
山
で
博
し
て
い
た
名
聲
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

と
は
い
え
、
入
内
供
養
は
、
慧
安
の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。｢

美
を
玉
泉
大
通
に
推
し
た｣

際
に
慧
安
が
語
っ
た

と
い
う

｢

山
間
樹
下
。
難
可
厭
捨
。
豐
石
足
以
枕
倚
。
香
泉
足
以
澡
�｣
と
い
う
言
葉
は
、
單
な
る
ポ
ー
ズ
で
は
決
し
て
な
く
、
山
林

佛
教
に
發
し
た
東
山
法
門
の
價
値
觀
を
そ
の
ま
ま
繼
承
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
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宮
中
、
あ
る
い
は
都
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
山
法
門
以
來
の
修
行
が
十
分
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
問
題
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
更
に
問
題
な
の
は
、
弟
子
の
指
導
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
慧
安
は
、
自
ら
の

入
内
に
際
し
て
、
淨
藏
や
懷
讓
を
慧
能
の
も
と
に
行
か
せ
た
の
で
あ
る

(

�)

。
慧
安
の
入
内
に
際
し
て
い
っ
た
ん
慧
安
の
も
と
を
離
れ
た
淨

藏
が
、
慧
安
が
荊
州
玉
泉
寺
に
入
っ
た
こ
と
を
聞
く
と
す
ぐ
に
馳
せ
參
じ
、
ま
た
、
再
度
の
入
内
に
當
た
っ
て
再
び
そ
の
も
と
を
離
れ

た
の
は
、
こ
う
し
た
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
遙
か
遠
く
の
嶺
南
の
慧
能
を
紹
介
し
た
の
は
、
弘
忍
門
下
で

一
緒
に
學
び
、
面
識
が
あ
っ
た
の
に
加
え
て
、
神
秀
は
、
そ
の
頃
、
既
に
荊
州
か
ら
北
上
し
て
尉
氏
、
あ
る
い
は
滑
臺
あ
た
り
に
住
し

て
お
り
、
そ
の
入
内
が
タ
イ
ム
・
テ
ー
ブ
ル
に
登
り
つ
つ
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

な
お
、『

宋
高
僧
傳』

の

｢
慧
安
傳｣

に
は
、
こ
の
頃
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
逸
話
を
傳
え
て
い
る
。

｢

天
后
聖
暦
二
年
四
月
告
門
人
學
衆
曰
。
各
歸
閉
戸
。
至
三
更
有
神
人
至
。
扈
衞
森
森
和
鈴
�
�
。
風
雨
偕
至
。
其
神
旋
繞
其
院

數
遭
。
安
與
之
語
丁
寧
教
誡
再
拜
而
去
。
或
問
其
故
曰
。
吾
爲
嵩
山
神
受
菩
薩
戒
也
。
天
后
甞
問
安
甲
子
。
對
曰
。
不
記
也
。
曰

何
不
記
耶
。
乃
曰
。
生
死
之
身
如
循
環
乎
。
環
無
起
盡
何
用
記
爲
。
而
又
此
心
流
注
中
間
無
間
。
見
�
起
滅
者
亦
妄
想
耳
。
從
初

識
至
動
相
滅
時
。
亦
只
如
此
。
何
年
月
可
記
耶
。
天
后
稽
�
焉
。
聞
安
闕
井
。
敕
爲
鑿
焉
。
安
曰
。
此
下
有
赤
祥
。
愼
其
傷
物
。

將
及
泉
。
見
蝦
金
色
蠢
然
出
沮
洳
間
。
合
其
懸
記
。
帝
倍
加
欽
重

(

�)

。｣

い
ず
れ
も
後
世
の
作
り
話
と
見
え
る
が
、
こ
の
う
ち
、
慧
安
が
嵩
山
の
神
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
と
い
う
話
は
、｢

法
如｣

の
項
で
言

及
し
た
元
珪
の
話
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
話
の
脱
化
で
あ
ろ
う
。
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
元
珪
は
、
本
來
、
法
如

の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、『

宋
高
僧
傳』

で
は
、
慧
安
の
弟
子
に
誤
ら
れ
て
い
る
。
宋
初
に
は
、
法
如
の
存
在
は
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て
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い
た
の
に
對
し
て
、
慧
安
は
常
識
を
超
え
た
能
力
を
持
つ
人
物
と
し
て
極
め
て
有
名
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
元
珪
に
關
し
て
傳
承
さ
れ
て
い
た
神
祕
的
な
傳
承
が
、
い
つ
の
間
に
か
慧
安
の
も
の
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

６.
玉
泉
寺
入
寺
と
再
度
の
入
京

宮
中
か
ら
嵩
山
に
身
を
引
い
た
後
の
慧
安
に
つ
い
て
、｢

道
安
禪
師
碑｣

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

夫
日
登
渾
天
。
苦
遙
夜
者
利
見
。
火
熙
寒
室
。
倦
淒
滄
者
慶
來
。
擧
地
依
歸
。
傾
都
師
仰
。
若
然
者
。
隨
至
隨
詈
。
撃
之
逐
之
。

□
忝
爾
懷
。
誓
塗
我
口
。
拂
衣
而
起
。
卻
遊
以
辭
。
益
指
於
荊
州
玉
泉
。
已
而
反
覆
年
序
矣
。
山
下
有
涕
涙
求
法
。
隕
滅
不
迴
。

解
體
而
獻
心
。
决
目
而
貢
誠
。
至
�
神
達
。
上
駭
天
聖
。
若
夫
高
密
詣
耶
。
則
無
務
薄
言
。
神
梵
儀
耶
。
則
無
聞
往
教

(

�)

。｣

意
味
は
明
確
で
な
い
が
、
恐
ら
く
、
都
か
ら
嵩
山
ま
で
押
し
か
け
て
く
る
崇
拜
者
に
手
を
燒
い
て
、
嵩
山
を
後
に
し
て
故
郷
の
荊
州

に
歸
り
、
玉
泉
寺
に
入
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
熱
心
に
法
を
求
め
る
も
の
が
多
く
集
ま
り
、
彼
ら
に
對
し
て
教
え
を
説
い
た
と
い
う
の
で

あ
ろ
う

(

�)

。

こ
こ
に

｢

荊
州
玉
泉｣

と
い
う
の
は
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
か
つ
て
神
秀
が
住
し
て
い
た

｢

度
門
蘭
若｣

を
指
す
で
あ
ろ
う
。
要

す
る
に
、
神
秀
の
後
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。｢

道
安
禪
師
碑｣

は
、
山
林
を
好
み
榮
譽
を
嫌
う
性
格
の
歸
結
と
し
て
、
慧
安
が
荊
州
玉

泉
寺
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
い
る
が
、
實
際
に
は
、
弟
子
の
指
導
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
入
内
し

て
名
聲
を
極
め
た
以
上
、
兩
京
や
そ
の
周
邊
に
い
れ
ば
、
弟
子
を
指
導
す
る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
帝
室
に
お
け
る
東
山

法
門
の
地
位
の
向
上
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
秀
に
任
せ
て
、
慧
安
は
、
か
つ
て
神
秀
が
布
教
の
實
を
上
げ
た
度
門
蘭
若
に
居
を
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定
め
て
、
弟
子
の
指
導
に
專
念
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
分
擔
し
合
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
こ
に
は
、
當
然
、
密
接
な
連
携
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

な
お
、
石
井
公
成
氏
は
、｢

道
安
禪
師
碑｣

に
、
嵩
山
に
多
く
の
人
が
訪
れ
た
際
、
慧
安
が

｢

隨
至
隨
詈
。
撃
之
逐
之｣

と
い
う
態

度
を
取
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
關
し
て
、
こ
れ
を
、

｢

老
安
は
、
怠
け
て
い
る
者
を
叱
る
の
で
は
な
く
、
熱
心
な
修
禪
者
た
ち
が
は
る
ば
る
參
じ
て
く
る
と
、
一
律
に
激
し
く
罵
り
、

撃
っ
て
追
い
返
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、『

楞
伽
經』

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
涅
槃
や
第
一
義
諦
の
實
在
を
前
提
と
し
て
そ
れ
を

得
た
い
と
強
く
望
む
こ
と
も
妄
想
に
す
ぎ
な
い
以
上
、
修
行
者
が
熱
心
で
機
根
の
す
ぐ
れ
た
者
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
妄
想
も
根
深

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
嚴
し
い
叱
責
が
な
さ
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

(

�)

。｣

と
解
し
、｢

�
山
の
三
十
棒
の
先
驅
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う｣

と
ま
で
い
う

(

�)

。
し
か
し
、
こ
の
文
章
か
ら
、
そ
こ
ま
で
の
意
味
を
讀
み

取
る
の
は
無
理
と
思
わ
れ
る
。
單
に
、
名
聲
を
慕
う
だ
け
の
輕
薄
の
輩
を
寄
せ
付
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
意
味
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

故
郷
の
玉
泉
寺
に
歸
っ
た
後
の
こ
と
と
し
て
、｢

道
安
禪
師
碑｣

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

｢

哲
后
躬
親
禪
窟
。
咨
□
道
門
。
睿
族
保
之
而
盡
師
。
大
道
友
之
而
來
仰
賀
。
中
旨
殷
勤
而
一
晝
三
接
。
朝
恩
稠
□
而
以
月
繋
年
。

非
道
妙
動
于
時
。
能
仁
感
于
俗
。
安
至
如
是
乎
。
遂
不
得
已
而
心
副
于
世

(

�)

。｣

こ
れ
も
甚
だ
明
瞭
を
缺
く
文
章
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
則
天
武
后
か
ら
の
敕
召
が
頻
繁
に
な
さ
れ
、
や
む
を
得
ず
荊
州
を
發
っ
て
、
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再
び
入
京
し
て
入
内
し
た
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、『

宋
高
僧
傳』

の

｢

慧
安
傳｣

は
、

｢
如
是
却
還
家
郷
玉
泉
寺
。
時
神
秀
禪
師
新
歸
寂
。
咸
請
住
持
。
安
弗
從
命
。
…
…
殆
中
宗
神
龍
二
年
九
月
。
敕
令
中
官
賜
紫
袈

裟
并
絹
。
度
弟
子
二
七
人
。
復
詔
安
并
靜
禪
師
入
中
禁
受
供
施
。
三
年
賜
摩
納
一
副

(

�)

。｣

と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
神
秀
が
入
寂
し
た
後
、
皆
な
が
そ
の
後
繼
者
と
な
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
こ
れ
に
は
從
わ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
神
龍
二
年

(

七
〇
六)
の
九
月
に
、
敕
命
で
紫
袈
裟
等
を
賜
り
、
弟
子
を
得
度
さ
せ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
り
、
慧
安
も
遂
に
入
内

を
承
諾
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。｢
慧
安
傳｣

は
、
こ
の
間
に
先
に
引
い
た
嵩
山
の
神
へ
の
授
戒
や
則
天
と
の
問
答
等
を
挾
ん
で
お
り
、

慧
安
の
入
内
が
神
秀
の
入
寂
よ
り
か
な
り
遲
れ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
與
え
る
が
、
實
際
に
は
、
神
秀
が
入
寂
し
た
の
は
神
龍
二
年
二

月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
同
一
年
中
の
出
來
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

既
に
し
ば
し
ば
言
及
し
た
よ
う
に
、『

宋
高
僧
傳』

の
記
述
に
は
問
題
が
多
い
か
ら
、
必
ず
し
も
そ
の
内
容
を
信
ず
る
必
要
は
な
い

が
、
既
に
葛
兆
光
氏
が
推
定
す
る
よ
う
に

(

�)

、
則
天
武
后
に
よ
る
再
三
に
亙
る
敕
召
が
、
入
寂
し
た
神
秀
に
代
わ
る
東
山
法
門
の
指
導
者

を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
神
龍
二
年
と
い
う
入
内
の
時
期
は
、
極
め
て
穩
當
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
信
じ
て
よ
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
慧
安
が
玉
泉
寺
に
住
し
た
の
は
、
久
視
元
年

(

七
〇
〇)

、
あ
る
い
は
そ
の
翌
年
頃
に
始
ま
り
神
龍
二
年

(

七

〇
六)

年
に
至
る
五
年
ほ
ど
の
間
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
先
に
掲
げ
た
淨
藏
の
塔
銘
に

｢

遂
至
荊
南
。
尋

覩
大
師
。
親
承
五
載｣

と
い
う
の
と
正
し
く
符
合
し
、
こ
こ
に
い
う

｢
大
師｣

が
慧
安
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
證
す
る
も
の
と
い
え
る
。

な
お
、｢

道
安
禪
師
碑｣

に
い
う

｢

哲
后｣

に
つ
い
て
、
杜
繼
文
・
魏
道
儒
兩
氏
は
、
慧
安
が
招
か
れ
た
の
は
神
秀
入
寂
後
の
こ
と

だ
か
ら
、
當
時
、
既
に
則
天
武
后
は
こ
の
世
に
な
く
、
韋
后
を
指
す
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
説
く

(

�)

。
確
か
に
則
天
武
后
が
歿
し
た
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の
は
神
龍
元
年

(

七
〇
五)

の
十
一
月
で
、
神
秀
の
入
寂
よ
り
數
箇
月
早
い
。
し
か
し
、
神
秀
は
入
寂
以
前
か
ら
體
調
が
優
れ
ず
、
し

ば
し
ば
歸
郷
を
願
い
出
て
い
た
か
ら
、
武
后
の
存
命
中
に
既
に
慧
安
に
對
し
て
敕
命
が
發
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
あ
り

得
る
こ
と
で
あ
り
、
當
初
は
そ
れ
を
斷
っ
て
い
た
も
の
の
、
遂
に
斷
り
切
れ
な
く
な
っ
て
、
翌
年
に
入
内
に
及
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

７.

滅
後
の
事
跡
と
弟
子

慧
安
が
再
度
入
内
し
た
の
が
神
龍
二
年

(

七
〇
六)

で
、
神
秀
の
入
寂
の
後
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
景
龍
二
年

(

七
〇
八)

二
月
八
日
慧
安
の
入
寂
ま
で
は
二
年
に
満
た
な
い
。
從
っ
て
、｢

道
安
禪
師
碑｣

が
、
こ
の
間
の
具
體
的
な
事
跡
を
缺
き
、
直
ち
に
入

寂
の
描
寫

(

既
に
本
項
の
冒
頭
で
引
い
た)

に
移
っ
て
い
る
の
も
不
自
然
で
は
な
い
。
そ
し
て
、｢

道
安
禪
師
碑｣

は
、
入
寂
後
、
種
々

の
靈
異
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
皇
帝
が
悲
し
み
の
餘
り
政
務
を
輟
め
、
王
侯
が
哀
悼
の
意
を
表
し
に
赴
い
た
こ
と
、
更
に
は
、
既
に
觸

れ
た
よ
う
に
、
嵩
山
に
塔
を
建
て
滑
臺
に
招
提
寺
を
置
い
た
こ
と
等
に
言
及
し
て
、
そ
の
傳
を
終
え
て
い
る
。

弟
子
と
し
て
は
、
既
に
言
及
し
た
侯
莫
陳
�(
六
六
〇-

七
一
四)

、
淨
藏

(

六
七
五-

七
四
六)

、
懷
讓

(

六
七
七-

七
四
四)

、
智
力

(

六
九
四-

七
七
四)

以
外
に
も
、｢

道
安
禪
師
碑｣

に
、

｢

至
人
心
洞
於
存
沒
。
勝
被
於
師
資
。
一
爲
聖
胎
。
一
爲
僧
寶
。
是
以
弟
子
慧
遠
者
。
襲
明
承
慶
。
演
末
裕
源
。
東
傳
之
法
而
載

極
乎
天
。
北
流
之
妙
而
不
墜
於
地
。
今
也
其
沒
。
蒼
然
何
歸

(

�)

。｣

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、｢

慧
遠｣

と
い
う
後
繼
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宇
井
伯
壽
氏
は
、｢

普
寂
塔
銘｣

に
お
い
て
、
普
寂
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が
入
寂
し
た
翌
年
の
開
元
二
十
八
年
に
、
嵩
岳
寺
の
舊
居
に
塔
を
建
て
た
際
の
寺
主
を
慧
遠
と
し
て
い
る
の
に
注
目
し
て
同
一
人
物
で

あ
ろ
う
と
し

(

�)

、
椎
名
宏
雄
氏
も
こ
れ
に
從
う
が

(

�)

、
上
の

｢

道
安
禪
師
碑｣

の
記
載
に
は
っ
き
り
と

｢

今
也
其
�
。
蒼
然
何
歸｣

と
あ
る

以
上
、
慧
安
の
弟
子
の
慧
遠
は
、
こ
の
碑
銘
の
書
か
れ
た
開
元
十
五
年
以
前
に
既
に
歿
し
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
て
、
別
人
と
見
る
ほ
か

な
い
。

ま
た
、｢

道
安
禪
師
碑｣

の
末
尾
に
、

｢

建
塔
僧
破
竈
栞
。

開
元
十
五
年
十
月
廿
一
日
建

(

�)

。｣

と
い
う
付
記
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
碑
銘
が
建
塔
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
塔
を
建
て
た
僧
が

｢

破
竈
栞｣

で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の

｢

破
竈
栞｣

は
、
宗
密
の

『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

卷
三
之
下
に
、

｢

疏
有
教
行
。
不
拘
而
滅
識
者
。
第
三
家
也
。
其
先
亦
五
祖
下
分
出
。
即
老
母

(

マ
マ)

安
和
上
也
。
…
…
有
四
弟
子
。
皆
道
高
名
著
。
中

有
一
俗
弟
子
陳
楚
章
餘
三
即
騰
騰
。
自
在
。
破
竈
墮
。
時
號
陳
七
哥
。
有
一
僧
名
無
住
。
遇
陳
開
示
領
悟
。
亦
志
行
孤
勁
。
後
遊
蜀
中
。

遇
金
和
上
開
禪
。
亦
預
其
會
。
但
更
諮
問
。
見
非
改
前
悟
。
將
欲
傳
之
於
未
聞
。
意
以
稟
承
俗
人
。
恐
非
宜
便
。
遂
認
金
和
上
爲

師

(

�)

。｣

と
記
さ
れ
る

｢

破
竈
墮｣

と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
ら
、
慧
安
の
弟
子
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
恐
ら
く
、
正
し
く
は

｢

破
竈
栞｣

で
あ
っ
た
の
が
、
後
に

｢

破
竈
墮｣

に
誤
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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『

宋
高
僧
傳』

に
も

｢

唐
嵩
嶽
破
竈
墮
傳｣

が
立
て
ら
れ
、
慧
安
の
弟
子
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
名
前
の
由
來
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
話
を
傳
え
て
い
る
。

｢

甞
遇
巫
氏
能
與
人
�
竈
祓
禳
。
若
漢
武
之
世
李
少
君
以
祠
竈
可
以
致
物
同
也
。
凡
其
解
奏
之
時
。
往
往
見
鬼
物
形
兆
。
閭
里
迭

畏
。
傳
于
衆
多
殺
少
牢
以
祭
之
者
交
午
。
重
其
主
竈
。
乃
旛
蓋
擁
之
祕
而
罕
覩
焉
。
揚
子
所
謂
靈
場
之
威
宜
夜
矣
乎
。
時
墮
詣
之
。

始
勸
巫
者
。
終
爲
神
説
法
已
告
云
。
我
聞
師
教
決
定
生
天
。
乃
現
其
形
禮
辭
且
曰
。
蒙
師
提
耳
獲
益
彌
深
。
得
生
殊
勝
天
。
言
訖

而
隱
。
其
竈
即
神
祠
也
。
隨
而
瓦
解
自
然
破
落
。
非
人
力
也
。
遐
邇
驚
駭
。
此
師
素
不
稱
名
。
由
此
全
取
他
名
號
破
竈
墮
也

(

�)

。｣

こ
れ
に
よ
れ
ば
、｢

破
竈
墮｣

は
正
式
の
僧
名
で
は
な
く
、
渾あ

だ

名な

で
あ
る
こ
と
に
な
る

(

こ
れ
と
類
似
し
た
話
は
、『

景
�
傳
燈
録』

に

も
傳
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
こ
れ
を
聞
い
た
慧
安
が

｢

破
竈
墮｣

と
い
う
渾
名
を
付
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(

�))

。
し
か
し
、
師
の
塔

銘
に
弟
子
が
自
ら
渾
名
を
書
く
は
ず
は
な
い
か
ら
、
こ
う
し
た
話
は
、｢

破
竈
栞

(

破
竈
墮)｣

と
い
う
珍
し
い
名
前
に
基
づ
い
て
創
作

さ
れ
た
作
り
話
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。
慧
安
は
超
越
的
な
能
力
を
持
つ
僧
と
し
て
宋
代
に
も
名
高
か
っ
た
か
ら
、
弟
子
に
つ
い
て
も
、

こ
う
し
た
奇
し
げ
な
話
が
創
作
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
は
十
分
に
理
解
で
き
る
。

上
の

『

圓
覺
經
大
疏
鈔』

の
文
章
に
據
れ
ば
、
陳
楚
章
・
騰
騰
・
自
在
の
三
人
も
慧
安
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ

の
う
ち
、
陳
楚
章
と
自
在
の
二
人
に
つ
い
て
は
、『

歴
代
法
寶
記』
に
、

｢

開
元
年
代
。
父
朔
方
展
效
。
時
年
二
十
。
膂
力
過
人
。
武
藝
絶
倫
。
當
此
之
時
。
信
安
王
充
河
朔
兩
道
節
度
使
。
見
和
上
有
勇

有
列
。
信
安
王
留
充
衙
前
遊
奕
先
鋒
官
。
和
上
毎
日
自
歎
。
在
世
榮
華
。
誰
人
不
樂
。
大
丈
夫
兒
。
未
逢
善
知
識
。
一
生
不
可
虚
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棄
。
遂
乃
捨
官
宦
。
尋
師
訪
道
。
忽
遇
白
衣
居
士
陳
楚
章
。
不
知
何
處
人
也
。
時
人
號
爲
維
摩
詰
化
身
。
説
頓
教
法
。
和
上
當
遇

之
日
。
密
契
相
知
。
默
傳
心
法
。
和
上
得
法
已
。
一
向
絶
思
斷
慮
。
事
相
竝
除
。
三
五
年
間
。
白
衣
修
行
。

天
寶
年
間
。
忽
聞
范
陽
到
次
山
有
明
和
上
。
東
京
有
神
會
和
上
。
太
原
府
有
自
在
和
上
。
竝
是
第
六
祖
祖
師
弟
子
。
説
頓
教
法
。

和
上
當
日
之
時
。
亦
未
出
家
。
遂
往
太
原
。
禮
拜
自
在
和
上
。
自
在
和
上
説
。
淨
中
無
淨
相
。
即
是
眞
淨
佛
性
。
和
上
聞
法
已
。

心
意
快
然
。
欲
辭
前
途
。
老
和
上
共
諸
師
大
�
。
苦
留
不
放
。
此
眞
法
棟
梁
。
便
與
削
髪
披
衣
。
天
寶
八
載
。
具
戒
已
。
便
辭
老

和
上
。
向
五
臺
山
清
涼
寺
。
經
一
夏
。
聞
説
到
次
山
明
和
上
蹤
由
。
神
會
和
上
語
意
。
即
知
意
境
。
亦
不
往
禮

(

�)

。｣

と
見
え
、
保
唐
寺
無
住

(

七
一
四-
七
七
四)

が
開
元
二
十
一
年

(

七
三
三
、
時
に
無
住
二
十
歳)

か
ら
天
寶
八
載

(

七
四
九)

に
か
け
て

の
時
期
に
相
次
い
で
師
事
し
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
八
世
紀
の
前
半
に
は
、
彼
ら
は
そ
の
活
動
に

よ
っ
て
か
な
り
有
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、『

歴
代
法
寶
記』

が
自
在
を
慧
安
で
な
く
、
慧
能
の
弟
子
と
す
る
の
は
相
違
で
あ
る
が

(

�)

、
恐
ら
く
、
こ
れ
は
矛
盾
で
は

な
く
、
自
在
も
淨
藏
や
懷
讓
と
同
樣
、
慧
安
と
慧
能
の
二
人
に
學
ん
だ
の
で
あ
る

(

�)

。
宗
密
は
、
慧
能
門
下
の
主
流
と
し
て
の
荷
澤
宗
の

地
位
を
確
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
自
在
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
慧
能
と
の
關
係
に
觸
れ
る
の
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
。な

お
、
こ
こ
に
神
會
や
自
在
と
と
も
に
慧
能
の
弟
子
と
し
て
名
前
の
擧
げ
ら
れ
る
到
次
山
明
禪
師
に
つ
い
て
も
、
慧
安
と
慧
能
の
二

人
に
學
ん
だ
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

｢
慧
能｣

の
項
に
讓
る
こ
と
と
し
た
い
。

殘
る
騰
騰
に
つ
い
て
は
、『

景
�
傳
燈
録』

に
次
の
よ
う
な
傳
記
が
あ
る
。
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｢

洛
京
福
先
寺
仁
儉
禪
師
。
自
嵩
山
罷
問
放
曠
郊
。
時
謂
之
騰
騰
和
尚
。
唐
天
册
萬
歳
中
。
天
后
詔
入
殿
前
。
仰
視
天
后
良
久
曰
。

會
麼
。
后
曰
不
會
。
師
曰
。
老
僧
持
不
語
戒
。
言
訖
而
出
。
翌
日
進
短
歌
一
十
九
首
。
天
后
覽
而
嘉
之
厚
加
賜
賚
。
師
皆
不
受
。

又
令
寫
歌
辭
傳
布
天
下
。
其
辭
竝
敷
演
眞
理
。
以
警
時
俗
。
唯
了
元
歌
一
首
盛
行
於
世

(

�)

。｣

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
騰
騰
と
は
福
先
寺
仁
儉
禪
師
の
こ
と
で
、
天
册
萬
歳
元
年

(

六
九
五)

に
入
内
し
て
則
天
武
后
と
問
答
を
交
わ
し

た
と
い
う
。
石
井
公
成
氏
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
史
實
と
認
め
て
い
る
が

(

�)

、
師
の
慧
安
以
前
に
入
内
し
た
と
い
う
の
は
容
易
に
は
信
じ

が
た
い
。
慧
安
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
傳
記
未
詳
と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
言
及
し
た
外
に
も
、
撰
者
未
詳
の

｢

唐
故
張
禪
師
墓
誌
銘｣

(

洛
陽
市
出
土
、
七
六
八
年)

に
、

｢

香
山
禪
師
諱
義
�
。
字
思
靖
。
俗
姓
董
氏
。
河
南
陽
�
人
。
紹
嵩
岳
會
善
大
安
禪
師
智
印
。
法
歳
廿
七
。
世
齡
五
十
九
。
開
元

十
九
年
七
月
十
九
日
。
長
天
色
慘
。
塞
樹
凝
霜
。
頂
白
方
。
面
赤
方
。
右
肱
枕
席
。
左
臂
垂
膝
。
言
次
寂
默
。
奄
魂
而
歸
。
擧
體

香
軟
。
容
華
轉
鮮
。
感
瑞
嘉
祥
。
具
載
碑
録

(

�)
。｣

と
記
さ
れ
る
義
�(

六
七
三-

七
三
一)

も
慧
安
の
弟
子
と
認
め
ら
れ
る
。
慧
安
を

｢

嵩
岳
會
善
大
安
禪
師｣

と
呼
ん
で
い
る
か
ら
、

恐
ら
く
は
、
彼
も
慧
安
が
入
内
す
る
以
前
に
嵩
山
で
師
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
柳
田
聖
山
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
、
楊
曾
文
ら
の
諸
氏
は
、『

楞
伽
師
資
記』

の
編
者
で
あ
る
淨
覺
も
慧
安
に
師

事
し
た
と
説
く
が
、
後
に

｢

玄
�｣

の
項
で
論
ず
る
よ
う
に
、
こ
の
見
解
は
正
し
く
な
い
。
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註
(

１)
な
お
、
柳
田
聖
山
氏
は
、
前
掲
の

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』

五
九
頁
に
お
い
て
、

｢
い
っ
た
い
、『

楞
伽
佛
人
法
志』

の
内
容
は
、
現
在
と
し
て
は

『

楞
伽
師
資
記』

に
引
か
れ
て
い
る
部
分
に
よ
っ
て
考
え
る
外
は
な
い

が
、『
楞
伽
佛
人
法
志』

に
は
、
弘
忍
と
神
秀
の
傳
の
外
に
、
慧
安
の
傳
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。｣

と
述
べ
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ
が
事
實
な
ら
、
玄
�
の
著
し
た
と
さ
れ
る

『

楞
伽
人
法
志』

の

｢

慧
安
傳｣

は
、｢

道
安
禪
師
碑｣

に
先
行

す
る
最
古
の
傳
記
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
氏
の
よ
う
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由
は
全
く
存
在
し
な
い
。
氏
は
、
淨
覺
が
慧
安
に
も

師
事
し
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
こ
の
推
測
の
根
據
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が

(

同
上
、
七
〇-

七
一
頁
註
⑧)

、
後
に

｢

玄
�｣

の
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
玄
�
が
神
秀
や
慧
安
と
面
識
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
既
に
論
じ
た
通
り
で

あ
る
。

(

２)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中-

下
。
こ
の
傳
記
の
末
尾
に
は
、｢

先
天
二
年
。
門
人
建
浮
圖
焉｣

(

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
下)

と
記
さ
れ
て

お
り
、
あ
た
か
も
こ
の
際
に
書
か
れ
た
塔
銘
に
基
づ
い
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
先
天
二
年

(

七
一
三)

に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
慧
安

の
塔
に
つ
い
て
は
、
外
に
何
の
記
録
も
知
ら
れ
て
い
な
い
う
え
に
、
傳
記
の
内
容
か
ら
見
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
大
部
分
は
、
そ
の
よ
う

に
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
は
見
做
し
が
た
い
。

(

３)

椎
名
宏
雄
氏
は

｢

嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禪
の
展
開｣

(｢
宗
學
研
究｣

一
〇
、
一
九
六
八
年)

に
お
い
て
、｢

慧
安
は
異
常
な
高
齡
に
加
え

て
嵩
山
の
岳
神
に
授
戒
し
た
と
傳
え
ら
れ
る
な
ど
の
神
異
的
面
が
あ
る
た
め
か
、
唐
室
の
歸
依
は
篤
く
、
何
度
も
入
内
し
て
欽
重
さ
れ
た｣

(

一
七
七
頁)

と
述
べ
、
破
竈
墮
、
元
珪
に
言
及
し
た
後
、｢

以
上
、
慧
安
系
の
者
は
多
く
は
な
い
が
、
神
異
的
な
傾
向
が
窺
わ
れ
、
故
に
嵩

山
の
道
俗
か
ら
は
多
大
の
畏
敬
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る｣

(

一
七
八
頁)

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
説
は
、
慧
安
、
乃
至
は
そ
の
一
派
に
對
す

る
多
く
の
人
々
の
認
識
を
代
表
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

(

４)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

５)
『

續
高
僧
傳』

の

｢

�
州
雙
峯
山
釋
道
信
傳｣

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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｢

�
州
道
俗
請
度
江
北
黄
梅
縣
衆
造
寺
。
依
然
山
行
。
遂
見
雙
峯
有
好
泉
石
。
即
住
終
志
。
當
夜
大
有
猛
獸
來
繞
。
竝
爲
授
歸
戒
。
授

已
令
去
。
自
入
山
來
三
十
餘
載
。
諸
州
學
道
無
遠
不
至
。
刺
史
崔
義
玄
。
聞
而
就
禮
。
臨
終
語
弟
子
弘
忍
。
可
爲
吾
造
塔
。
命
將
不
久
。

又
催
急
成
。
又
問
中
未
。
答
欲
至
中
。
衆
人
曰
。
和
尚
可
不
付
囑
耶
。
曰
。
生
來
付
囑
不
少
。
此
語
纔
了
奄
爾
便
絶
。
于
時
山
中
五
百

餘
人
。
竝
諸
州
道
俗
。
忽
見
天
地
闇
冥
。
遶
住
三
里
樹
木
葉
白
。
房
側
梧
桐
樹
曲
枝
向
房
。
至
今
曲
處
皆
枯
。
即
永
徽
二
年
閏
九
月
四

日
也
。
春
秋
七
十
有
二
。｣

(

大
正
藏
五
〇
、
六
〇
六
中)

こ
れ
に
據
れ
ば
、
道
信
は
雙
峰
山
で
三
十
年
以
上
、
學
徒
の
教
導
に
努
め
、
永
徽
二
年

(

六
五
一)

に
七
十
二
歳
で
入
寂
し
た
と
さ
れ
る

か
ら
、
そ
の
雙
峰
山
へ
の
入
山
は
、
武
�
四
年

(

六
二
一
、
四
十
二
歳)

以
前
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

(

６)

續
藏
一-

一
四-

三
、
二
七
八
張
裏
上
。

(

７)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中-
下
。

(

８)

前
掲

『

禪
宗
史
研
究』

一
五
〇-
一
五
一
頁
。

(

９)

前
掲

『

初
期
禪
宗
史
書
の
研
究』
九
四
頁
。

(

�)

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
。

(

�)

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
二
九
頁
、
一
〇
一
頁
。
こ
の
他
、
葛
兆
光
氏
も
、
神
龍
三
年
に
少
林
寺
で
入
寂
し
た
と
い
う
説
を

採
用
し
て
い
る

(

前
掲

『

中
國
禪
宗
史
―
從
６
世
紀
到
９
世
紀』

一
二
二
頁)

。

(

�)

こ
の
點
は
、
石
井
公
成
氏
の
つ
と
に
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
石
井
公
成

｢

祖
師
禪
の
源
流
―
老
安
碑
文
を
手
が
か
り
と
し
て｣

(｢

禪

學
研
究｣

八
〇
、
二
〇
〇
一
年)

二
〇
八
頁
を
參
照
。

(

�)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

�)

同
上
。

(

	)

同
上
。

(


)

し
か
し
、
石
井
公
成
氏
や
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
ェ
ン
セ
ン
氏
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
事
實
と
見
做
し
て
い
る
。
石
井
公
成

｢

老
安
碑
文
が

示
す
思
想
的
諸
問
題｣

(｢

東
洋
文
化｣

八
三
、
二
〇
〇
三
年)

九
三
頁
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
ェ
ン
セ
ン
前
掲
書
、
五
〇
頁
等
を
參
照
。

― ―89



(
�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中
。

(
�)
前
掲

『

中
國
禪
宗
通
史』

一
〇
七
頁
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
前
掲
書
、
一
〇
〇
頁
、
前
掲

｢

老
安
碑
文
が
示
す
思
想
的
諸
問
題｣

九
三
頁
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
ェ
ン
セ
ン
氏
前
掲
書
、
五
〇
頁
等
を
參
照
。

(

�)

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢｢

戒
律｣

か
ら

｢

清
規｣

へ
―
北
宗
の
禪
律
一
致
と
そ
の
克
服
と
し
て
の
清
規
の
誕
生｣

(｢

日
本
佛
教

學
會
年
報｣
七
四
、
二
〇
〇
九
年)

を
參
照
さ
れ
た
い
。

(

�)
『

唐
文
續
拾』
三
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中
。
な
お
、『

景
徳
傳
燈
録』

の

｢

嵩
嶽
慧
安
國
師
章｣

も
、
同
樣
に
、
慧
安
が
弘
忍
に
參
じ
た
の
を
貞
觀
年
間

の
こ
と
と
し
て
い
る

(
大
正
藏
五
一
、
二
三
一
下)

。

(

�)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中
。

(

	)

石
井
公
成

『

華
厳
思
想
の
研
究』

(
春
秋
社
、
一
九
九
六
年)

二
三
二
頁
、
同

｢

禪
宗
に
對
す
る
華
嚴
宗
の
對
應
―
智
儼
・
義
湘
の
場
合｣

(｢

韓
國
佛
教
學sem

inar｣

九
、
二
〇
〇
三
年)

一
一
九
頁
、
一
二
六-

一
二
七
頁
を
參
照
。

(


)

藤
善
眞
澄

『

道
宣
傳
の
研
究』

(

京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
〇
二
年)

一
六
五-

一
六
八
頁
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
六
二
四
中
。

(

�)

こ
こ
に
い
う

｢

青
女
之
災｣

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
民
間
信
仰
に
關
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
道
教
に
い
う

｢

女
青｣

と
何
ら
か
の
關
係
を
持
つ
も
の
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
道
教
の

｢

女
青｣

に
つ
い
て
は
、
菊
地
章
太

『

神
呪
經
研
究
―
六
朝
道
教
に

お
け
る
救
済
思
想
の
形
成』

(

研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年)

第
二
部
第
二
章

｢『

女
青
鬼
律』

の
成
立｣

を
參
照
。

(


)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

�)

前
掲

『

全
唐
文
補
編』

卷
五
八
。

(

�)

な
お
、
杜
繼
文
・
魏
道
儒
兩
氏
は
、｢

道
安
禪
師
碑｣

の

｢

禪
師
順
退
避
位
。
推
美
于
玉
泉
大
通
也｣

と
い
う
記
述
に
つ
い
て

｢

此
説
破

綻
太
多
。
不
甚
可
信｣

と
評
し
て
い
る

(

前
掲

『

中
國
禪
宗
通
史』

一
〇
七
頁
參
照)
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
判
斷
す
る
根
據
を
示
し
て

― ―90



お
ら
ず
、
納
得
で
き
な
い
。｢

智
力
紀
�
幢｣

の
記
載
に
據
れ
ば
、
慧
安
が
久
視
元
年
以
前
に
入
内
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の

後
、
神
秀
が
帝
師
と
な
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
う
え
に
、
神
秀
が
慧
安
の
先
輩
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
記
述
に
不
自
然
な
點
は
全
く

な
く
、
ま
し
て
破
綻
な
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

(

�)

周
紹
良
主
編

『

唐
代
墓
誌
彙
編』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

開
元
〇
〇
八
。

(

�)

上
山
大
峻

｢
チ
ベ
ッ
ト
譯

『

頓
悟
眞
宗
要
決』

の
研
究｣

(｢

禪
文
化
研
究
所
紀
要｣

八
、
一
九
七
六
年)

九
六
頁
。

(

�)

恐
ら
く
、
侯
莫
陳
が
神
秀
に
師
事
し
た
の
は
、
洛
陽
に
お
い
て
で
あ
っ
て
嵩
山
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
は
、
そ
の
後
も
本
據

を
嵩
山
に
置
き
つ
つ
、
各
地
を
布
教
し
て
廻
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

(

�)

前
掲

｢

チ
ベ
ッ
ト
譯

『
頓
悟
眞
宗
要
決』

の
研
究｣

九
六
頁
。

(

�)
『

全
唐
文』

九
九
七
、
氣
賀
澤
三
五
七
三
。
な
お
、
こ
の

｢

身
塔
銘｣

は

『

唐
文
拾
遺』

五
〇
に
も
收
録
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

事
實
、
多
く
の
人
が
そ
う
解
し
て
い
る
。
前
掲

｢

嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禪
の
展
開｣

一
七
七
頁
、
前
掲

｢

祖
師
禪
の
源
流
―
老
安
の
碑
文

を
手
が
か
り
と
し
て｣

二
一
〇
頁
等
を
參
照
。

(

	)

マ
ク
レ
ー
氏
前
掲
書
、
五
八-

五
九
頁
。

(


)

マ
ク
レ
ー
氏
が
、
慧
能
で
は
な
く
て
、
名
前
の
分
か
ら
ぬ
先
生
が
印
可
し
た
と
し
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
、｢

能
遂
印
可｣

の

｢

能｣

を

｢

慧
能｣

で
は
な
く
、｢

能
く｣

の
意
に
解
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に

｢

指
而
北
歸｣

と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
當
然
、

｢

慧
能｣

の
意
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(

�)
『

全
唐
文』

六
一
九
。

(

�)

こ
の
碑
銘
に
基
づ
い
た
と
見
ら
れ
る

『

宋
高
僧
傳』

の

｢

唐
南
嶽
觀
音
臺
懷
讓
傳｣

に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
は
、
こ
れ
を
證
す
る
も
の

と
い
え
る
。

｢

弱
冠
詣
荊
南
玉
泉
寺
事
恒
景
律
師
便
剃
髮
受
具
。
歎
曰
。
夫
出
家
者
爲
無
爲
法
。
天
上
人
間
無
有
勝
者
。
經
之
所
謂
出
四
衢
道
露
地

而
坐
也
。
時
坦
禪
師
乃
勸
讓
往
嵩
丘
覿
安
公
。
安
啓
發
之
。
因
入
曹
侯
溪
覲
能
公
。｣

(

大
正
藏
五
〇
、
七
六
一
上)

(


)
『

全
唐
文』

六
一
九
。
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(
�)

『

宋
高
僧
傳』

の

｢

唐
南
嶽
觀
音
臺
懷
讓
傳｣

の
記
述
は
次
の
ご
と
く
で
あ
り
、
こ
れ
と
一
致
す
る
。

｢

讓
以
儀
鳳
二
年
生
。
至
天
寶
三
載
八
月
十
日
。
終
于
衡
嶽
。
春
秋
六
十
八
。
僧
臘
四
十
八
。
一
公
建
塔
于
別
峯
。｣

(

大
正
藏
五
〇
、

七
六
一
中)

(

�)

椎
名
宏
雄

｢『

寶
林
傳』

逸
文
の
研
究｣

(｢

駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集｣

一
一
、
一
九
八
〇
年)

二
四
八
頁
。

(

�)

同
上
。

(

�)

同
上
。

(

�)

柳
田
聖
山
主
編

『
祖
堂
集』

(

禪
學
叢
書
之
四
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
四
年
再
版)

七
二
頁
。

(

�)

石
井
公
成
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
經
緯
を
經
て
成
立
し
た

『

祖
堂
集』

や

『

景
�
傳
燈
録』

の
記
述
に
基
づ
い
て
、

｢

こ
の
慧
安
、
す
な
わ
ち
老
安
こ
そ
、
現
存
資
料
に
よ
る
限
り
、｢

揚
眉
動
睛｣

に
類
す
る
行
爲
に
よ
っ
て
教
化
し
た
最
初
の
人
物
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て

｢

祖
師
西
來
意｣

を
問
う
質
問
に
答
え
た
最
初
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。｣

(

前
掲

｢

祖
師
禪
の
源
流
―

老
安
碑
文
を
手
が
か
り
と
し
て｣
二
〇
七-

二
一
〇
頁)

と
し
、｢

道
安
禪
師
碑｣

に
見
え
る

｢

雙
目
片
言｣

と
い
う
句
と
關
聯
づ
け
て
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
が
た
い
議
論
で
あ
る
。

(

	)

ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
ェ
ン
セ
ン
氏
は
、
前
掲
書
に
お
い
て
、
關
聯
資
料
が
神
會
の
北
宗
批
判
の
後
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
淨
藏
や
懷
讓
が

慧
能
に
も
參
じ
た
と
い
う
の
は
後
世
の
作
爲
で
史
實
と
は
認
め
が
た
い
と
論
じ
て
い
る

(

五
一
頁)

。
し
か
し
、
こ
こ
で
論
じ
た
よ
う
に
、

二
人
の
傳
記
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
特
に
淨
藏
の
場
合
、
慧
能
の
弟
子
を
も
っ
て
任
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
論
は
成
り
立
た
な
い
。

(


)

印
順
氏
は
、
慧
安
が
弟
子
を
慧
能
に
紹
介
し
た
り
、
慧
能
を
朝
廷
に
勸
め
た
り
し
た
こ
と
、
更
に
は
、
保
唐
寺
無
住
の
人
間
關
係
等
か
ら
、

慧
安
は
慧
能
と
親
し
く
、
神
秀
と
は
見
地
に
違
い
が
あ
っ
た
と
す
る

(
前
掲

『

中
國
禪
宗
史』

一
三
〇-

一
三
一
頁)

。
ま
た
、
楊
曾
文
氏

は
、
坦
然
や
懷
讓
が
慧
安
に
師
事
し
た
後
、
慧
能
に
參
じ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
思
想
は
南
宗
に
近
か
っ
た
と
す
る

(

前
掲

『

唐
五
代
禪
宗
史』

一
三
五-

一
三
六
頁)

。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
神
秀
を
皇
帝
に
薦
め
た
の
は
外
な
ら
ぬ
慧
安
な
の
で
あ
っ
て
、
慧
安
は
慧
能
と
だ
け
親
密
な

關
係
を
持
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
掲
げ
た
よ
う
な
當
時
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
弟
子
に
慧
能
へ
の
師
事
を
薦
め
た
慧
安
の
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行
動
は
少
し
も
不
自
然
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
三
人
は
、
一
緒
に
弘
忍
門
下
で
學
ん
だ
仲
間
な
の
で
あ
る
か
ら
、
お
互
い
認
め
合
い
、
ま

た
、
協
力
し
て
東
山
法
門
の
教
え
を
廣
め
よ
う
と
努
力
し
あ
っ
て
い
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
彼
ら
の
關
係
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
に

際
し
て
、
後
世
に
形
成
さ
れ
た
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
主
張
で
あ
る

｢

南
頓
北
漸｣

を
遡
ら
せ
て
適
用
す
る
こ
と
は
嚴
に
愼
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中-

下
。

(

�)
『

唐
文
續
拾』
三
。

(

�)

石
井
公
成
氏
は
、
こ
の
碑
文
の

｢

益
指
於
荊
州
玉
泉｣

を

｢

玉
泉
寺
の
神
秀
に
師
事
す
る
よ
う
命
じ
る
だ
け
で
あ
っ
た｣

と
解
し
、
慧
安

自
身
が
玉
泉
寺
に
行
っ
た
こ
と
を
認
め
な
い

(

前
掲

｢

祖
師
禪
の
源
流
―
老
安
碑
文
を
手
が
か
り
と
し
て｣

二
三
〇
頁)

。
し
か
し
、
こ
の

前
に
慧
安
は
帝
師
の
地
位
を
神
秀
に
讓
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
當
然
、
神
秀
は
宮
中
、
あ
る
い
は
天
宮
寺
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。

(

�)

前
掲

｢

祖
師
禪
の
源
流
―
老
安
碑
文
を
手
が
か
り
と
し
て｣

二
三
一
頁
。

(

�)

同
上
。

(

�)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
三
中-

下
。

(

	)

前
掲

『

中
國
禪
宗
史
―
從
６
世
紀
到
９
世
紀』
一
二
二
頁
。

(


)

前
掲

『

中
國
禪
宗
通
史』

一
〇
七
頁
。

(

�)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

�)

前
掲

『

禪
宗
史
研
究』

一
五
二
頁
。

(


)

前
掲

｢

嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禪
の
展
開｣

一
七
七-

一
七
八
頁
。

(

�)
『

唐
文
續
拾』

三
。

(

�)

續
藏
一-

一
四-

三
、
二
七
八
張
裏
上
。

(

�)

大
正
藏
五
〇
、
八
二
八
中
。
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(
�)

『

景
�
傳
燈
録』

の

｢

嵩
嶽
破
竈
墮
和
尚
章｣

に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

｢

嵩
嶽
破
竈
墮
和
尚
不
稱
名
氏
。
言
行
�
測
隱
居
嵩
嶽
。
山
塢
有
廟
甚
靈
。
殿
中
唯
安
一
竈
。
遠
近
祭
祠
不
輟
。
烹
殺
物
命
甚
多
。
師

一
日
領
侍
僧
入
廟
。
以
杖
敲
竈
三
下
云
。
咄
此
竃
。
只
是
泥
瓦
合
成
。
聖
從
何
來
靈
從
何
起
。
恁
麼
烹
宰
物
命
。
又
打
三
下
。
竈
乃
傾

破
墮
落

安
國
師
號
爲
破
竈
墮

須
臾
有
一
人
青
衣
峨
冠
。
忽
然
設
拜
師
前
。
師
曰
。
是
什
麼
人
。
云
。
我
本
此
廟
竈
神
。
久
受
業
報
。
今

日
蒙
師
説
無
生
法
。
得
脱
此
。｣

(

大
正
藏
五
一
、
二
三
二
下)

(

�)

前
掲

『

初
期
の
禪
史
Ⅱ』

一
六
八
頁
。

(

�)
『

景
�
傳
燈
録』
に
慧
能
の
弟
子
と
し
て

｢

并
州
自
在｣

の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が

(

大
正
藏
五
一
、
二
三
五
中)

、
明
ら
か
に
こ
の
太

原
府
の
自
在
と
同
一
人
物
で
あ
り
、『

景
�
傳
燈
録』

も
自
在
を
慧
能
の
弟
子
と
認
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(

�)

既
に
石
井
公
成
氏
も
同
樣
の
見
方
を
提
出
し
て
い
る
。
前
掲

｢

祖
師
禪
の
源
流
―
老
安
碑
文
を
手
が
か
り
と
し
て｣

二
一
三
頁
、
前
掲

｢

老
安
碑
文
が
示
す
思
想
的
諸
問
題｣
九
三
頁
等
を
參
照
。

(

�)

大
正
藏
五
一
、
二
三
二
頁
。

(

	)

石
井
公
成

｢

則
天
武
后

｢

大
乘
入
楞
伽
經
序｣

と
法
蔵

『

入
楞
伽
心
玄
義』

―
禪
宗
と
の
關
係
に
留
意
し
て｣

(｢

駒
澤
大
學
禪
研
究
所
年

報｣

一
三
・
一
四
、
二
〇
〇
二
年)

二
六
頁
。

(


)
『

全
唐
文』

九
九
七
、
氣
賀
澤
四
〇
一
〇
。

[

附
記]

本
拙
稿
に
據
っ
て
、
本
誌
前
號
十
四
頁
所
載
の
神
秀
、
慧
安
の
生
歿
年
は
、
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

神
秀

(

？
‐
七
〇
六)

慧
安

(

？
‐
七
〇
八)
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